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10:00～10:05 開会の辞 科学技術庁原子力安全局次長 堀

時 間 論文番号 題 調 査 機 関

Ⅰ 分析法･測定法等に関する調査研究 座長 浜田達二(日太アイ:

誓i去?25(46)CaSO4(伽)熱ルミネッセンス島根県衛生公害研新
線量計(Tl｣D)を用いた環境r

線量測定におけるプリアニール

処理の効果

10:25

～10:40 (51)〔簸射性希ガスの簡易迅速測定法
脚九州環境管理協会

の開発 九州大学

動力炉･核燃料開発事業

誓i孟?55(49)√/液体シンチレーションカウンタ㈲日本分析センター

を用いた環境試料中の放射性核

種分析法の基準化に関する対策

誓i…ヲ10(48レ環境放射線(能)データ管理シ脚日本分析センター

リi壬?25(4サ環境放射線解析に関する基礎的理化学研究所
研究

ヽ圭｢ 太



時 間 論文番号 題

Ⅲ 環境に関する調査研究1

13:45

′･､ノ14:00

14:00

～14:15

14:15

～14:30

14:30

～14:45

14:45

～15:00

15:00

～15:15

座長

(2)/屋内･外のラドンによる被曝線

量調査

(17)/大気中のKr-85濃度

(15)/日本における137cs,90sr,

3H降下量

(10)/59年度における牛乳の放射能

調査

(44)/大気中の210pb分析法とその

測定結果

休 憩

Ⅳ 環境に関する調査研究 2

～15:30

座長

t5i三ラ｡ハ(21)/最近の大気浮遊じん,土壌,海

水,海底土中の90sr,137cs

の分析結果について

誓i喜?45(14)/筑波における大気･降水中のプ

誓i孟ヲ0｡(23)/外洋の解析調査一日本海およ
び日本近海海構域における

137csと239,240p｡の鉛直分布

16:00

～16:15

16:15

～16:30

(25)/日本近海海底土の放射能調査

(35/)沖縄県沿岸域に棲息するメソガ
〆

イ ､ン ■ブ コ コ /ヽ

調 査 機 関 ∃

小林定喜(放射線医学総合

放射線医学総合研究所 阿

東京理科大学

気象庁気象研究所 銘

気象庁気象研究所 章

農林水産省畜産試験場

国立衛生試験所

敦賀花人(海洋生物環境

脚日本分析センター 筆

気象庁気象研究所

放射線医学総合研究所

水産庁東海区水産研究所

水産庁日本海区水産研究所

水産庁北海道区水産研究所

沖縄県公害衛生研究所



次

論文
番号

Ⅰ 特別講演

額

｢国連科学委員会の最近の動き｣

甘 環境に関する調査研究1(大気,陸)

(1)対馬におけるバックグランド空間放射線の測定

(2)屋内･外のラドンによる被曝線量調査

(3)屋内における空間放射線線量調査一島根県-

(4)大気浮遊塵中の放射性核種濃度

(5)環境中におけるトリチウムの測定調査

(6)環境中14cの濃度調査

(7)陸上試料の調査一放射性ルビジウムに関する

調査-

(8) 高空における放射能じんの測定

(9)大気中の14c濃度の経年変化

(10) 59年慶における牛乳の放射能調査

(11)家畜の骨中鋤sr濃度の調査(1984年慶)

(12)土壌中の1訂csについて

(13)近年の浮遊じん放射能の経年変化

(14) 筑波における大気･降水中のプルトニウムについて

(15)日本における1訂cs,閲sr,3H降下量

(16)日本の主要河川水中の00sr,1訂csぉよび

却+謝puの含量について

(17) 大気中のKr-85濃度

(18)東海村における地表面大気中の餌･細pu濃度

Prl格A′h
-L ニニ､ノJ

調 査 機 関

放射線医学絵合研究所 市川龍

放射線医学総合研究所

放射線医学総合研究所

東京理科大学

放射線医学総合研究所

島根県衛生公害研究所

放射線医学総合研究所

放射線医学総合研究所

放射線医学総合研究所

放射線医学総合研究所

防衛庁技術研究本部･…･･…･･…

防衛大学校 ……………………･･

農林水産省畜産試験場 ……･･…

農林水産省家畜衛生試験場･･…

農林水産省農業環境技術研究所‥

気象庁観測部･･…･……‥………

気象庁気象研究所･……･･‥……

気象庁気象研究所
‥･･･…･･…･…

気象庁気象研究所
…………･…･

気象庁気象研究所
…･……･･…‥

日本原子力研究所･･･……･･･……･･

泰IIIl目鉱Aト工正如



誓書 題

(22)降下物,陸水,海水,土壌および各種食品試料の

放射能調査

Ⅲ 環境に関する調査研究 2(海洋,廃棄物)

(お)外洋の解析調査一 日本海および日本近海海溝域

における1訂csと瓢,細puの鉛直分布

(24) 沿岸海域試料の解析調査

(25) 日本近海海底土の放射能調査

(26) 小笠原南東方海域におけるマイクロネクトンとそ

の放射能

(27)小笠原南東方海域における魚類ネクトンの放射能

バックグラウンド

(誼)小笠原舟状海盆周辺海域における底生生物の放射

能バックグラウンド

(29)両洋産キンメダイの比放射能の大差と多量元素の

小差

(測)横須賀港,佐世保港および金武中城港の放射能調

査

(31) 深海底層流の調査

(詔)クルマエビによる複数RIの同時とりこみの比較

一砂無し,無ろ過でRI濃度が平衡後の海水中

におけるとりこみ-

(33)東海村及びその周辺における環境モニタリング結

果(Ⅱ)

-海洋環境試料中の餌,謝pu濃度-

(34)追跡調査のための深海底探索調査システムに関す

る対策研究

(詭)沖縄県沿岸域に棲息するメンガイ,シャコガイ中

調 査 携 関

(財)日本分析センター…………･･

放射線医学総合研究所･…･･…･･…

放射線医学総合研究所………･…･

水産庁東海区水産研究所･･………

水産庁日本海区水産研究所

水産庁北海道区水産研究所

水産庁東海区水産研究所………‥

水産庁東海区水産研究所……･･…

水産庁東海区水産研究所…･…･…

水産庁東海区水産研究所‥…･‥…

海上保安庁水路部･……‥…･…･･‥

気象庁海洋気象部‥…‥‥‥‥･･･…･

国立公衆衛生院∴･…･…･…･…‥･･

動力炉･核燃料開発事業団……･･

海洋科学技術センター……‥……

沖練県公害衛生研究所‥…･……‥



碧葦 題

(38) 放射性廃棄物処分候補海域の中･深層の潮流に関

する調査研究

(刃)原子力発電所等周辺海域の漁掛こおける海洋放射

能調査

(40) 原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の

放射能調査

Ⅳ 食品及び人に関する調査研究

(41)人骨中の閲srについて

(42)人体臓器などに含まれる却･謝pu･組Amの濃

度

(43)原子力施設周辺住民の放射性及び安定元素摂取量

に関する調査研究

Ⅴ 分析法,測定法等に関する調査研究

(44)大気のaOpb分析法とその測定結果

(45) 環境放射線解析に関する基礎的研究

(46)CaSO4(Tm)熱ルミネッセンス線量計(TLD)

を用いた環境r線量測定におけるプリアニール処

理の効果

(47)熱ルミネッセンス線量計(TLD)による環境r

線モニタリングにおける問題点

-TLD収納箱による遮蔽効果と設置地上高の

差による影響-

(48) 環境放射線(能)データ管理システムについて

(49) 液体シンチレーションカウンタを用いた環境試料

中の放射性核種分析法の基準化に関する対策研究

(50) 原子力施設周辺の環境放射線モニタリングの基準

調 査 撥 関

筑波大学‥･･…･･････…･…･･･…

(財)原子力環境整備センター

(財)海洋生物環境研究所 …

(財)温水養魚開発協会･……･･･

放射線医学総合研究所･…･……･

放射線医学総合研究所･･…･‥…･

(財)原子力環境整備センター

秋田大学

放射線医学総合研究所････…･…･

国立衛生試験所…･････……････…

理化学研究所‥……………‥…･･

島根県衛生公害研究所･･…･･･…･

島根県衛生公害研究所…………

(財)日本分析センター

(財)日本分析センター

(財)原子力安全研究協会



解 題

Ⅵ 都道府県の放射能調査

(52)北海道における放射能調査

(53) 青森県 〝

(54) 秋田県 〝

(55) 山形県 〝

(至誠) 宮城県 〝

(57) 福島県 〝

(58) 茨城県 〝

(59) 埼玉県 〝

(蹴)) 東京都 〝

(61) 神奈川県 〝

(62) 新潟県 〝

(63) 石川県 〝

(64) 福井県 〝

(65) 長野県 〝

(66) 静岡県 〝

(67) 愛知県 〝

(68) 京都府 〝

(69) 大阪府 〝

(70)兵庫県 〝

(71) 和歌山県
〝

(72) 鳥取県 〝

(73) 島根県 〝

(74) 岡山県 〝

(75) 広島県 〝

(76) 山口県 〝

(77) 愛媛県 〝

(78) 高知県 〝

(79) 福岡県 〝

(帥) 佐賀県 〝

調 査 機 関

北海道立衛生研究所…･･…･･…･･…･･

青森県公害調査事務所･…･･…‥……

秋田県衛生科学研究所…･…………･

山形県衛生研究所…･…･･…………･･

宮城県原子力センター……･……･…

福島県原子力センター…･･･……･…･

茨城県公害技術センター…････…･…

埼玉県衛生研究所………………‥…

東京都立衛生研究所‥…･･…･･…･･…

神奈川県衛生研究所‥･･…･…･･…･…

新潟県公害研究所……･…‥………･･

石川県衛生公害研究所･…･･…･･･…‥

福井県衛生研究所……･…･･………･･

長野県衛生公害研究所……………‥

静岡県環境放射線監視センター･･…

愛知県衛生研究所……………･･…･‥

京都府衛生公害研究所…………･････

大阪府立公衆衛生研究所…………‥

兵庫県衛生研究所…………･･･……‥

和歌山県衛生公害研究センター…‥

鳥取県衛生研究所･･…･･･…･………‥

島根県衛生公害研究所‥･………‥…

岡山県環境保健センター……･…･…

広島県衛生研究所…･………･･……‥

山口県衛生研究所‥…･……･……･…

愛媛県公害技術センター……･･……

高知県衛生研究所…………………･･

福岡県衛生公害センター･･･……‥…

佐賀県公害センター…………･･…･‥



Ⅰ特 別 講 演

｢国連科学委員会の最近の動き｣



特別講演 ｢国連科学委員会の最近の動き｣

市 川 龍 資

(放射線医学稔合研究

環境衛生研究部

1.はじめに

今年1985年は国連科学委員会の設立を決定した1955年12月の第10回国連稔会から30周

とで､6月10日から14日までウィーンで開かれた第34国会議にはとくに国連ウィーン事

N巨P(国連環境計画)事務局長が挨拶を行った｡

事務局が用意した草案は表1に示すように11冊あり､1～5を物理グループが､6～

ループが内容の検討を分担し､10～11は全体会議で検討することとした｡

ここでは主に物理グループで検討した草案の内容と主な話題を拾って述べることとす

表1 第34国会議に用いた草案

口 自然放射線源からの被曝

2

H

核実験と兵器生産による被曝

3 原子力発電による現在の被曝

4 1950～2050年の核燃料サイクルによる影警予測

5 医療被曝

6 ヒトにおける放射線発がん

7 胎内照射の生物学的影普

8 高線量照射によると卜の早期効果

9 放射線の遺伝的影普

10
凹

リスク評価と社会的価値
H

皿 放射線のリスク評価における科学的不確かさ



2.自然放射線

草案の構成は以下のようになっている｡

Ⅰ.自然線源からの被曝の概観

A 宇宙線

B 大地放射線

‡.ラドンと短半減期娘核種

A 屋外

B 屋内

1.屋内ラドンの起源

2.ラドンと娘核種の屋内挙動

3.濃度と線量との関係

4.屋内ラドン調査

Ⅱ.産業活動

A.石炭利用による放射線被曝

1.石炭火力発電

2.石炭燃料サイクル(採炭､灰処分)

3.発電以外の石炭燃焼

4.石炭灰利用

B.石炭以外の発電(地熱､石油､天然ガス)

C.燐酸岩の利用(燐酸工業､肥料､副産物)

D.金属､非金属の採鉱と処理

1.職業人被曝

2.公衆の被曝(亜鉛､アルミニウム､鋼､鉛､耐火粘土など)

ⅠⅤ.被曝のまとめ

Ⅰ章の内容は1982年報告から抜粋してつくったもので､委員会ではこれらをさらに削減

なものにすることとした｡

ラドン屋内濃度の各国の値が次第に集められてきたのは喜ばしいが､ややもすると高い

合を報告するケースが多いので全体をとりまとめるときバイヤスがかかるおそれがあるこ

された｡この委員会に欲しいのは POPu)ation-Weighted mean concentrationであること

はらって欲しいとの要望があった｡できるだけ広くデータを集め､全体のレンジや分布を

を続けることとした｡草案に掲載された屋内ラドン調査結果の表から最近の測定例のみを

てみると表2のようになる｡0.5～0.8pC j/リットルくらいのところが中心のようで

自然/ミックグラウドについての一般論として､これは一定の水準にきまっているもので

人間の行為によって変化するものであり､したがって時代とともに変遷するものだという



表2 最近の屋内Rn濃度調査

1国
名 住 居数 Rn濃度(8q/m)

!西ドイツ
4512 42(中央値)

イタリー 516 27(中央値)

オランダ 927 24(中央値)

英 国 367 14(中央値)

米 国 552 35(中央値)

61(平均値)

*平衡等価濃度

E巨C*

13(中央値)

3.核実験

今回用意された草案の特徴は､1982年報告までのやり方のように過去すべての大気圏内

よる世界人口ヘの線量預託を計算して示すのにとどまらず､これに加えて一般人に興味の

線量の軽年推移も計算することとし､また単一の核実験(たとえば何時いつの中国核実験

線量預託の推算も試みること､さらに地下核実験における放射性核種の地中移動に関する

ることとした｡これは高レベル放射性廃棄物の深地層処分の評価に役立つ情報を与えるで

考えられている｡もう一つ新しい試みは､末尾につけた核兵器生産にともなう被曝の推算

会議ではまず､草案に掲載されていたいくつかの表､すなわち大気圏内および地下核実

て年度別､国別に爆発皐や爆発地点およびF.P.量などくわしくとりまとめた表があっ

局､国名や爆発地点を削除し､樺産別にまとめ直して表をつくることとした｡

82年報告までつづけられてきた環境データの採録が突然なくなってしまうのは間頗であ

の人に利用されてきた情報であるから重要なもののみでも継続して集録することが大変有

ので､人体の137cs量の推移の義や､世界各地の食物データのうちモデルのチェックに

のは今後も入れることになった｡

4.現行の原子力発電

この章はまだアウトラインしかできていない｡各国から出される原子力発電所､核燃料

設その他の現在操業されている施設からの大気中や水域への核種別放出実績が集るのを特

段階である｡

まとめ方としては1982年報告におけるのと同様の形となろう｡ただし機業被曝もここに

固体廃棄物処分もこれまでより一段と定量的評価が進められる方向がとられている｡注目

は､14cの原子力発電所等からの放出量の実測値が次第にふえてきたことである｡



仮定された発電規模の推移の下に各燃料サイクルのステップ毎に標準的な施設と標塾

を設定して近傍の個人年線皐の最大値や､年間集団線竜､集団線量預託を算出するこ｣

興味あることはこれまで極めて定性的にしか扱ってこなかった固体廃棄物処分につし

にくわしい評価が述べら†tる方向に進んでいることである｡すなわち､浅地処分､深劇

海処分､はては深海底下処分まで含めるようである｡

表3は核燃料再処理施設からの大気と水域への放出内容をモデル化したもので､将ラ

の影普評価の計算に使おうとするものである｡海岸立地より内陸立地の方に放出量軽漬

されていることが注目される｡

この章の草案は概略以下のような構成になっている｡

表3 モデル再処理施設からの放出量内訳(T8q/G‖a)

*238pu:239pu:240pu=0.25:0.3:0.45



Ⅰ.全体の構成と方法

Ⅰ.モデル施設とサイト

A.ウラン鉱と製錬所

B.燃料加工施設

C.原子炉

D.再処理施設

E.研究開発施設

F.輸送

G.固体廃棄物貯蔵と処分施設

Ⅲ.環境移行モデル

A.大気放出

B.埋設場からの移動(浅地施設､深地層)

C.深海への放出(深海処分､海底下処分)

ⅠⅤ.モデル施設操業の影普(草案未完)

Ⅴ.固体廃棄物処分の影普(草案未完)

ⅤⅠ.将来の原子力発電計画の影響

付属書A.原子炉事故の頻度と影普

6.医療被曝

草案の目次構成は次のようになっていた｡

Ⅰ.診断用X線検査

A.頻度とすう勢

B.放射線検査を受けた人達の年齢分布

C.新しい検査法

D.吸収線量

E.生殖腺線量と遺伝有意線量

F.身体的線量と実効線量当量

G.歯科撮影

‡.放射性医薬品の診断利用

Ⅲ.放射線治療

付属書･集団実効線量当量と年齢･性を考慮した実効線皐当量の実例比較

この題目の草案の価値は情報がいかに多く集まるかどうかに大きく依存するので､国;

手紙をおくり､その趣旨や有益さを十分理解して協力を得るよう努力することとした｡!

タは､医療のための放射線検査の頻度とその対象人口の年齢､性別の分布である｡世糾



のすう勢の推測やモデル化を可能にしたり､線量軽減に有益な情報を与えることや､いく

では自然放射線と医療被曝とを合算した国民の基本的な線量レベルを与えることに貢献す

線量のまとめ方として､1982年報告ではいろいろ軒余曲折の後ICRPの実効線量当量

これは別の線量概念を設定するほどデータがなく､欠点を承知の上で､近似的に使用する

たからである｡この間題は依然として検討が続けられてゆくものであり､現在も､ICR

線量当量を使うか､何か別の"eighted doseを設定するか決定していない｡

7.リスク評価

このテーマに閲し､｢リスク評価と社会的価値｣および｢リスク評価に関する科学的不

の2冊の草案が用意されていた｡ただし前者はほんの筋書きに過ぎなかった｡

社会的価値の草案はややこの委員会の範ちゅうを越えたものではないかとの意見も多い

ったが､中味はかなり興味あるものであった｡

社会における放射線のリスクの受取り方は被曝の仕方､たとえば時期が今であるか遠い

るか､事故的なものか日常的なものか､あるいは職業上のものか一般公衆に対するものか

それである｡また､放射線被曝の原因がなにであるかによっても左右されるであろう｡

このような論議は興味もあり､有益ではあるが､現在のところ報告書として発表するこ

ないこととし､内部資料として事務局がレビューを継続し､折にふれ委員会に提出しても

とした｡

科学的不確かさについての草案は､リスク評価において､どの部分がどれだけ変化する

くらいha｢mが変動するかを示すのが目標である｡

委員会としては､この草案を2分割し実効線量当量の不完全さやそれがリスク評価にど

ひびくかなどを物理グループの扱う報告書部分の序論の中に移し､疫学的データの不確か

スクモデルの不確かさの影菅などを生物グループの扱う報告書部分の序論の中に含めると

をとることにした｡
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(1) 対馬におけるバックグラウンド空間放射線の珊定

放射線医学捨金研究所

阿部史朗 藤高和信 藤元憲三

1.緒言

自然放射線による体外被ばくは避けることができない｡国民全

体に及ぼすその線圭寄与を明らかにするため,また原子力利用の

進展に伴って生ずるいわゆる環境関係の問題の解決のための資料

とすることを考慮し,全国的なバックグラウンド空間放射線の測

定を行っている｡前回までに四国,九州,東北,北陸四県,北海

道,中国,近畿,東海･棄山地方,南西諸島,関棄,佐渡ガ島,

淡路島,小笠原地方,大束島地方の頓に測定して来たが,今回は

対馬の測定を行った｡測定は昭和59年3月に行った｡

2.調査研究の概要

(1) 測定地

人口密度,地贅分布,地理的条件,測定密度を考慮した上で4

測定地(4地点)を選んだ｡測定地点は周囲の開けた平坦地で,

表面に土壌が露出している所を選んだ｡なお測定地は行政上の区

画(市,区,町,村)の単位を言う｡珊定地点は測定地内で実測

の対象とした地点で,ほぼ同じ地番内に屈する学校の校庭程度の

広さの区域である｡その地点内のいくつかの実測点(測定点)の

健から測定地点の代表値を求め,同じ市,区,町,村に屈する測

定地点の偉から各軸定地の代表値を求める｡

(2) 測定器と測定方法

測定器は直径20cm,厚さ3t■のプラスチック電離箱+振動容量

型電位計の組合せと1′′戸×r NaI(Tl)シンチレーク付のサーベイ

メータである｡本郷定における珊定器の誤差は標準偏差で表すと

電離箱については±3.5 %,サーベイメータについては±4%で

ある｡各測定器の再現性は標準線顔により各珊定地点ごとにチェ

ックした｡今回の珊定では再現性の異常は認められなかった｡珊

定は地表から約1mの高さで行い,降雨開始時を避けるようにし



地並列測定を電離箱およびサーベメイ一夕について多数行って,

その測定値間の比較から両測定器の換算係数が求めてあるので･

それによって測定値は全て電離箱の備に換算してある｡一口で言

ぇばサーベイメータを仲介にした電離箱測定と言えよう｡

3.結果

対馬の各測定地のバックグラウンド空間放射線線量を表1に弄

した｡

表1 各測定地の線量率

(宇宙線,大地,大気,フォールアウトからの放射線の

寄与を含む)

測定地

番号

測 定 地

華享蓋琶碩1琴亨
県 市町村

口 長崎県 厳原町 6 5 6.

2 同 希津島 口
5 6.

3 同 豊玉町 口 5 6.

4 同･ 毒対馬 6
5 6.



(2) 屋内･外のラ ド ンGこよる被噸蕗線圭鋼査

放射線医学縫合研究所

#阿部史朗
阿部道子

膝元憲三

乗京理科大学理工学部

児島 紘

1.緒 言

前回はフィルター法に基づいた,2種類のラドン短寿命娘接種の測定法について報告

2つの方法のうち1つの方法(Decay式フィルター法と呼ぶ)を一般家屋での観測に応用

観測データが得られた｡そのうち今回は,ラドン娘核種の放射能濃度の季節･日変化に

る｡

2.礪査の概要

① ラドン娘核種モニター

我々の開発したDecay方式フィルター法を基にしたラドン娘接種モニターは次のよl

つ｡(イ)自然環境において,ラドン短寿命娠核種,払A,ぬB,払Cのそれぞれの放射-

る,(ロ)1時間に1組のデータが得られ,全ての操作は自動的に行われ,5日間は完!

珊が可能,などである｡しかし,この方法で得られる測定値の精密さは,ぬB,やRaC(

ては十分であるが,RaAについては少なくとも日本家屋一般を対象とする場合十分とも

この点に関しては改良型のBuildup-Decay方式を開発し,実用化し始めている｡

(参 観珊条件

以上に述べた特性を持つ測定器を2台製作し,1台を屋内に,他を屋外での観測にメ

図)｡観測を行った家屋はコンクリートプレハブ構造の1戸建家屋であった｡屋内用功

に,屋外用は庭の建物から3mほど離れた地点に設置した気象用百葉箱内に置いて観潮

この観測は通常の生活が営まれている状愚で行われた｡建物の換気条件がラドンのJ



3.鋼査結果

(D 季節変化

第2図に1984年4月から1985年3月迄の屋内･外ラドン娠核種放射能濃度の月平均健を

月の構は,200～300偶の毎時のデータの幾何平均倍である｡屋内の各娘核種の濃度レべ

から冬にかけて高濃度に.春から初秋にかけて低濃度になり,2つに分類できる｡一方,

いて,濃度変化の傾向は屋内に類似しているが,その変化はより連続的であるように見ら

内と屋外の濃度の比は,この家庭で平均的に見た場合,屋内濃度は屋外の約2倍である｡

このような観測結果は,これ迄報告されてさたラドンの季節変化と同じ理由で説明でき

のラドン濃度は地面や建材からの散逸と,屋外の低濃度空気の流入の割合を決める換気,

さく影響される｡本家崖の場合,換気率に大きく寄与する,窓を開けて生活する季節(5

と閉めて生活する季節(10月～4月)で高･低濃度の月が比較的にはっきり分かれたもの

れる｡

屋外のラドンの濃度レベルは地面からのラドンの散逸と乱流混合により影響される｡一

面からの散逸は春から真にかけて大きく,乱流混合も同様に春から真にかけて大きい｡前

中の濃度を増やし,後者は逆に減少させる｡一般には乱流混合の寄与が散逸の寄与より大

普通であり,ここで得られた娘核種についての観測結果もそのような理由で春から真にか

度,軟から冬にかけて高濃度になったものと考えられる｡

次に娘核種の放射能平衡が季節により変化するか調べた｡第2図をもとに,屋内･外の

についてぬB/RaAとRaC/RaA各放射能濃度の比(以後これらのように省略)の値を計算し

第3図に示す｡図からわかるように,屋内のそれらの健は月による善は見られない｡一方

ついては季節により善があるのは明瞭である｡娘接種の濃度が高い季節では平衡の備に近

季節では平衡からのずれが大きい｡屋内と屋外空気の放射平衡の比較において,屋内の方

らのずれが大きく,11月～3月にかけてその善が著しい｡また,その季節に屋外空気中の

RaB/ぬAは0.8以上で,非常に平衡に近い健を持つことは特記すべきであろう｡

屋外空気中の娘核種の放射能平衡を乱す要因として,娘核種の地表面への沈着と乱流混

が,一般に前者の寄与は小さいと考えられている｡一方,屋内においては娘核種の建物内



ついて娘核種の平衡の度合は明瞭な季節変化を示さなかったが,その主な理由として建雪

核種の沈着が無視できたためと考えられる｡換気の減少は濃度首増やすと同時に平衡の!

一方,平衡を乱す要因となる沈着は濃度が高いほどその寄与は大きくなる｡このように妻

の効果が相殺され,季節変化が明瞭に現れなかったのであろう｡

(診 日変化

第4図に夏(8月)と冬(1月)の日変化を示す｡それぞれの健は14日間を平均したイ

図からわかるように,夏･冬又は屋内･外の全てについて共通な結果は,夜間から日の‡

濃度で,昼中は低濃度になる点である｡また,夏と冬では,夜間の高濃度から昼間の低会

する時刻が,日の出の時刻に相当してずれることがわかる｡8月の屋外空気中の夜間とき

種の議鹿妻は比較的に小さく,一方,屋内空気中では大きい｡屋内空気の場合,屋外空5

が低いため審の開閉の効果が顕著に現れたためであろう｡

1月の日変化のパターンは8月の場合と逆の傾向がみられる｡つまり,屋外において1

の濃度差が明瞭に現れ,屋内においてその差は小さい｡冬の期間は忘を開ける機会が少プ

思われる｡

屋内の冬の日変化における顕著な現象として,8時囁と20時頓にRaAの放射能濃度の扁

健が現れている｡この時亥可は家庭内で鋼理をしたり,暖房を始める時刻に相当している｡

の説明や前に示した屋外の日変化の夏と冬での相違についてはさらに解明を行い明瞭にモ

4.結 語

本鋼査研究では1軒の家屋を選び,可能な限り辞しい観測を行った｡それをもとに季節∃

化について解析を行いいくつかの知見が得られた｡さらに同時に観測を行った環境要素とヨ

関係について,さらに解析を行っている｡

本詞査研究に用いた,Decay方式の娘核種モニターは当初より懸念されていたことであ.

度である真の期間の屋外大気中での観測からえられるデータの精密さが十分でなかった｡,

しては改良型であるBuildup-Decay方式の娠核種モニターを実用化しており,より信頼度;

夕が現在得られている｡さらに,今年度からは,娘核種の外にラドンの連続等観測を加え,
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(3) 庭内における空間放射線線量調査一島根県

放射線医学縫合研究所

阿部史朗 藤元憲三 藤高手

島根県衛生公害研究所

山本春海 江角周一 寺井声

1.はじめに

自然放射線被囁による国民線圭の推定を目的として居住環境における放射線被曝の美男

ために全国的な牡点から鋼査研究を行いつつある｡屋外での空間放射線線董に関しては､

ら昭和52年にかけて日本全国にわたる現地での調査研究を実施し､詳細なデータを得た｡

の家屋構造の大部分が木造であるため遮蔽効果が小さくそのままで第一近似的に国民線う

る｡しかし､人類の屋内での居住時間の割合が､屋外での生活時間にくらペ圧倒的に多む

の違いによる生活様式の善が地方ごとに小さくはないので､くわしく国民線圭を求めて才

内･外の線圭の関係を全国的規模で知る必要がある｡そこで居住環境中一般の空間放射粂

構造別の屋内･屋外線量率の関係を調査研究することにし､52年度は北海道で予備的な垂

53,54年度には沖縄地方を,55,56年度には鹿児島市を,57,58年度には佐賀市を対象6こ

た｡これら一連の鋼査では熟ルミネッセンス線豊計(TLD)による3ケ月間の積算線毒

よびサーベイメータとガンマ線スペクトロメータによる計測を行っている｡特にTLD古こ

データの信頼性確保のため,2年間にまたがって行っている｡すなわち,一部の季節に一

年の計測を行い,両者の整合性を検証している｡したがって,各対象地域の測定は2年愕

こととなる｡今回は島根県の調査の初年度に当たるため,中間的な報告を行う｡

2.測 定

(1)測定期間

(i)1984年8月13日～1984年12月24日



た｡分類した家屋構造は鉄骨･鉄筋コンクリート造り,防火木造,および木造であるく

屋敷は29軒である｡各構造別の家屋は松江市とその周辺に分布するようにし､地点酢

る結果の偏りが生じないように努めた｡

(3)計測方法

TLD設置による3カ月ごとの積算線室を､対象家屋の屋内､屋外について計測す･

である｡TLD設置に先立ち､サーベイメータを用い全計測対象家屋の屋内､屋外に'

放射線線量の相対的な分布を計測し､TLD設置点に空間放射線分布上の異常がない

めるとともに線圭分布の状況例の蒐集に努めた｡

また家屋構造別に代表を各1軒選び､これらについてはより詳細な線董分布を求め

-ベイメータによる詳しい計測の基にTLDを屋内数室､屋外2点に設置した｡さら

(Tl)シンテレ一夕何のガンマ線スペクトロメータによる計測も合わせ行った｡

イ.サーベイメータによる計測

1ノ′声×rNaI(Tl)シンチレーク付きのシンチレーションサーベイメータを使用

には各室5点､実際上は4点から9点､床上約1mの高さ､時にはTLD設置高

測した｡

ロ.TLDの計測条件

使用したTLDは同一ロットに属する約500本の化成オプトエクス社掛SO-S

のである｡1計測点当りの素子数は､リーダでの読み取り時に時折みられる異常

一夕の偏りを避けるため多くしたいところであったが､本調査研究の全体として

ある一定水準に保持する必要上計測件数を少なくすることができず,結局1点あ

数は4本とした｡4素子を一まとめにしたものを計瑚用TLDの基本単位とした

29軒中25軒には､サーベイメータ計測により適切であると思われた個所を屋内

1点選び､各選定点に1TLD単位を設置し約3ケ月間放置した｡各家庭構造の

には､屋内に9単位を､屋外に2単位のTLDを設置した｡またTLDのフェイ

状況を調べるため､あらかじめZZムRaの標準線瀕を用いて250浦上照射した4素子

るフェイディング調査用TLD単位を作り､幾つかの家屋において,屋内､屋列



に風雨､日射等に耐えるようにポリエチレン瓶に入れた｡このポリエチレン瓶は

上昇を抑えるため白ペンキで塗装した｡

上記のTLDは設置の約3ケ月後に回収した｡

ハ.TLD計測値の読みとりと補正

較正には約18素子のTLDを使用した｡22bRa98.6mCiを用いて線源より1ma

20,30mR照射し､2日間初期フェイディングを待ち､回収した計測用TLDと同罷

り､TLD計測システムの感度較正を行った｡アニーリング後､現地の対象家屋′

るまで､および設置場所から回収され読み取られるまでの線宴は輸送中の被囁量劉

D(6本から18本)の結果より求め､計測用TLDの線宴より差し引いた｡フェ1

の割合は､アニーリング直後250浦上照射し､計珊用TLDと行動を共にしたフェイ

チェック用TLDの健と250mR照射した較正用TLDの値との比較より､バック3

宝を考慮しながら推定した｡計測用のTLDフェイデイングはその割合が時間に上

し､上でもとめたフェイデイングの割合の悠とした｡またTLD計測上での異常¢

る参考として､アニーリング直後250mR照射したTLDおよびアニーリングのみ1

のTLDを計測用TLDと同期間､鉛10cmのシールド内に保管した｡これらのTl

用TLDを回収した時点で同時にリーダで読み取った｡

ニ.ガンマ線スペクトロメータによる計珊

検出器には比較的方向依存性の少ない3"の球形NaI(Tl)シンチレークを使用し

構造の代表家庭の内部で1点,屋外で1点の計測を行った｡1点の計測時間は50タ

分である｡計測を終えたデータは現場でカセットテープに保存し,研究所へもどモ

を行った｡エネルギースペクトルの解析方法には逐次近似法によるレスポンスマI

法を用いた｡レスポンスマトリックスは30行30列とし,1行あるいは1列のエネ/】

100keV,全体の対象エネルギー範囲は50keVから3050keV とした｡

3.中間結果



Z｡8Tlのピークが顕著に出ている｡図1-Cは逐次近似法により算出した入射フォトンの

スペクトルである｡図トdは100keVのエネルギー幅ごとの照射線圭率を表している｡図

…KとZ｡8TlおよびU系列の214Biの1.76鮎Ⅴの寄与が明らかに分離されている｡この

リート構造の例では屋内の線量率が屋外に比べ,…K,U,Tb系列のすべてにおいて高

しかし,木造および防火木造家産のエネルギースベタトでは･屋内屋外に大きな差異は

なかった｡
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3000SeC
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:4) 大気さ翠連庭中の方曳射･性核種湖■月匪

放射線医学抱合研究所

本郷昭三､湯川雅根､岡林弘之

田中千枝子

l 緒言

大気浮遊塵中の放射性核種の濃度を請宣するために､千葉市穴川にある放医研

l-l.5mの外気浮遊鹿を採取し､放射性核種の分析測定を昭和40年10月

てきた｡昭和56年3月までは､t気式連続集塵器を用いて試料採取を行ったが

からは､本研究所で開発試作した集塵等による採報を継続している｡

2 調査研究の概用

(1) 試料採取

捕集効率0.995以上のグラスファイバーろ紙(20.3cmx25

に連続集塵した｡流暮は､マイクロコンピュータによって一定暮を保つよ

れている｡ろ紙の目づまりは的2ケ月程度の集塵ではおこらなかったが､

生じて流暮が下った場合でも､積算流暮は正しく表示きれるよううに設計

(2) 分析測定

浮遊塵を捕集したグラスファイバーフィルタは､一定の大ききに折りた

Ge(Li)検出器によるガンマスぺクトロメトリを行った｡ガンマ線放

後､NaOHとHClによりS rを抽出し､発煙硝酸法で精製した｡スト

ー90はマイクロコンピュータによる自動解析装置付きの底バックタラウ

繰スぺクトロメータにより定暮を行った｡

(3) 集塵時放射能モニターの開発

数ヶ月同の連続集塵の後に放射性核種の分析を行なう､バッチシステム

放射能に異常があった場合､短期間の異常は検出不可能になる可能性があ

出きれても3-4ケ月遅れることになる｡これらのバッチシステムの欠点

ため､59年鹿後期より放射線検出器とマイクロコンピュータをオンライ

時異常放射能を監視するシステムの開発を進めている｡現在はハードウェ

集収ソフトの開発をおわり､解析用のソフトを開発中であり､今年度中か

である｡



4 結語

大気浮遊度中の放射性核種濃度変動を鰻時的に観測する上で､きらに詳細なデー

ために､放射能の自軌モニタリング装置の開発を検討し､変動を認めた時点での浮

プルに関して詳細な分析測定を行なうなど､放射能レベルの非常に低い浮遊慶に開

析方法の再検討を行なう｡

嘉一l. 大気浮遊鹿中の放射性核種能虎

集 塵 期 間

通 風 暮 放射性核種能度(x10-3pci/m3

m3(x103)144ce
125sb 137cs 90s

1984年9月

一1985年2月
36.3

1985年2月

0.0375 0.

-6月
59.6 0.03了3 0.

--; 検出限界以下



(5) 環境中におけるトリチウムの測定調査

放射線医学総合研究所

宮本秀子 井上義和 岩倉

1.緒言

原子力施設から放出されるトリチウムの人体への線量寄与を評価する目的で本調査を凋

4年前からは､トリチウムの放出量の多い核燃料再処理施設や重水減速型研究炉があり､瞬

町に､今年核融合研究施設が建設された茨城県東梅村を中心に調査をすすめた｡

2.調査研究の概要

住民の飲料水､河川水､地下水､および降水､海水なとを採取して､そのトリチウム舗

た｡ 採水試料は次のように選んだ｡

(1)降水 放医研棄梅施設と､一般環境として千葉の日本分析センタの2試料｡(毒

(2)海水 動燃海岸を中心に北方約4kmと､南方約40kmの3試料｡(年2～;

(3)沼水 素海村阿漕浦｡ 久慈川から引水している｡(毎月)

(4)河川水 久慈川柳橋､新川機開場､那珂川水戸大橋の3試料｡(毎月)

(5)蛇口水A 河川水を大規模に処理した上水道6試料｡(年2～3回)

く6)蛇口水B 地下水等を小規模に処理した簡易水道2試料｡(年に数回)

(7)蛇口水C 自家掘削井戸から攻上げた地下水8試料｡(毎月)

採水方法､測定法などは科学技術庁マニュアル(放射能測定シリーズ9､トリチウムう

拠した｡

測定結果を表1～3に示した｡

3.結語

主にフォールアウト起源と考えられる一般環境の降水の今年度報含分のトリチウム膿月

42pCi/1で昨年度の32pCi/lよりやや高めになったが､大きな変化はなかっJ

の方も千葉の1.3倍の濃度を示すにとどまった｡

;I
ヽ 二 ′ l ノ1｢ヽう亡i己■⊥▲■】､■■ 旦Ir一-rI



年8月をピークに､約1/2になるまで徐々に減少している一方､Vは採取試料中の最高値

290p(:､i/1を連続して保っていろ｡

これらトlノチウム濃度の高い村松地区の地下水については､JRR-2､3からの放出

が地上に沈着し､地下水に移行してからの挙動と深く関連していると考えられるが､更にデ

重ねることにより定量的な考察を行うことが今後の課題である｡

表1 月間降水のトリチウム濃度 (±2J)

日本分析センター(千葉) 放医研 東海施設く茨城)
採水月

採水圭トリチウム濃度 採水圭トリチウム漉度
(l) (pCi/l) (l) (pCi/l)

A
ニ
4
3
4
3
3
3
3
3

±
±
±
±
±
±
±
±
±

2
8
4
3
2
4
3
5
2

5
5
4
4
4
2
3
2
3

4
3
2
3
1
7
7
5
7

0
4
3
9
7
0
9
7
6

●

●

●

●

●

●

●

●

●

2
2
1
2
2
0
1
1
1

月
月
月
月
月
月
月
月
月

3
4
5
6
7
8
9
0
1

1

1

年95

i
1.06 52± 4

2.16 83± 3

3
3
3
4
3
3

±
±
±
±
±
±

7
3
2
7
5
8

6
5
6
Q
U
2
2

0
3
0
丑
-
7
¢
U

6
3
1
9
2
Q
U

●

●

●

●

●

●

6
1
0
ハ
U
3
･
1

表2 河川水､沼水のトリチウム濃度 くpCi/l,±2げ)

阿漕楠 久慈川榊橋 新川機関場 那珂川水

58年

59年

り
]
2
2
1
2
3

月
日
月
月
月
月
月
月
月

9
0
1
1
2
1
3
3
5

1

1

1

1

1
7
1
Q
U
6

日
日
日

6日

3日
9日

0日

64±4

61±3

76±4

65±3

66±3

79±4

67±5

77±4

87±3

63±4

63±4

70±4

70±4

65±4

82±4

71±4

78±3

69±4

91±4

88±3

92±5

84±4

83±3

89±4

90±5

64±ユ

74±3

74±4

63±3

68±4

66±4

81±5

68±ユ

6U±3

*:千歳大橋
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(6)環痩サルCの護良僑撞
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きであり.`生前敬効率は 克～gg茅であつモ｡
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(7) 陸上試料の調査

一放射性ルビジウムに関する調査一

放射線医学総合研究所

鎌田 博

1､緒 言

陸圏環境における放射性ルビジウムの挙動を解明するために必要な孟

前処理法､放射化学分析測定法の確立をはかることを当初の目的とし｢

境におけるRbの放射能レベルを明らかにし､得られた詰データを放射

に解析して､放射性ルビジウムによる人休披囁線丘の算定に資するこJ

して､昭和58年定から未調査研究を開始した｡

2､調査研究の概要

前年妊は､作土中K濃度の高い値が以前に得られている熊木県一宮田

太県展試阿蘇分場､本年度は､青森県の十和田周辺を対象に本調査研写

が､太織では､前年度報告に引き続いて得られた結果について今まで"

が良く判っでいる同じアルカリ金属のKや…csと比較的に挙動を考穿

とする｡

各調査試料の概要は表1に､分析測定結果は表2に､それぞれ示し1

3､結語

土壌については､KとRbの全含量(ケイ光X繰法による)と可給磨

れる含畳(IM･酢酸アンモン抽出法による)とを比較してみると､畑

2～11感が可給態と見倣される丘であり､また､客土のための原土(

可給態と見徹される)が水田土壌として利用された場合には11～90項

になり得ると言うデータが得られた｡また､土壌の母材となっている重

化学的標準となっている繕試料)と土壌中可給態のKとRbの含有丑の

向をみると､K含有旦が多くなればRb含量も多くなるが､Kが高含羞

Rb/K比が高くなる傾向が見出され､調査研究対象地域としてK高濃
二宅さe†ト Z T LJ, t_ h n L J一 甘.:色FB L ■T 壬 T L J...- TILJlヽせJh｣ ■mlEal Ea
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農作物についてほ､試料の前処理としてのアルカリ金属の抽出法を‡針

果､1釘塩酸抽法ほ風乾農作物の場合(米､糠､大豆､トウモロコシ等

出率が良くなく､王水等による湿式灰化の方が良法と言える｡一方､野

のような水分の多い植物(リンゴ､ジャガイモ､ワカメ等)に1感塩酸

適用してみたところ､王水等による湿式灰化法に比較して､95～100項

率を得ることが出来､今後は水分の多い植物については1感塩酸抽出法

ることとした｡放射能レベルは､▲OKと8TRbは､兼糠が最も高く､それ･

～19pCi/g生､12～16pCi/g生であり､はぼ同等のレベルを呈してし

作土p農作物間の各核種の分配比およびOR値は､K≧Rb>137cs

ぁるが､作土中のKが低濃度である場合にはRbと137csの両値は高くな

見出され､水田土壌一米糠間のRbの分配比が770土230に達するこ一

水田土壌一淡水系における分配比は､Kでは10~2オーダーであるの

Rbと1"csでは10-2～10~ュオーダーで､作土一農作物間の値よりも…

くなっており､また､OR値はR♭/Kとlさ7cs/(g)Kと同様な値を示し

このことは､淡水系への流亡率よりも農作物への移行率の方が大きく､

や137csよりも流亡率の大きいことを示しているものと考えられる○



(8) 高空に お け る放射能 じ んの測定
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防

1.緒言

1961年以

空の放射性

を採取 し

で は

2.調

前
研,査

,
報
究

(1)試料の

て
用
き
告
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を
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と
横

つ

を

環
空
行
果

一
航
を
結

の
め
等
定

査
た
析
測

調
る
分
た

染
得
の
得

汚
を
種
に

境
料
核
度

環
資
有
年

る
る
含
5
9

よ
す
び
和

に
聞
及
昭

能
に
度
て

射
ん
漉
い

放
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に
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取採

通常,北部 く千歳一宮古,高度10km),

度10km及び 6km)及び西部(鱒本～見島,

おいて,航空横(F4EJ型)に装着し た ろ紙

を採取 し た｡使用 し た ろ紙はToyo5Aであ り

上標準大気に換算 し て

(2)測定方法

試料の処理,測定

灰化し全β放射能測

は60mm中ぺ 5･5=hの

た｡

3･00～600m3 程度で

～

の

里
)

百
k
m

(

01

部
度
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に
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ん
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円

(3)調査結果

1984年 4月 か ら1985年 3月 ま で

測定結果を図1に示す

づであり昨年
PCi.m

る｡図1に お け る

空域及び高度に よ

の
d
P
差

度
全
る

○

の

本調査期間
∧八. ハ.

_一3

り

し

l

,ろ紙
た｡イ

.1)
し

射
値

放
均

β平全

の

る
値

け
定

お
二
測

に
全

問

の

滅にらさてぺらく0.034pCi.m､′に

放射能漉

も少な く

内での核実験が少な く,成層

な少も動変的節季は度

つな

に内圏

近
能

最
射

は
放

れ
た

こ

い

○

て

る

し

い
留

て滞

少 し た た めと 考え ら れ る｡

図2は試料からので線スペクトルの例である｡核分裂
しては寿命の長いほ7csが検出される｡しかし,試料によ

′ヲ㌔sも検出されないことがあった｡7Beは宇宙線と窒素

の核反応によ り 自然に生成される ものであ る｡

に諾慧≡岩芸芸三l£ミニ篭孟雪,ぞs忘
表1.9｡sr,り7｡sの

化学分析の結果を表1に示 し た｡ (1983･4～19
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(9)え軋中の14c媛嵐の絶阜変化
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屈3 た熱中の-qC濃度の絶卑変化に町て∂見直曲商
い)凰界面より上/∂0()岬=眈上の炎慮庖
(ユ)画風面よ り上/βロ∂れさでの戒虐魔
())珂泉戚
t4)地上

(ヲ)風見錦学舎員金敷奇書一号居え統(り)

各局え献
川 放射線度､写総A巧丸町塩沢:放射線の食費と茸瑠(
画産婦単車草食騒音看)上屋ノ?イ.エス.ユー眉
(/97g)｡



(畑 59年度における牛乳の放射能調査

農林水産省畜産試験毒

★三橋俊彦

1. 緒言

わが国の牛乳の放射能汚染濃度を季節別､地域別に把握するため

国9ヵ所から牛乳試料を集め､90srおよび137csを経常的に測定した

核爆発実験や原子炉衛星の落下など緊急時には､131Ⅰをはじめ短半

種の同定定量を速やかに行うための体制づくりと､異常値を認めた

措置などを検討するための共同実験を北海道農業試験場､九州農業

と と もに行っている｡

2. 調査研究の概要

(1) 経常測定

前年にひきつづき全国各地域､北海道(道立新得畜産試験場)､若

手県畜産試験場)､秋田(秋田県畜産試験場)､福島(福島県畜産試廠

茨城(農水省畜産試験場)､静岡(静岡県畜産試験場)､福井(福井県

験場)､香川(香川県畜産試験場)および福岡(福岡県農業総合試験ニ

ヵ所であるが､今年度から富山に代わり秋田から試料採取すること
た｡国内で最もフ ォールアウト量の多い地域とされている秋田であ

の
度
染

中
年
汚

乳
今
､

牛

で

射放 能についても今後注目されるところである0

における牛乳中の90srおよび1370sの測定結果は表1に示す

レベルと.しては､前年とはぼ同様である｡その最高値は
9

北海道の79pci/g､最低値は茨城の0･2pcl/gであり､また137csの

北海道の2R7pci/gと茨城の1･5poi/gであった0なお137csの測達

ては､Ge検出器によるガンマ線計測によって行っているが､今年度

来使用していた据置型のものから､ポータブル型検出器の据置型と

使用を開始した○ このポータブル型は従来使用していた検出器に此

倍の検出効率を有するので､前年のデータに比較すると､検出限界

いうデータがかなり少なく なった0

さらに今回から測定地点となった秋田のデータに注目すると､98

海道､岩手に次ぐ割合高い数値を示したが､137csでは､全測定地点

値よ り低い値であった0

仝測定地点(平均値)の経年変化を図1､2に示した0
90sr､137cs

ぼ前年と同様のレベルであり､富山と秋田が入れ替ったためのショ

とくに見あたらない｡図中に今年度測定分を拡大して示したが､壱

にかけて高くなるいわゆるスプリングピークが90sr､137csともに現
■■

｣L■_
′■

._t一 ､
l_

｣L_
｣_｣L

_Il_
1と



(2) 緊急時の測定体制

緊急時には牛乳中の131工をはじめ短半減期核種を迅速に測定

従来北海道と九州にⅣa工(でg)シンチレーション検出器何のガンマ

器を設置していた｡しかし分解能や測定精度が劣るため､今年

器に変更した｡そこで､北海道農業試験場､九州農業試験場お

験場が共同して測定法の改良を中心とした実験を行い､測定体

た｡今回はイオ ン交換樹脂ディ スクの試作とGe検出器用の牛乳

改良を行った｡とく に､牛乳(5.5g)をそのまま測定できる改良

器は､迅速性を重要とする緊急時の測定には有効である｡

(5) 北海道の現地測定

牛乳の放射能汚染経路の究明や､道内の特異的に汚染濃度の

原因を調べる目的で､137cs を中心とした滑走を現地で行ってき

の結果を中間的にまとめると､1)新得畜産試験場生産の牛乳の

高いのは､採草地や放牧地の土壌蓄積量の多いことに起因しそ

形および気象条件によるものと考えられる｡2)地上高1mでの

よる137cs値と牛乳の137cs濃度間には高い相関が成立している｡

値と土壌蓄積量の関係は全蓄積量よりも､地下0～10珊までのl

が反映している｡これは2)の結果を裏づけるもので､多く の牧

0～20cれに分布していることから納得できる｡4)土壌から牧草

乳牛､さらに乳牛から牛乳への137csの移行はカリ ウムがある程

いることが､再確認された｡以上のように牛乳中の137csが高くな
れに関連する土壌や牧草との関係を検討したが､今後はこれら

も考え､従来の土壌の測定に加えて定期的な飼料の採取を行い

乳牛への全摂取量を推定する｡そこから土壌一牧草一牛体一牛

係数を実測値から求めることを検討する0

表1 牛乳の錮sr､137cs(pol/り

90sr(pol/g) 13708(poi/∠)

59年5月 59年8月 59年11月 dO年2月 59年5月 59年8月 59年

北海道

岩 手

秋 田

福 島

茨 城

3.6±0.3 79±0.4 3.5±0.3 2.8±0.2

3.3±0.3 4.2±0.3 2.8±0.3 1.3±0.2

2.5± 0.2 2.2±0.2 1.4±0.2

1.1±0.2 0.7± 0.2 0.8±0.2 0.7 ±0.2

0.5±0.2 0.2± 0.1 0.7±0.2 0.7 ±0.2

11.1±0.8 2∋.7±1.1 5.1±

7.4±0.8 16.6±0.9 9.2±

3.7 ±0.6 4.4±

4.6± 0.7 3.8±0.6 2.3±

2.8±0.7 1.6 ±0.5 3.3±
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図1.牛乳の 90sr濃度の経年月別変化(各点は全国平均)
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図2.牛乳の137cs濃度の経年月別変化(各点は全国平均)

5. 結語

経常測定のgOsr､1370sについては､今回も極低レベルで､ここ∃

横ばい状態である0ただ､1370日については､Ge検出器の性能向上ら

度が前年に比べ改善された○北海道農試と九州農試における緊創

体制の整備については､段階的に改善しつつある○今後もデーター



仙 家畜の骨中90sr濃度の調査(1984年度)

農林水産省 家畜衛生試験場北海道支場

岩田神之介 ′｣＼原嘉昭 近山之雄

1.緒言

放射性降下物質による家畜飼育環境の放射能汚染を､家畜の骨中9

推移から､1957年度よ少調査している｡これまでの分折結果では､妻

90sr濃度は､放射性物質の降下量を比較的よく反映して､1965年離

して､その後は次第に減少している｡しかし､その長い物理的半減裏

口ンチュウム自体の強い硬組織親和性のために､現在もなお汚染が;

れは大気圏内核実験開始前の水準よ少高値であった｡この推移をさf

て調査するために､前年度と同様に家畜の骨中90srを測定したので､

を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)材料と方法 : 測定試料は､1984年2月から9月までに､北沼

地から採取した馬及び牛各12例の腕前中指骨である｡測定方法は､

式灰化した後､ジー(2.エチルへキシル)-リン酸による90Y¢

法によった｡

(2)測定結果:馬の骨では､15.34±0.86pCi/g｡Caで前年度Q

lO.5pCi/g｡Caよbもわずかに高く(表1)､牛の骨では､4.36二

/g.Caで前年度の平均値の4.90pCi/g.Caよb低く(表2)､汚蓼

準に､牛の場合は近づいている｡馬の場合は1984年度の採取試料い

高濃度の個体があったために前年度よ力も高い平均値が得られたズ

程度の水準の個体もあゎ(表1)､全体として痍ばい気味ながら､

低下を続けている(図1)｡

3.結 語

骨中の放射性物質汚染は､1965年を頂点として以降､年次どとに奄



乗1 馬の分析結果(12例) 表2 牛の分析結果(12例)

年齢 測定値(pCi/g･Ca)

4 7.33

4 4.56

6 4.21

丁 6.83

了 5.29

丁 20.87

10 39.96

12 8.22

16 7.74
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1T 19.53

2 3 39.32
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100

年齢 測定値(PCi/g.Ca)

2 1.62

2 2.15

5 2.31

5 2.05

8 10.71

6 3.52

8 5.86

8 9.64

¢ 1.82

T l.38

8 4.35

9 3.68

0.35

0.39

0.34

0.37

0.79

0.42

0.57

0.75

0.34

0.29

0.47

0･.47

全体平均

4.36 + 0.48

図1骨中90srの年次的推移



(1辺 土液中の137cs について
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(13)近年の浮遊じん放射能の経年変化

気象方観創部刺イ最後

後場邦

1 経書

負象斤r｢ほ､斉連じし放射能の観軋を食感r気象l哀者

仙台､東泉･大師∴藤岡)において､平準鱒には風諷中
級爆葱笑顔後甘ヒtの翼海崎には冬日チ暗かラ循い.虐こβ
し て しIる｡

大気中におけるノ玖媛老
降喪錐さ弟ていづい択ゃ

ん攻知能の象年臭化え鯛

Z 額塵研東の親阜

(l)試料の凍取.

､県の衷 2占回ヰ困後
め鼠吐け年間

試料しま諦観お菜じん寒風にょって空風を約5呼間遠

ァのj直中に後尾したセルロ㌧一フごプイ~川/
藷連じレを吸着ご七て凍取する｡

引レ､吸引

洋才歌 嶺‰

イ
に

付
､
ノ

r2) 凍り東泉

喚為レたフィ プレクー 邑及化終了後勅細し､中農の簸
えて或斜劇Lに永外線ラン7｡隼で賂射抑熱レて範囲すう

キレて､埼洛軋GM計数嗜邑用し,て金β級を剰えす
(3)飼養梅果

1?6?年ホラ1?宮3年までのβ線_の軟射鮭(渡及)の月
をヒリ まとあたものが固1である｡

月別の平均値で京したために叔東簸の丸頚的づ影響
て甘心うもの-ま洛は回申園薇東敢(l?7‡.11)に和す
福岡′ 希1?園(1?7占.?)に対する仙台･東泉ノ解訟
る大阪･藤岡々､うし-である｡

しかし､橡東棟後の季節的寸頒向としてしま､春季セ
ゅるスプリンケ､ピークボ現わ氷ること-ユぼぼ突通して

に見えろ｡
才た､†?ぎ0年珠降浮遽じん乳酪綻ば頒ぼいまたは誠

にある呼で､仇琶鼠び大阪上ワし,ではプ9少一題フたイ嗅句が
が.ヤの原因は解明で･空づかった｡
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(18)東海村における地表面大気中の乳210puの濃度と粒径分布

日本原子力研究所

笠井篤､今井利夫､馳庶敬

1.緒言

地表面大気中に存在する卸側puの大気中濃度と粒径分布を測定すj

は､その呼吸による被喋繰圭を推定するために重要である｡そこで､

東海研敷地内で1982年より継続してカタ･210puの大気中漉度と粒径づ

なわち､空気力学的放射能中央径(AMAD)を測定してきたので1

果を報告する｡また猟川puの放射化学的分析の過程においてユlOpoのづ

動について検討したので併せて報告する｡

2.調査研究の概要

(1)方法

原研構内地上10mに設置したアンダーセンサンプラ一により璽

ダストを1.1以下,1.l～2.0,2.0～3.3,3.3～7.0,7.0以⊥

径(〃m)に分級捕集した｡流量は5661/分でl週間毎に濾紙交猶

なった｡γ線測定が終わってlカ月分あるいは3カ月分の各段の泊

料に収率補正用として2-2puまたはB¢PuおよびSr,Csキャリアーを加

M硝酸と6M塩酸で2回酸浸出を行なった｡その浸出液から水酸"

鉄によってPuを共沈させ､沈殿を8M硝酸に誇解しDowexlX8陰1

交換あるいはTOA溶媒抽出を用いてPuを放射化学的に分離精製し

安系で電着､SSDによるα線スペクトロメトリーによって乱210pl

重した｡またコ8puと加poを用いたトレーサー実験によってDouexl>

イオン交換分離および電着における両核種の分離挙動について検姦

(2)結果

図1は､バックアップ趨紙試料の酸浸出液を2等分し､Douexl

ヽ ヽ一ヽ - ヽ .

-........._
ヽ



となっている｡コ`puとZlOpoのトレーサー溶液を100mlのど-カーに軍

り､蒸発托固し､8M硝酸に溶解したあと陰イオン交換を行ない電着､

α線スペクトロメトリーよってその化学収率を求めた｡その結果､即P

の化学収率は48～73%であったが､ユ10poについては認められなか-

た｡実際の地表面大気中浮遊じん竣試料では､イオン交換操作で210po(

混入が見られるのに､トレーサー実験では認められないのは､共存元ヨ

イオンが存在しないきれいな集件での実験によるものと思われる｡一フ

Puの電着条件で210poの電着挙動についてのトレーサー実験により､210p

が100%電着することがわかった｡なお､同じ条件下でのステンレニ

板への210poのSPOntaneOuS depositionはなかった｡

図2に1982年1月から1984年3月までの東海村における地∃

面大気中の239･24Opu濃度とAMAD値の径年変化を示した｡239･240pu濃度乙;

0.4～4.7 ×10一`pci/mユ (1.5～17JIB q/ml)の範囲にあり､

年々減少の傾向にある｡一方､AMAD値は､1.0～1.9(Jlm)の孝

囲にあり平均値は､1.5(〟m)であった｡

3.結語

今後､孔ユーQPuと21Qpoの分離の細かな検討を行なってゆくとともに､環

試料中の21¢poの測定についても検討牒行なってゆく｡
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㈹ 大気浮遊粉 じ んお よび日常食中のウ ラ ン凛

神奈川県衛生研究所

杉山 英男 小山

国立公衆衛生院

岩島 痛

1経_言

が あ り､1976年

て い る｡今 回 は

加
査
の

料
調
中

燃
度
ん

核
膿
じ

う

ン粉

扱
ラ
遊

り
り
浮

取
の
気

を
中
大

ン
料
い

ラ
試
な

り
境
少

は
環
の

に

の例

市
辺
定

賛
同
測

須
設
､

横
施
来

県
り
従

川
よ
､

の濃度､お よ び土壌 どな素元の性 を 定 圭

つ い て検討を行 っ た｡ま た､大気お よ び

発のンラウ中気大し

)式方んぜ陰(食常日

ラ ン漉度か ら ウ ラ ンの摂取量を推定 し た｡

2 選別 大気浮遊粉じんは県内5地点で､ハイ

ム.エアサンプラー(HV)お よびア ンダーセン･ハ イ ポリ ウム

サンプラー(AHV:5段ステージ)にろ紙(TOYO.No･5A)を装着し

2000m3 吸引捕集した｡ ま た､日常食は5人あるいは1人の

の全飲食物 を 試料 と し た｡

じ粉遊浮気大

筒ムウ
モ､
ドカを

んじ粉遊浮気大

定のシラウの中

ん､日常食試料はどち ら も500Cで灰化 し た｡

に封入 し､非破壊軸外中性子放射化分析法に

中のウラ ン､スカ ンジウム､トリ ウム､鉄､

塵:を 行 っ た｡

3 絶息 横須賀市における大気浮遊粉じん中のウラン濃度

)集捕るよ は､約0.1ng/m3であ っ た｡この値は､表に示し た

値の点地他内県
報
位

の

に
来
側

従
値

､低
は

の

ウジンカスる

相の正で%l

0.06-0.13ng/m3と ほぼ同様な レベルであ る

使告 10
2

10〇ng/m3(杉村,1981;Peter.1971;岡

置する｡大気浮遊粉じんのウラン凛度と土壌元

ム､トリ ウム､鉄漉度との間には､いずれも有

閑関係が認められた(n=28)｡A=Vによ り捕集し

浮遊粉じんの粗大粒子群(粒径 >2叩)､微小粒子群(粒径 く2一

っの粒子集団について､さきの4元素の含有比率を求めたと

ウランは他3元素と同様に､土壌などの自然発生源に由来す

が多く 存在する粗大粒子群に約70篤存在することが認められこ

た､これら 4元素はFig.の通り いずれも同じ粒径分布を示し

〃m以上に40-50Ⅹ存在することがわかった｡これらの結果よ

気中に存在するウランの発生源と して土壌の大きな寄与が示

た｡また､今回の結果をもとに経気道ウラン吸入量を､粒径
､. _▲一_

_▲_
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表 大気浮遊粉じん中のウラン濃度

採取地点 ウラン濃度 大気粉じん圭

(ng/㌔) 山名･aSll/拒)二

横須賀市 0.11土0.07 44土31

(0.02-0.29) (10-124)

横浜市 0.10土0.04 45土22

(0.07-0.19) (28-94)

平塚市 0.11 40

清川村 0.06 19

__止田原市
0.13 52
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鋒駒崎とその前後の壁間がンマ線食草の
変動特性

尾根県衛生公賓研奄紳
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提1)最近の矢岳皇畠じし,土患.鬼丸′壷庭土中
のq聖トノ3毎の分水路果ヒつい乙

二七承分本巳)斯

′
■
＼

虎魚亀文ノ

一
応

勺ノ暮

し緒言某

訃報ヒ引簸き､矢島皇蓮じし.土直ノ鼻丸ノ哀痛土
の､最止Il奇観の缶二桁怠具についZ零点可る｡

2.調査研罷の薇鼻

Z-し試料の泉取及び前剋】里

一大島窒息じし-

.1Z府県の衛生､公嚢研寝所当の鶴憾が牒半額善導乞商い乙頑引蕗敲｣ともふで､夏の攻取直迂､如l(
7､為る｡送付=れ七尋前月､当モニターで風化篠､分頑
る｡

一土 義一

計紡温府県の蘇生､公舎厨乾布尊の磯筒状卑l且､土
そ壌放し､鼓膜∴ Z仰のふるい互過し已ものて､､温何=
､言､当モニターて･トッっ｡プライユダ一之開い｣粉癖魚､負
号る｡

一義
九-

1Z臆病県の蘇生､公舎禰罷輯等の磯蘭水卑=包､承超
そ､呈の凍取号､ユ､40且z･ある｡温何王れと試料五分承
る｡

一兎庭土-
1Z息府県の衛生､公宅禰在韓尊の磯･蘭状卑l回､磯部
奴し亡ものそ､､嵐何=れ仁義潮､ユ､当セニラーそ乾燥.し

ブライニダー邑同いぬ承後､各席試料とする｡
凍取地､与.1コ､蕗九と凧一地点そ･ある｡

を之.聖∴もの分東方表
名藤温顔県の衛生､公宅席亀而琴の鹿蘭より温月王れ

ノ皇朴
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2-3.分水金臭

一大玩窒逮じし一
温和胡阜痩から覇阜獲き
辛抱低音遁= ヒ示古.鮭艮
値向状あり､ぢZ五庵左恵く

手
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冬

‰闇阜
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t
】
■
1
1

■■ll

lこ

ぼ､昏壮年
〕

印t葡 ,-㌔の皿草地垣そ報宅し亡亀下軸

も寓一皿半額ヒJ慢矢イ邑
れ五.ニれぼ､いわゆるtt スプリニゲピーク''そあり､まで

∴鑓,%早良ボ疇lニ高いの＼言､亜.莫∴!道草直の中国夜風昂

の患響そあ5｡卯年虔賓2Ⅶコ単軸止唾Q､両夜鹿とも非常に

と霊姦孟;､喜議向､ヨ.敢為.亀井.鳥取の日本海根号戚､
･亀虫の太平鼻脚呈出敷石るとヱれらの県の後塵変化葛､t竜
一傾向亡ある状､軋痕雇.の値Q､日本尭倣l加太中寿鳳tより扇
呈元している｡ま亡､広島.長崎両県の丸亀直笥lⅧ牛鍋¢

ふ冨芝き空二芸謂諸ま三豊孟､L苫農芸苧妄違:蒜芸雲j
の但は.非常ヒ庵値ご半改正上水頗虫下取値以下で･あっと｡
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四半期12341234123ヰ12341234123ヰ1234123ヰ1234123ヰ1

年 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59

鼠l大島豊通じし中の聖巨ノ㌔の全国平均

一上 島｢-

=卑闇のつ‰,'㌔の仝鬼平虫値を且2-t,トZに永ぢ｡魚酎



Ⅱ盛別によ孟と､輯lニ散乱敢為∴福ヰ､鳥取.
甘皇lニ日本轟創功一亀沌値状高い砲向甘晶,た.
功鳴エリ九重い現象や､上思L下層の但灘
り､三れらl訂.各地】或の敵地魚の土鼻血

ヒ一書
長

詣言霊盲
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j
.
‥
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土直角触亡当,ヱQ∴長軸由観取可鹿白ま鮮血皇鼻息
丸 岡一地点杏親風葛畠三ヒ仁恵,ヱい孟札藤並麻県ヒ

屯.皇.拓也阜.蕎勺の盈由甘粕地互蜃旦し亡ヒニうもあ
鼻血史Il年間凧一地点詫･最良状免けられヱい孟仇l訂 釦阜

生山鱒琶農)∴組塔.閻魔専の鼻lニ直周甘jものと鶉

フ1己.
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11阜闇の粗ノ㌔の卓説平中
値邑臨31ニ元首｡臨力墓園痘
亀とも僅かロボら鹿車載tレの
庵.向がみら血孟｡

ま亡.聖卜の凰店.温風直に､
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一恵届土一
恵丸と同盟員そ観取三れ七=亙闇の?聖卜,l㌔の垂直乎如
ヒ元葛｡良か⊆l‰の劇.払.田互恵にピーク加ゎ与れる二

警Eこミ転:農芸讐冨芸吉子㌣喜､Lぴむ武‡互いの矧韓司

地感別lニみ5と像取払長島亡由藤森とも雑魚ヒ天王はこ
れ､また9凱､コ｣鹿出下卑鱒止下や値伏角く､毎年良庵出■
るのは､青森県(むつ垂)のト例

-もの農夫値も青森県手品る｡聖卜尽び
土賃(砧填､砂混､蒐囁)､池亀
三と水着えられる｡
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鋤 降下物,陸水,海水,土壌および各種食品試料の放射能調査

(財) 日本分析セ ンター

坂東昭次,西山正孝,

吉清水克己,野中信博

1.緒 百

科学技術庁放射能調査委託にもとづく放射性降下物(フォールアウト)に係る

放射能調査として,59年度に採取された降下物,陸水,海水,土壌および各種

境試料について90Sr及び131csの核種分析を行ったのでその調査結果を報告す

2.調査の概要

昭和59年度中に31都道府県の各衛生研究所などで採取され送付をうけた各

ついて,昭和59年4月から昭和60年9月までに90sr及び1"Csの核種分析

(1)分析対象試料

分析対象試料は,降下物,浮遊じん,陸水,海水,海底土,土壌,日常食,

ドライ ミルク,野菜,茶,海産生物などである｡

試料は31都道府県の各衛生研究所などで採取され所定の前処理を施された

付されたものである｡

(2)分析方法

分析方法は放射化学分析法で,科学技術庁制定放射性ストロンチウム分析法

改訂)および放射性セシウム分析法(昭和51年改訂)に準じて実施した｡

3.調査結果

昭和59年4月から昭和60年3月までに採取された主な試料の測定結果を表



その全国平均および最小,最大値は次の通りである｡

90Sr:0.003(0.000～0.023)mCi/km2(n=384)

131Cs:0.002(0.000-0.015)mCi/km2(n=384)

(2)浮遊じん

福島,茨城,新潟,福井,静岡,愛知,京私大臥兵庫,鳥取,広島,長崎の

四半期毎に採取した試料について,その測定結果の全国平均および最小,最大値はi

である｡

｡OSr:0.01(0.0-0.1)10~3pci/h3(n=48)

Ⅰさ1Cs:0.02(0.0-0.1)10~3pci/血3(n=48)

(3)陸 水

上水(蛇口水,源水)について各県で年2回～4回採取した試料の平均値を表1に力

その全国平均および最小,最大値は次の通りである0

90Sr:0.09 (0.01-0.22)pCi/l(n=76)

1"Cs:0.004(0.000-0.01)pCi/l(n=76)

淡水は北海道,秋田,福島,茨城,新潟,福井,長野,京都,広島の9県につい

採取されたもので,その平均および最小,最大値は次の通である0

90Sr:0.09(0.001-0.19)pCi/l

131Cs:0.02(0.002-0.04)pCi/l

(4)海水,海底土

海水は11県,海底土については12県で,年1-2回採取した試料についての

結果を表1に示した｡

その全国平均および最小,最大値は次の通りである0

海 水 90Sr:0.09(0.07～ 0･11)pCi/l



(5)土 壌

各県年1回採取した試料(深さ0-5珊,5-20仰の2種類各1試料)につし

結果を表1に示した｡

その全国平均値および最小,最大値は次の通りである｡

0～ 5cm OOsr: 5.4(0.2～ 19)mCi/Ⅹポ(n=31)

190(4 ～2100)pCi/kg乾土

131cs:19(0.4- 60)mCi/丑山f(n=31)

710(4 -5200)pCi/kg乾土

5-20m 90sr:15(0.7～ 73)mCi/緑(n=31)

120(5
～

730)pCi/kg乾土

131Cs:31(0.0- 200)mCi/句血2(n=31)

280(0.0～2000)pCi/kg乾土

(6)日 常 食

各県年2回採取した試料の県別平均値を表1に示した｡その全国平均および最｣

は次の通りである｡

00Sr:2.7(1.0～ 5.8)pCi/人･日(n=62)

4.7(1.8-12)スト白ンチウム単位

137Cs:2.5(0.8～19)pCi/人･日(n=62)

1.2(0.4- 7.2)セシウム単位

(7)精 米

各県で年1～2回採取した試料の全国平均および最小,最大値は次の通りであZ

90Sr:0.3(0.0 -

0.9)pCi/kg精米(n=36)

7(0 ～19)ストロンチウム単位



(8)牛乳(原乳,市乳)

各県年2-6回採取した試料の県別平均値を表1に示した0その全国平均および

大値は次の通りである｡

90Sr:1.5(0.2- 6.0)pCi/l(n=104)

1.3(0.2- 5.7)ストロンチウム単位

137Cs:2.6(0.3～29)pCi/l(n=104)

1.7(0.2-22)セシウム単位

(9)ドライ ミルク

ドライミルク,スキムミルクは市販のものメーカー別12試料で,その全国平時

小,最大値は次の通りである｡

00Sr:11(2.0- 36)pCi/kg粉乳

1.3(0.5- 2.9)ストロンチウム単位

131Cs:37 (5.1-190)pCi/kg粉乳

3.0(1.0～11)セシウム単位

㈹ 野 菜

大根,ほうれん草について生産期に合せ採取した試料についての測定結果を県男

示した｡その全国平均および最小,最大値は次の通りである0

大 根 90Sr:6･1(0･3～28)pCi/kg生(n=30)

27 (1.0-120)ストロンチウム単位

131Cs:1.0(0.0- 8.7)pCi/kg生(n=30)

0.5(0.0- 5.2)セシウム単位

ほうれん草 90Sr:5.2(0.3～ 29)pCi/kg生(n=32)

7.4(0.3～ 28)ストロンチウム単位



てきゃべつ,はくさい等の結果である｡

(川 茶

静岡,京都,鹿児島,(各2試料)の試料についての平均値および最小,最二

りである｡

90Sr:51(26 -88)pCi/kg精茶

15(10 ～22)ストロンチウム単位

137Cs:33(4.6-99)pCi/kg精茶

1.7(0.2- 4.8)セシウム単位

㈹ 海産生物

各県で採取した海産生物は魚類,月類,海藻類である｡その平均および最小,

すと次の通りである｡

魚 類 90Sr:0.4(0 - 2.1)pCi/kg生(n=30)

0.3(0
-

2.0)ストロンチウム単位

1き†Cs:5.5(1.7 -14)pCi/kg生(n=30)

1.6(0.6
-

3.4)セシウム単位

貝 類 90Sr:0.1(0 ～

0.4)pCi/kg生(n､= 8)

0.2(0 -1.0)ストロンチウム単位

131Cs:1.1(0.6 ～1.6)pCi/kg生(n= 8)

0.5(0.3
～

0.9)セシウム単位

海藻類 90sr:1･4(0･5-3･2)pCi/kg生(n= 苧)

1.4(0.7
～

2.1)ストロンチウム単位

131Cs:1.0(0.5 ～1.6)pCi/kg生(n= 8)

0.1(0.05- 0.2)セシウム単位



90Sr:29(1.0～96)pCi/kg 生

4.5(0.8～ 9.3)ストロンチウム単位

131Cs:5.4(1.9-11)pCi/kg 生

1.7(0.7- 3.4)セシウム単位

4.結 語

科学技術庁放射能調査委託にもとづき放射性降下物に係る環境試料中の放射能調査∠

59年度に採取送付をうけた各種試料について90Sr及び137Csの核種分析を行った0

しては,浮遊じん,土壌,牛乳,茶の各試料は58年度よりやや低く,その他の試料¢

の値を示した｡
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ⅠⅠⅠ環境に関する調査研究 2

(海洋､廃棄物)



例 外洋の解析調査一日本海および日本近海海溝域における

13了csと239I240puの鉛直分布

放射線医学抱合

長屋 裕､中村

1.緒言

前年度に引き続き､外洋における人工放射性核種の挙動を知るために､日本海及て

溝域において､表面から海底直上までの大量海水試料と海底堆積物柱状試料を採取し｢

Z39/Z40puなどを分析した｡

2.調査研究の概要

東京大学海洋研究所｢白鳳丸｣のKH-84-3航海に際して､日本海北部(日コ

7,3674m),日本海南部(大和海盆､Stn.16,2931mおよぴStn.21,28

本海溝北部(Stn.4,7585m),伊豆･小笠原海溝北部(Stn.1,9754m)で

から表面までの海水を大量(200～250彪)に採取して分析した｡また孔径0.ニ

プレンフィルターで海水懸濁物を集めて分析し､海底堆積物については､ボックスコニ

て30～50cm長の柱状試料を採取し､1～2cm厚さの堆積物切片として分析中であj

3.結果

図1に日本海南部における137csおよび239/Z40puの鉛直分布を､また図2には承

る137csおよぴZ39I24Dpuの鉛直分布を示す｡

137csおよぴZ39′Z40puの鉛直分布の様相は､現在までに観測した北太平洋西部の1

じ傾向を示す｡ただ､日本海における137csの深度増加にともなう濃度低下は､そのづ

洋西部よりもはるかに大であって､日本海における鉛直混合が速いことを示している｡

239I240puは中居に極大値が存在すること､深層における濃度が表面より大きいこj

で濃度が増加する債向があることなどから､粒子状となって沈､降することが考えられj

海溝域の海底直上でも､これら核種が検出されることは､放射性降下物の一部は､示

達していることを示している｡
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困2. 日本海溝北部および伊豆･小笠原海溝北部における137csと2:暮9I2イ10puの
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伽 沿岸海域試料の解析調査

放射線医学捻合研究寅

長屋 裕､鈴木 議､

中村良一､石井紀明､

1.緒言

前年度に引き続き､日本沿岸における放射性核種の動向を知るために､茨城県沿岸､

道渡島半島周辺､伊豆半島沖から海洋試料を集めて137cs,90srなどを分析定量した｡

の結果を報告する｡

2.調査研究の概要

茨城県沿岸(日立一大洗)から､海水､魚類､軟体類､甲殻類及び海藻を集めた｡j

火湾を中心とした北海道渡島半島周辺から各種海産生物､伊豆半島沖から中深層魚をそ;

め､海産生物は450℃で灰化しAMP法によって137csを､発煙硝酸法によって90srを二

放射能の計測は主にガスフローローバックグラウンドカウンター(Tracer Lab･オムニ

用いた｡又これらの試料の一部をとってICP法(島津ICPQ-1012W)により17掛

元素の濃度を調べた｡

3.鮨果

表1に茨城県沿岸表面海水の137cs,9Dsr及びZ39240pu濃度を示す01983年5

年7月迄､各核種共その濃度に顕著な差は認められない0表2に魚類及び甲殻類､表3

表1.茨城県沿岸表面海水の分析結果

137c s 98s r

(pCi/100彪)

Z39
Z48p u

粒状 全量

(p Ci/10,000

1983

5月

8月

10月

12月

1984

2月

.11.5±1.0

10.4±0.8

11.4±0.9

12.1±0.9

12.9±1.1

6月 8.7±0.8

7月 8.4±1.2

7.9±0.5

7.6±0.5

8.6±0.6

8.1±1.1

7.2±1.2

4.7±0.9

5.7±0.8

0.0±0.2

0.0±0.6

0.0±0.4

0.0±0.5

0.0±0.2

0.0±0.5

1.5±

0.0±

2.1±

3.5±

2.8±

3.2±

4.0±



表4に海藻の137cs濃度を示す｡魚類筋肉ではカワハギの3.7pCi/kg vetからスズキの

vet(s.dは10%以下)の範囲であり昨年度に比較してや､低い濃度を示した｡この傾向

軟体類､海藻でも見られ全体として1桁の濃度を示した｡北海道渡島半島周辺の生物試

や中深層魚(表6)の137cs,9Dsr濃度でも顕著な濃度を示すものはなく地域差や生年

よる差も明瞭には認められなかった｡

表2.大洗沖産魚類及び甲殻類の137c
s濃度

魚 類 部位 137c s pci/k g we t 採集日

アイナメ

スズキ

テダル

イシガレイ

マコガレイ

カワハギ

肉
巌
肉
腸

内
臓
肉

巌

肉

臓
肉
臓

筋
内

筋

内

鮨

内

戚

内

鮨

内

筋

内

甲殻類

シャコ

キシエビ

ヒラツメガニ

身

身

身

全

全

全

表3.大洗沖産軟体類の137c
s濃度

137c s pci/k g we t

コタマガイ 可食部

ウバガイ 〝

ワスレガイ 〝

ハマグリ
〝

モスソガイ 〝

3.1

3.0

3.8

5.3

2.1

60-1-18

〝

〝

〝

〝



表4.那珂湊周辺海藻の137cs濃度

137cs pci/kg vet 採集日 137cs
pci/kg vet 採集日

ヒジキ 3.4

ツノマタ 4.5

アラメ 4.0

ヒノリ 5.3

60-2-26 3.0 59-11-

表5.北海道渡島半島周辺生物の=7cs及び9ロS r濃度

137cs
pci/kg vet

90s r pci/kg vet
S.U. 採集

サケ

スルメイカ

肉
臓
椎
肉
臓
椎
肉
臓
稚
肉
臓

鮨
内
脊
鮨
内
管
脇
内
脊
鮨
内

骨

骨

2

5

●

●

1

2

2

5

●

●

1

5

表6.伊豆沖産中深層魚の137cs,90s r濃度(59-12採集)

部位 137cs
pci/kg vet 90s r pci/kg vet S.U.

メダイ 鮨肉

内臓

脊椎骨

クロムツ 茄肉

内臓

脊椎骨

アコウダイ 筋肉

内臓

0.16

0.05



表7に主として北海道(函館)より集めた海産生物中の安定元素濃度と､それから

鯨係数(CF)を示す｡

表7.海産生物の安定元素濃度

Pg/g生 CF pg/g生 CF

0.04 100

0.16 400

2.8 6000

エゾアワビ 0.14 350

(筋肉)

ヒメェゾボラ 1.2 3000

(筋肉)

0.05 1700

0.15 5000

0.17 5700

0.05 1700

0.2 6700

生g/g〃

2

4

QU

8

1



脚 日本近海海底土の放射能調査

東海区水産研究所

X鈴木穎けL 楠一重

日本海区水産研究所

永原正信

北海道区水塵研究所

佐藤芳和

1. 緒言

前年に続き日本の沿岸..近海域における海底土の_人工放射能の分布及びそ(

を知るために､各海域より海底土を採取し核種分析を行った｡

今回は昭和59年度の調査のうち､既に得られた結果について報告する｡

2. 調査の概要

海底土の採恥ま水産庁の試験調査船蒼鷹丸､みづほ丸､探海丸により内径

たは20cmの柱状採泥器を使用して行った｡試料は採取後速やかに凍結し､

いて表層より三cm毎に切断､乾燥後粒径2mm以上のれきを除いた後､Gl

または高純度Ge半導体検出器を用いてガンマー線核種を分析した｡

3. 結果

試料採取地点を図1に､.分析結果のうち標準偏差の3倍を超えるものを表

検出されたのはGOco,…cs,125sヒ･,20TBiの4核種であったが､川c･

はB,C点でのみ有意な僧が認められた｡13ヒsは採取軌二よって差が大きt

て水深が数十mの浅海よりも数百mの深海の方が値は高いようである｡仰c･

布は表層またはその近くで濃度が最も高く､層が深まると共に急激にあるい`

少していくパターンが争い｡ただしC点のみは分布が異なり､濃度のピー列

以探の層にあることがうかがえる｡207Biは最も北のA点を除し濃全ての点一

ており､鉛直分布の形も…csに顎似している｡20もiが叱sに対す急劇

で比較してみると､B点:0.1,C点:0.5…0.7,D点:0.4′～一

点:0.3～0.6,F点:0.2～0.3であり､連接するC,D,E点)

い値を示した｡



蓑1. 近海海底土の核種分析結果

De p t h

(cm)

60 137

C o C s

(pCi/kg-dry)

125 207

Sb Bi

A (1984. 5.16 44Q 45′ Ⅳ,14lO 30′ E 86m)

0～ 2

2… 4

4～ 6

6… 8

8～10

10～12

12…14

14r､･J16

16…18

18…20

20～22

22√､､ノ24

* 116±

* 32±

* 17±

* 24±

* 22±

* 22±

釆 19±

* *

* :お

* *

* *

* *

B (1984. 8.8 370 48′ Ⅳ,

6 *

6 *

5 *

5 *

5 *

5 *

5 *

*

*

*

*

*

1380 32′ E

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

517m)

0… 2 19± 5 521±10 70±14 53±

2～ 4

4～ 6

6… 8

8～10

10…12

12へ･14

14…17

20± 5 439± 9
､*

* 316± 7 *

* 165± 6 *

* 82± 5 *

* 25± 5 *

* 33± 4 *

* 17± 4 *

38±

43±

19±

9±

*

*

*

C(1984.5.29 358 03.6′ Ⅳ,1390 41.7′ E 630

0～ 2 21± 6 212± 7 * 99±

2′､､一 4 * 224± 8 53±16 108±

4～ 6 19± 6 223± 8 *

6… 8 * 235± 7 *

8～10 23± 5 246± 7 *

10～12 22± 5 266± 7 *

12～14 18± 5 273± 7 *

117±

128±

150±

171±

195±



Dep tb 60

(cmj

O～･ 2

2′､､ノ 4

4～ 6

6～ 8

8～10

10…12

12～･14

14～16

16…18

18～20

20～22

22～24

24～26

26…28

28～30

30～33

E(1984.5.27

0～ 2

2･､ノ 4

4√-･･ノ 6

6… 8

8～10

10～12

12～14

14～16

16～18

F(1985.1.27

0… 2

2… 4

4… 6

6～ 8

8～10

1 ∩～1 つ

C o

137

C s

* 189±

* 164±

* 152±

* 124±

* 128±

* 146±

米 135±

* 112±

* 100±

* 77±

* 51±

* 16±

米 *

* *
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表I s点忙おける魚類マイクロネクトン(昭和58年5～6月採取

種 名

l附C古漬慶

(甚i.//l曙.Ⅶt)

オニハタカ (ヨコエソ科) 1.1士0.3

…Co濃度

(甚i/′短.w

* *

オオヨコエソ ( 〝 ) 2.6士0.2 * *

ヨコエソ50～80mm ( 〝 ) 1.2士0.3 * *

〝 80～135mm ( 〝 ) 0.5士0.2 * *

トガリムネエソ(ムネエソ科) 3.4士0.4 * *

ムネエソモドキ(
〝 ) 1.8士0.4 * *

ホウライエソ160以下(ホウライエソ科) 2.2士0.2 * *

〝 160-220mm * *

〝 220～270m 乙1±0.1 * *

フトミカズキハタカ(ハダカイワシ科) 4.3±0.5 * *

ホソトンガリハタカ(
〝 ) 5.7±0.5 * *

ネックイニノハタカ( 〝 ) 5.9士0.6 * *

オオセビレハダカ ( 〝 ) 13.0士0.8 * *

ニジハタカ ( 〝 ) 8.0±0.9 * *

表2. S点における甲殻類マイクロネクトン (昭和58年5～6月採

種 名 科 名
1aTCs濃度

(pCi/kg.wet)

00Co濃度

(〆〕擁gル

Sergia prehensilis サク ラエビ 4.1±0.3

SergiaTenuiremis 1.9士0.3

Sergia japonica

B.borealis

サクラエビ科

テヒロエビ科
0.8±0.3

Germadas spp 2.9±0.5

A.actifrons ヒオ ドシ′エ ビ 1.1±0.2

A.quadrispinosa 〝 3.4±0.3 *

0.spinosus 〝 5.1±0.6 *
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密勿a刀く存甲佐折

嘲婦礎ク･名田略秀･萄適

紹如卵坪穫り祖廟狩細密舶劇舜風けよう直牒牒牒確牒頚
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鋤 横須賀稽､佐世保港および金武中城港の放射能調査

海上保安庁水路郡 海洋汚染昆

小田勝之､石拝 操､伊元

野口賀一

1 緒言

本調査は､原子力軍艦が寄港する横須賀､佐世保及び金武中城各指の海水及び寺

いて､環境放射能の長期的変動を明らかにすることを目的としている｡横須賀乱

については昭和39年皮から全β放射臆測定による調査を行っていたが､45年度以】

析による調査に切り換えた｡金武中蝋酎こついては､沖縄割引こ伴い47年度から･

加えて調査を開始した｡この報告は59年度の調査結果についてまとめたものであ

2 調査の概要

本調査のため上記3泡のそれぞれに固有の測点(伏須買6点､佐担保7点､命

点)を定めてある｡調査は年4固定椚的にこれらの定点において表面及び底上2

海水と海底土とを採取し､これらの試料中の144ce及び60coの放射化学分

安庁水路部において行っている｡

59年度の144ce及び
60coの測定結果をそれぞれ表1､表2に示す0

は144ceについて各港ごとに則別の平均値を掲げてあり､胴j52年(1977年)

を経年的に表したものである｡

海水中の144ceは前年度(58年度)同膵非常に低いレベルである｡海底土中

は45年庇調査開始以来最も低いレベルとなっている0
60coは満水､摘底土と

での結果と同様全体に鳩めて航いレベルにあり大きな変化はない｡

3 結語

昭和59年皮の調杏結果以､名泡とも放別儀レベルは摘めて眠く､特に押菅とづ



表1 海水及び海底土の144ceの分析結果(昭和59年度)
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表 2 海水及び海底土の
60coの分析結果(昭和59年肢)
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(32) クルマエビによる複数RIの同時とりこみの比較

一砂無し,乗ろ過でRI濃度が平衡後の海水中におけるとりこみ一

国立公衆祐一

出 雲 義

1.清 音

各種原子力施設から海洋中へ放出されている別の,海洋生物への実験的移行,濃縮の研究に

ては,従来,海洋汚染機構や,実際的な汚染海洋生物を食物として摂取する場合の人体内部被

量評価に重要なパラメータなどの解明を目的として行われている｡しかし,その多くは,単一

物による単一種RIのとりこみが中心であって,複数種生物による複数巷RIの同時とりこみなど

り実際的な汚染環境中でのとりこみ濃縮に関する研究例は,きわめて少ない.

そこで,大問題を解明する一端として,まず,単一一種生物による複数種RIの同時とりこみに

る別間の差異を比較検討するため,その生物としては入手,飼育,管理が比較的容易なクルマ

を,またRIとしては環境汚染問題で重要な54軋60co,186恥137cs ぉよび144ceの各ガン

放出RIをそれぞれ選んだ.一方,廟育用放射性海水については,従来,砂ろ過循環水がしばし

用されているが,このような海水ではろ過により海水中の放射能濃度が書滅するため,その後

縮の測定が必ずしも容易とはいえなくなること,またRIの砂への吸着により海水中のRIの物理

的存在形麓が実際的な環境中のそれを示しているとは必ずしもいえなくなること,などの問題

る｡このため.大研究では,放射性廉青海太として砂集し,焦ろ週で海水中の放射能濃度が①

平衡に達した海水および⑧兼平衡な海水,また砂敷きながら無ろ過で海水中の放射能濃度が⑨

平衡に達した海水およぴ④兼平衡な海水につき,それぞれ襖討を進める.

太報では,このうちまず砂寒し,集ろ過で放射能蓑度がほぼ平衡に達した海水を使用してエ

飼育し,全身および体内各部位のRIにつき海水との濃編此を測定してRI間の差異,RIごとの各

おける放射能の存在嶺合,沸せつ,などを中心に調べた結果の概要を報偏する.

2.讃査研究の概要

1).材料および方法

①クルマエビ 山口県の蓄養場から空輸により入手した約10～15gの個体.⑧RI(A■er5h■製

担体)54軋60c8,137csぉよび144ceはいずれも塩イヒ物.106Ruは塩化物履こトロシル･

ラト音化合物に遍儀.@飼育用放射性海水(ェビ投入前) 上記各EIlO～100 ルCiを中和後

の人工海水が入っているブラスチック水槽中(通気)に添加して3週間放置した｡この間,i～

に1虔海水の放射能濃度を測定して各Ri濃度がはぼ平衡に達したことを確認した.④放射能の

Ge(Li)半導体検出器･多重波高分析機他■ber色製)を便肝して,54触:0.835,60co:1.173

鮎:0.512,137c5:0.662,1掴ce:0.133鮎Ⅴの各ガンマ線を分別,計測した(150～300秒)｡

りこみの測定 上記放射性海水中,20 士1℃,でエビを7 日間餌育した.この間,3～$匹ず

全身および体内蔑位の各室量と放射能をそれぞれ測定した後,海水中のRI装度に対する濃縮比

Ⅱ/g)ェビ/(cp■)海水‡,および鷲Ⅰごとに全身の放射能に対する各部位の放射能の存在割合(‡)を



2).実験嘉果

① とりこみ

とりこみの測定に際して,まずRI間の差異を予測的に調べてみるため,放射性海水中1

育した6匹のエビにつき,全身および体内部位における各RIの放射能を測定してそれぞオ

濃縮比を求めた｡

その患果は,図1のとおりである｡まず,全身における各RIの濃縮比はRI間の差が明∈

く0.05),Ce>>Ru光s>触光0の販に高く,とくにCeでは著しく高かった｡また,これら個体〃

だしC｡.Cs間を除く),中腸腺(h･Cs間,馳･Ce聞を除く),鮨肉(馳･Cs間を除く)おJ

主として頭胸甲･腹肢飾)の各部位においてもそれぞれRI間に差異を認め･とりこみはR

ることが明らかであっ｡なお,各Rlの場合とも濃縮比はエラでは高く,鮨肉では低い傾ポ

この傾向はとくにCeにおいて著明であった｡

一方,RIごとに全身の放射能に対する各部位の放射能の存在割合(‡)を求め尭果は･β

りである｡図示のとおり,存在割合はRIによって著差を示しCeや馳ではエラの億(約30一

畳割合(1.花)より著しく高いのに,鮨肉(5-15‡)では肋や伽などと同様に重量割合(55‡)

く低かった｡しかし,Csでは,各部位とも重量封合と同程度の備を示してRIによる差異ゴ

あった｡

このように,飼育2日目のエビの椚とりこみにはRI間の差異が見られた｡そこで,こ`

のエビにおける経時的な別のとりこみ過程を調べるため,放射性海水中でト7日間飼育l

おける各RIの濃錨比を測定した.

その結果は,図3のとおりであり,国中には平均値を示した.まず,全身における各窮

縮比は,上記2日以後もそれぞれ増加してRI間の差異が点られ,7日目にはCe‥約100>馳‥

s‥2.も仇:1.2の各値が得られた.一方,体内部位のうち,エラの濃縮比はとくにRI間の;

いが,Ceでは7日以後もさらに増加する傾向を示したのに,その他のRIの場合には2-31

衡に達する傾向を認めた.また,鯨肉や中腸腺の濃縮比はCeと如がト3日でほぼ平衡にi

対して,触,CoおよぴC5では(Ceや餌の場合より全般的に低値ではあるものの)7日以後も;

する傾向を示して,とりこみに関するRI間の違いが明らかであった.

一方,7日目のRIごとの各部位における放射能の存在割合(因4)は,上記2日目の各掛

れぞれ著差は見られなかったが,このうち馳についてはェラにおける存在朝命が4乃に土

方,筋肉では約2-3‡に薯漉した.なお,この間,7日目の海水中の放射能濃度はいずれも竜

Co,恥C5及びCeごとにそれぞれ33,37,50,62およぴ34‡に減少した.

⑧ 排せつ

上記RIのとりこみに関連して捷せつにおけるRI間の差異を調べるため,その最初に放≠

で7日間碗育した3匹ずつを非放射性の海水中に移し香えて2日間飼育し,全身および∃

能を測定し,放射能の残存率を求めた｡その結果,残存率は,全身における鮎とCsのは】

において100‡より大きな値を示すRIが見られ,RI間の差異は必ずしも明らかではなかっっ

Ⅰごとの各部位における放射能の存在割創ま,全般的には上記7日目の各値(図l)と書j

れなかったが,このうち差nについてはェラの億(約20‡)が7日目の値(約10‡)より増大■



その嘉果は,図5のとおりであり,図中には平均値を示した｡残存率は,上記2 日日の場`

よっては10哨より大きな値を示したが,このような場合でもその後については全般的に時間〃

とともに減少する傾向を示した｡まず,全身においては触とCeが生物学的半減期(b)約7 日｢

したのに対して,その他Co,払およびCsではやや長かった(約10日)｡

一方,部位のうちエラにおいては,いずれのRIも2-5 日までの著減ののち漸減する傾向を勇

また全身より排せつが速い傾向を認めた.このRIのうち,HnとCeではCo,如上およぴC5より排1

速かった｡つぎに,中腸腺では,IbがTb釣4 日と短くRuでは20日以上と長いのに対して,Co,C

びCeについては約9 日であった.また,鮨肉では馳とC5の場合いずれもかなりのバラツ辛がj

mは明白ではなかったが,Ib,CoおよぴCsについてはいずれも経時的な減少傾向が観葉きれ,2一

後の漸減期間におけるmは10-15 日と比較的長かった｡さらに,残溺においては全般的には∃

同様な傾向を示して,触や¢eはTb約5-6日であるのにCoやCふで舶-10日とやや長かった(ナ

,Ruではバラツ辛が大きく不明確).このように,部位におけるRIごとの壊せつは全般的にlて
と同様な傾向を示して.Ibや℃eの方がCo,駄目およぴCsより速かった.

一方,この間,RIごとの各部位における放射能の存在割合のうち,排せつ20日目の値を測元

結果ほ.因$のとおりである｡これちの億を上記沸せつ2 日目の各値と比較すると諸Ⅰごと〃

が見られる｡このうち,】血についてはェラの場合2 日日の億より減少の一方,筋肉や残部でf:

増大した｡しかし,Coでは触と同様エラで減少したほか,残蔑も減少した｡また,馳やぢsにて

は各部位とも2 日目の各値と著差は見られなかった.しかしながら,Ceについては著差を示L

ラと残部の値が2 日日のそれぞれ45および55‡から20日目には25および30‡に減少する一方,

ではほから40‡へ著増した｡いずれにしても,これらRIごとの各部位における存在割合にはR

る差異が見られ,♯せつはRIごとに異なることが明らかであった｡

3.結 語

海洋生物による各種RIの同時とりこみ遺程を比較∴換討する一端として,クルマエビによぞ

からのIh,Co,餌,C5およびCeの同時とりこみを調べた.

とりこみは全身および各部位においてそれぞれRI間に差異があり,飼育7 日目の濃縮比はQ

でCe:約100>臥:17>触:$光ぷ:2.5>Co:1.2の販に高いこと,②部位における濃縮比も桝全身と

なRIの砺に高い傾向にあること,⑨また.7日目のRlごの各部位における放射能の存在割合も,(

馳についてはェラの億が重量割合より著しく高い一方,筋肉では重量割合より著しく低値で凄

と,④しかし,C£については重量割合と同程度であること,㊨排せつにおける浅春率にもRI悶

異があること,などを認めた.

このようなとりこみと排せつに関するRI間の差異は,エビにおけるRIごとのとりこみ作用q

に起因すると考えられる｡今後,RI濃度が兼平衡な海水中でのとりこみや底蔑に砂を敷いた等

身果,その際における各RIの海水中物理化学的存在形態との関係,などにつき検討を進即Ⅰ¢

放出,拡散などにともなう汚染機構解明の一端としたい｡
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鋤 棄海村及びその間辺における環境モニタリング結果(Ⅱ)

一 海洋環境試料中の239,2やてpu濃度

動燃東海 宮河 直人,柿 直美,石田 順一郎,宕

1.緒 石

動燃東海事業所では､事業所周辺の陸上及び海洋環境の放射線(能)の雲

継続実施している｡昨年度はその中から陸上環境試料中の239･240pu濃月

ニタリング結果について取りまとめ報告した｡本年度は､東海村岡辺海

得た試料中の239･240pu濃度の測定結果と､これらを基に試算した漉縮係

ついて合わせて報告する｡

2.方 法

(1)分析試料の採取及び前処理

海水は100止を一単位とし､海水中の239･240puは水酸化第二鉄と共沈さ

捕集した｡海産生物は､種類により若干差はあるが､生重量換算で1～2K

度のものを乾燥(105℃,4～7日間)及び灰化(自動温度制御プログラムによ肇

々に昇湿し､450℃で3～4日間,更に550℃で4時間)し供試料とした｡

(2)分析,測定及び解析手法

上記で得られた沈殿又は灰試料を硝酸に溶解した後､陰イオン交換法を

て239･240puを分離し､ステンレス板上に電着した｡電着板はシリコン半

検出器を用いたα線スペクトロメトリで80000秒測定した｡なお､回収率

-サとしては236pu又は242puを用いた｡

また､漉縮係数(C.F.)を求めるに当たり､海産生物中の239,24Opu濃度乙;

該四半期の海水中の濃度と平衡に達しているものと仮定し､次式により計

した｡

海産生物中の239･240pu濃度(pCi/Kg生)

海水中の239･240pu濃度(pCi/戚)

C.F.=



3.モニタリング結果の概要

囲-1に海水中のご詣･ニュiごPu漉度の縫時変化を示す｡同国には平均値

各四半期毎の測定値の最大値と最小値を合わせて示している｡同国ル

年間の測定値からは239･2恥Pu漉度がわずかづつではあるが漸減しても

が示唆される｡

海産生物としてこまシラス,カレイ･ヒラメ,こたま旦･カジメ等につt

ニュlこ･Pu濃度を測定した○一例として､こたま貝が39t24つPu漉度の経陣

図-2に示すが､図-1と同様､漸減の傾向を示している｡

こたま良について(1)式より濃縮綴数を求め､対数確率紙にプロツ】

のを図一3に示す｡同国よりこたま只の濃縮係数め幾何学的平均値(刑責

mgxげgヨミま850と読みとれる｡その他の試料についても同様に和宣及び

めたものを表に示した｡同表には､算術平均した場合の結果も合わミ

た｡

4.結 語

今後も環境中のプルトニウムの調査を継続し､データの蓄積を図る

環境中での核種の移行なとについて検討を進めていく｡

(参考文献)

くl)練直美 他,第26国環境放射能調査研究成果論文抄録集(昭辛

く2)林直美 他,日本保健物理学会第20回研究発表会要旨集(昭事
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こたま只の濃縮係数

図･3 こたま只の濃縮係数の出現頻度

裏 梅産生物中の23g･240pu濃度と濃縮係数(1980-1984年)
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伽 追跡調査のための深海底探索調査システム

に関する対策研究

海洋科学技術センター

堀田 宏 門馬大和 緑川弘毅 t

l.緒 言

59年度ほ､(1)トランスポンダ航法装置船上部の改善･更新､但)導電率･水温深度計水一

新､(3)ソーナー送受波器の試作を行い､深海底探索調査システムの性能及び信頼性向上を与

2.研究の概要

(1)トランスポンダ航法装置船上部の改善･更新

本装置は52年度に米国ORE社から購入し､その後の海洋実験毎に部分的な改善をカー

た0 この間に運用上の多くのノウハウも蓄積している｡そこで､老朽化した船上部のハー

アの更新及びソフトウェアの改善をはかり､実用化を進めた｡

ハードウェアは､57年に更新した米国SONATECH社の送受信機を除いて､我が

手及び保守の容易な機種に更新した｡また､カラーグラフィックディスプレイを新設し､

能を大幅に充実させた｡

ソフトウェアについては､従来のプログラムをベースとし､7つの独立したプログラム

にまとめ､プログラム間の転移を従来よりもはるかに高速かつ容易にした｡ソフトウェア

は次のとおりである｡

(イ)S E T U Pプログラム

温度プロファイルから､音速プロファイル､平均音速､音線プロファイルの作成及び

屈折補正を行う｡

(ロ)S U R V E Yプログラム

5つのモードから成り､トランスポンダネットの初期座標の決定(DROP)､ベースライ

による二次元キャリブレーション(2DCAL)､三次元キャリブレーション(3DCAL)､絶対



BACKロP)等が可能である｡

(ニ)P L A Y B A C Kプログラム

N A VIG A T Eプログラムと同一の機能を持ち､収録されたデータの再生､再

である｡

(ホ)SIM U L A T Eプログラム

模擬データにより､S U R V E Y及びN A VIG A T Eプログラムの操作訓練が

(2)導電率･水温･深度計水中部の更新

本装置はソーナーまたはカメラ用曳航体にとりつけられ､導電率(C)､水温(T)､

の鉛直断面構造の測定や､海底付近の微小なC T Dの変化を測定することが可能であ

大水温は6300mで､各センサの主な性能は次の通りである｡

(イ)導電率計

測定範囲 1～6 5mS/cm

分解能 0.01mS/cm

測定精度 ±0.0 5mS/cm

(ロ)水温計(2台)

測定範囲
-2～30

℃

分解能 0.01 ℃

測定精度 ±0.0 2 5 ℃

(ハ)深 度

測定範囲 0～6 3 0 0m

分解能 0.1 %FS

測定精度 ±0.2 5 %FS

上記の精度は､海洋物理計測の目的からは1桁精度が落ちるが､本研究ではC T Dづ

平均音速等を求め､トランスポンダ航法の測位精度を向上させることが主目的である｡



これまでは､米国から購入した送受披器を使用していたが､老朽化による更新に当たっ

の可能性を検討するため､これらの叡分試作を行った｡それぞれの目標性能は次の通り

(イ)サイドスキャンソーナー送受波器

周波数 10 0 ktk

パルス幅 10 0 〟S

ビーム幅 水平 2 0(半減全角)

送波感度

垂直 60 0( 〝 )

50dB(OdB relpBar atlm)

耐電圧 30 00 V,-,

耐水圧 630 kg/cd

(ロ)サブボトムプロファイラ送受波器

周波数 3.5～7 kIk

ビーム幅 130
0

送波感度 5 k馳で30dB 以上

耐電圧 300 0 V.一-,

耐水圧 630 kg/c点

上記の要求性能のもとに試作を行い､試験を行った｡その結果､サイドスキャンソ一

波器は､耐水圧試験前は所期の性能を発揮していなかったが､加圧後は性能が向上した

トムプロファイラ送受波器についてほ､加圧による特性の変化は見られず､ほぼ満足し

得られた｡これよりサイドスキャンソーナー送受波器は加圧による特性変化が見られた

後も構造上検討すべき点のあることがわかった｡

3.結 言

59年度に行ったシステム構成装置の改善及び更新により､信頼性の向上と実用化が

された｡今後は､ソーナー水中部の更新やシステムの総合評価のための海洋実験を行う
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抑 沖縄におけるバックグラウンド調査

(財) 日本分析センター

坂東昭次･西Lh正孝･樋口英雄･

津吹忠弘･高田文男

1.緒 呂

沖絶におけるバックグラウンド調査(科学技術庁放射能調査委託)として49

ひき続き昭和59年10月､沖縄県那覇港および漫湖､久茂地川で採取した海底

物について60CQ･65Zn､131Cs､144Ceの分析を行ったので､その結果を報告す

2.分析試料

昭和59年10月16日､科学技術庁､沖縄県公害衛生研究所および第11管

部の協力を得て､部覇港において海底土15試料を採取し､また10月14～1

び久茂地川で採取された海産生物(テラピア､オキシジミ､ガザミ､コノシロ)

海底土の採取地点は前年度と同じである(図1)｡

3.分析方法

採取した試料は､それぞれ前処理操作を行ったのち､ゲルマニウム半導体検出

60Co､65Zn､137Cs､144Ceのr線分光分析を行い､さらに海底土については60

学分析を行った｡

4.結 果

海底土および海産生物のr線分光分析の結果および…Coの放射化学分析の結

に示す0海底土のr線分光分析の結果は137Cs以外は検出されず､昨年度と比較



表-1 海底土の核種分析結果

(pCi/女

r 線 分 光 分 析

;…二≡::
6測点

7測点

8測点

9測点

10測点

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* * * *

* * * *

* *
‡
* *

* * * *

11測点l * *

12測点!*
*

13測点

14測点

15測点

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

9 3士15

93士15

110土15

94±15

100±17

120±16

130士15

120士16

110士16

130士16

100土15

100士16

130士16

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

表-2 海産生物の核種分析結果
(pCi/kg生)

00Co …Z血 l"Cs 1暮ヰCe

テ ル ピ ア * * * * * * * *

オキシジミ * * * * * * * *

ガ ザ ミ * * * * * * * *

コ ノ シ ロ * * * * * * * *

備考

分析結果の表示はその結果がおのおのの分析目標値以上のもの､および放射能測
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○海底土

図1. 海底土の採取地点
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(2)デー タ の処理と解析
図 2 ～ 4 は､回収された 3 個の流速計の記録から得られた



表2. 設置された係留線

位 置 水 深 流速計深度 設置年月

R B47 300 01.9-N 1470 08.9'E 6,260 4,000
4,020

59.7.

R N47 300 02.4'N 148011.0●E 6,200 4,000

R O47 30015.6IN 1470 55.8'E 6,180 4,000

R P47 300 02.0●N 1470 55.6'E 6.170 4,000

R Q47 290 48.6●N 1470 55.5■E 6,230 4,000

R R47 300 29.1■N 1470 39.0-E 6,320 4,100

R S47 30015.6IN 1470 40.0-E 6,180 4,000 59.7.7

R T47 300 02.0-N 1470 40.0■E 6,160 4,000 59.7.6

R U47 290 48.5-N 1470 40.1'E 6,160 4,000 59.7.4

R V47 290 35.2IN 1470 39.7IE 6,200 4,000 59.7.4

R V47 30015.6-N 1470 24.5-E 6,200 4,000 59.7.8

R X47 300 01.9-N 1470 24.5'E 6,250 4,000 59.7.3

R Y47 290 48.5■N 1470 24.3-E 6,210 4,000 59.7.4

140 1600

Q
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表3.日平均流速の統計量*

u V

(cm/s)

u†j v′j

(伽1/㌔)

-0.1 1.1

0.2 0.9

-0.2
0.6

9.7 8.3

7.4 5.0

9.2 8.1

‡芯､マは東向き成分､北向き成分の平均値､u′､V′は平均値

のずれ｡二K H は､平均流丁,マの運動エネルギー､K E は変動

れ､イ､イ)の運動エネルギー｡
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榊 原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能調査

㈲ 海洋生物環境研究所

敦貿花人､西国敏則､富

山田耕司､御国生淳､橋

l.緒 岩

本調査は､原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査を実施し

域における放射能レベルとその変動傾向を把握するとともに､関連資料を用いて海

射能の縫合的評価に資することを目的とする｡

2.調査研究の概要

2.1 調査対象海域

昭和58年度は福島､静岡､福井の3海域､昭和59年度はこれに宮城､茨城､新潟

愛媛､佐賀及び鹿児島海域を加えた10海域について実施した｡

2.2 環境試料の採取

海水及び海底土試料の採取測点の配置や試料魚種の遥定に当たっては､既に実施

る原子力施設周辺放射線監視事業との重複を避けるよう配慮した｡

海水･海底土試料の採取測点は､当該海域における主要漁場であって､海底がで

砂泥贅である所を調査海域ごとに4測点ずつ設けた｡海水試料は測点ごとに表面水

をそれぞれ60彪､海底土試料は海底土の表面から深さ約5cmまでの層を約5kg､毎

ずつ採取した｡海産生物試料の魚種は､当該海域において漁獲暑が多く､その海域

生活期間が長いと考えられる魚種を調査海域ごとに3魚種ずつ選定した｡これらの

年度は1固､59年度は2回､1魚種当たり20kgずつ漁協市場より購入した｡

2.3 放射性核種の分析

測定対象核種は､①原子力発電所等の排水及び放射性降下物に含まれる核種のう

期が比較的長く､かつ海底土及び海産生物に蓄積される性贅が強い核種､②天然放

のうち､海底土や海産生物に検出される例が比較的多い核種として21核種を選定し

て海水試料については…srと137csを放射化学分析により､海底土及び海産生物試

てはγ線分光分析により分析した｡

2.4 調査結果

海水試料の90srとI37cs濃度は表1に示すとおり､qOsr濃度は 0.061から0.117

での間､137cs濃度は0.09から 0.15
pCi/Bまでの間にあった｡

これらの90srとI37cs濃度の健には､表面水と中層水の間′､海域相互の間､そし

静岡･福井海域の場合は3月と8･9月の調査時期の間にも判然とした差は見受け
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海産生物拭料の場合も､検出限界値を超える湘定健が得られた人工放射性接種‡

限られた｡

分析した硬骨魚類58拭料の137cs濃度の値は､2.7 から15.6pCi/kg生鮮物ま｢

布した(図1)｡

一方､イカ･タコ類の場合は､12試料のうち5試料の137cs濃度は検出限界値1
検出された7拭料の測定値も1.3 から2.3pCi/kg生鮮物までの間に収まる値であ.

3.結語

昭和58年虔､59年度に実施した原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋政男

結果は､上記のとおりであって､海水､海底土及び海産生物の放射能は､いずれ1

本近海全域にわたる網査結果からみた通常の変動の範囲内に収まる値であったとも

表2.海底土の137cs濃度の1984年におけるレベル

単位:PCi/毎乾燥土

海 域 データ数
(不採用歎)*

平均値±偏 差 最小値 最大値

宮 城

福 島

茨 城

静 岡

新 潟

福 井

島 根

愛 媛

佐 賀

鹿 児 島

78 ± 20

77 ± 25

51 ± 15

60 ± 31

107 ± 33

74 ± 16

42 ± 9

50 ± 8

40 ± 20

宮城･福島･茨城･静岡

新潟･福井･島根

佐賀･鹿児島 8(4)

68 ± 26

76 ± 30

43 ± 17
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Ⅳ食品および人に関する調査研究



(41)人骨中のqOS rについて

放射線医学捻合研究所

河村日佐男･白石久二様･田中義一】

1.緒言

人骨中の90s rは,環境に放出された放射性抜穂からの体内被爆線量推定上の指凄接⇒

として重要であるとともに,超ウラン元素の環境から人体への移行機件の解明のための三

順接種としても重要性を持っている｡日本における人骨中の?oS r濃度の分析測定は昭】

37年より継続して行ない,その年令群別濃度水準の年次変化,年令荊妻異などに加えて,

比放射能の観点より骨中天然安定S rについても随時報告してきた｡今回は,前回に引･

続き得られた昭和59年度の結果につき報告する｡

2.調査研究の概要

(試料の収集および放射能分析)骨拭料は,主として東京地区および北海遭地区においt

関係各機関の協力のもとに,脊椎骨を中心に可能な限り長骨.肋骨.骨盤骨なども含め,

多骨種サンプリングの方針に従って収集(昭和58年度190検体,昭和59年度158検体)

している｡前回報告後に,昭和58年および昭和59年の死亡例を中心に,一部昭和57年の∃

亡例の分析を実施した｡

qOs
rの放射化学分析は,骨拭料のCa含有率が高いため,発煙硝酸法を用い,クロ1

酸バリウム沈毅による精製後,最終的にシュウ酸イットリウム沈戦法によるミルキング■

行ない?OYの放射能を測定した｡測定には,ICN-Tracerlab社製OMNI/

GUARD型低バックグランド.ベータカウンタを使用した｡

(安定S rおよぴCaの分析)陰イオン交換樹脂カラムにより除リン酸後,S rは原二

吸光分析法により,C aはキレート満定法により定圭した｡オートサンプリングシステ.

による原子吸光分析装置(Perkin-Elmer 5000型)を用いることにより,安定S rの分1

における精度能率の向上をはかった｡Yの回収率は酸化イットリウム法に替えて,原子I

光分析による直接定宝を行なっている｡



UNSCEAR(1982)のP45を標準日本人に適用して,骨中のqOs rからの

及び骨梁をとりまく細胞に対する吸収線室を推定した｡昭和58年において,そ

8.1〃Gy,18舛yであった｡昭和59年度の試料の大部分については･現在測定中

て報告する｡

3.結語

骨中叩S r濃度水準の鋼査研究を進めることは国民線量(集団線圭)の推定

重要であるばかりでなく,Pu等超ウラン元素の骨組織への蓄積傾向との比較

にするので,検討を続行する｡

表1. 人骨中の?oS r濃度(追加分折分)

Age District Month of Sex Number of
Name of80ne pCi?OSr

(y) Death Sample
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て42)_人イ本臓署旨などここ含まれる

239●240p

u.㌍軋m亡こ)壬農度

岡林弘之*･瀧澤行雄*米･湯川雅枝･前田

放射線医学総合研究所

*原子力環境整備センタ

**秋田大学

【諸富】核爆発実験等によって生成したPu･Amなどの超ウラン元素は､地球上広い

し､種々の経躇から人体内にとりこまれている｡239●紺やuについては従来から各種の試

演度測定が行われており､人体臓器･各種食品などについての凛度はすでに発表してきた

体のうち;41Amは､核爆発の際に放射能圭として239.240puの10倍以上生成する241pu

よって生成するほか､煙探知器･静電気除去装置などに利用されているので､環境中の凛

増加している｡

国民の被曝線重度評価する上で､これら核種の環境･生体間の循環を知ることば重要で

ような見地から､本年度も昨年度に引き続いて人休臓器などに含まれても･､る239●糾Opu･

度を測定してきた｡

また毛髪は､その人の元素摂取豊を推定する指標として利用されているが､現在経口･

されたPリ･Amの体内圭を推定する指標として毛髪が用いられているかどうかを知るた

人の毛髪について239.240pu･238pu･241Am の凛度を測定した｡

【経過】本年度は1983年に死亡した人及び1973年に死亡した人々の241Am濃度膿

また1983年3月から1984年8月までに採取した特定個人(26才･男)の毛髪ヰ

u･…38pu･241Amの濃度を測定した｡

毛髪は採取後アセトン･蒸留水洗瀬をくり返した後､硝酸･過酎ヒ水素によろ湿式灰化浸

換樹脂分離法､ステンレススチール板への電着を行った後､半導体検出器を装着したP･

り;39●⊇40pu､238ptl､;41Amの漉度を定量した｡

■江Ilノ±±ゴふ｣しr■ll__=bLq亡コ 已rb241八nへ｣■由ご土工239●己ヰ8



きいか平均すろと骨中濃度が高く､他の臓器内にも広く分布している｡

毛髪中三39 ⊇朝一)1l･;33p=･紺Am凛度を表3に示した｡ 年間を通してあまり大きなヨ

みとめられなかった｡このデータは特定個人のものであるか今後更に広範囲にデータを集手

空気中濃度･食品中濃度･排泄物中凛度なと七あわせて考察すろことにより体内圭推定の‡

利用できるように思われる｡

表-1

1983年に死亡した人の臓器内239●340pu･;41Am濃度

臓 器 241Am(f('i/g) 235●a40pu

骨(l)胸骨

骨(2)背椎骨

肺

肝 臓(l)

肝 臓(2)

筋 肉

膵 臓

淋巴節

線 腋

0.07 ± 0.03

0.2 ± 0.09

N.D.

0.1 ± 0.02

N.D.

0.2 ± 0.05

0.3 ± 0.06

0.7 ± 0.2

N.D.

0.2 ± 0.07

l.0 ± 0.3

0.2 ± 0.05

0.3 ± 0.04

0.2 ± 0.06

0.1± 0.06

0.4 ± 0.1

1.8 ± 0.1

0.3 ± 0.09

‡ N.D.:検出限界以下

義一2

1973年に死亡した人々の臓器中241Am濃度

臓 器 試料数 241Am(什i/g)(範囲)

腎 臓

肝 職

階 臓

肺

5

G

ヰ

5

0.2 ±0.2(H.D.-∩.5)

0.4 ± 0.3(N.D.-().9)

0.:弓±0.2(N.D.-().6)

0.4 ± 0.5(N.【).-1.2)



表-3

毛髪中洞●248pu･三38pu･;41Am濃度(fCi/g)

試料採取年月日 239●240pu 23Bpu 241Am

1.3 ± 0.3 0.2 ± 0.1 0.03 ± 0.03

2.3 ± 0.2 0.08± 0.04 0.1 ± 0.05

2.8 ± 0.9 N.D.‡ 0.1 ± 0.06

1.8 ± 0.2 0.1± 0.06 0.02 ± 0.02

3.5 ± 0.5 N.D. N.D.

2.3 ± 0.6 0.4 ± 0.3 0.2 ± 0.09

1.4 ± 0.4 N.D. N.D.
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Ⅴ分析法､測定法等に関する研究
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(45)環境放射線解析に関する基礎的研究

理化学研究所

*岡野真治 出婁光一

熊谷秀和 桜井敏雄

1. 緒 言

環境放射線は大別すると環境に存在する放射性物質に起因するγ線､弓

分である荷電粒子ならびに中性子に分けられ､これらは物質に対する作月

それぞれを分別して測定を行うことが必要である｡

このため､シンチレータ､半導体､3He計数管などを用いたスベタトロメ

測定を行い､目的に応じている｡それらの内容はすでに本給文抄録集昭手

8年度(弟16-26回)に紹介した｡

最近の環境放射線測定の傾向としてスベタトロメータの利用がとりあi七

検出体によって得られる信号をスペクトルとして記録､解析することにj

線の内容把握に役立たせている｡

さらにスベタトロメータの利用は環境放射線測定ばかりか水中､海底に

射龍濃度の直裁測定を行う目的にも利用することができ､その利用の拡大

ている｡

このような観点から今回理化学研究所において政府の委託研究事業にJ

射線測定機器の小型軽量化に関する研究｣を行い､従来の研究成果をもとに

べクトル測定を目的とした測定機器の研究開発を行った｡

今回はこれらの成果を中心に紹介する｡

2. 調査研究の概要

(1)環境放射線測定桟器の小型軽量化

環境放射線測定機器の小型軽量化は､原子力施設ならびに一般環境の放身

測定の要求に対し､幅広い対応に答えるもので､スペクトル測定､計数測定

じ容易に実施し得る機器開発を行った｡

特にスペクトル測定は放射線の内容を知るための有効な手段で､一部で,

が行われているが専門的な技術､知識が要求されるところから利用が限ら.

た測定系は必ずしも可搬容易なものとなっていない｡

この研究はこれに応えるためのもので

1.実時間で測定内容を現場で表示でき､一方その内容をテープに収録

門家にも内容を検討することができる測定系

2.小型で少人数(2-β名程度)で測定器の操作ができる



2.放射線の内容､発生原因を的確に把握するための調査(天然､人工起因の

3.海洋(海中､海底)ならびに地中の放射能濃度の直裁測定

などに役立つ｡

これらの対応は一部については測定機器のメーカーによって開発がなされ`

サーベメーター､スペクトルレコーダ､可搬式波高分析器などの市販がそれで

しかし他方､これらの利用は必ずしも目的別の対応に適した内容ならびに形∋

っていない｡このため個々の目的､内容に合致した可搬式の小形測定器の開ヨ

広く利用し易くすることを考慮した｡その内容は､1.計測システムの改良､､2･

処理システムの改良､3.海中､海底土直接測定系の開発で､さらにこれらに一

地において試験を行った｡

計測システムの改良は現在利用されている市販測定系を改良し､測定内容1

解析できるための改良と､これらに付属する小型測定系の開発である｡

今回行った測定機器の改良は次のものである｡

イ.サーベメータの改良

サーベメータの改良は現在利用されている市販測定系(アロカTCS-121､TDC一

改良し､次の出力端子を取付けた｡

1.信号波高値を測定するためのアナログ出力端子

これによりシンチレーションスペクトルの測定が可能である｡

2.計数率計として動作させるデジタル信号を TTL(十4V幅～1fLsec)として

これにより計数測定が行える｡

3.上記TTL信号を±1Vのショト信号(～0.2nsec)として出力

これにより計数出力パルスは市販のテープレコーダに記録､再生が可能J

ロ.小型計測器

今回開発した小型計測器は環境において使用する計測器で､計数測定､計数妄

信号波高の測定記録のためにユニット化されたものである｡

これらはすべて内蔵電池により動作し､寸法は5×10×16emのプラステック容毒

とめられている｡それぞれについての仕様は次の如くであるQこのほかユニッ

G-M計数管､加圧電艶箱用の測定ユニットを開発した｡

(イ)小型計数器

計数を行うための小型測定器でTTL入力(～1Vより動件)により計数が行

の機骨邑をもつ｡

入力 TTL およびテープレコーダ出力信号(-1V)を計数

計数 9999 まで計数､リセット(同時に計数開始)､計数の読出(スイ｢

出力 TTL(十4V,～1FLsec)出力端子

外部駆動 外部駆動ストップウオッチにより任意(0.1秒きざみ)のラッチ計



出力 250計数のメータ拍示(フルスケール)､アナログ､デジタル域

250計数を1V(+)の出力として端子から得られる｡

計数率の決定に必要な時間の設定はスケールダウンと時間讃

スケールダウン 10,100,1000,10000

時間設定 1秒,3秒,10秒,30秒,外部駆動によ

この計数寧計の特徴は時間設定iこよりフルスケールを250eps(1秒),83.:

25eps(10秒),8.33eps(30秒)の飽この10倍,100倍,1000倍,10000倍の組合せ

である｡また外部の時間設定により任意の時間を選べる｡

(ハ)扱高嘩測定記録(16チャンネル波高分析器)

アナログ信号を16段階に分割し､信号の大さに対応した披数長として

型機器で市販テープレコーダに入出力することを目的とした記録器である

の計数値はシンチレータに適用した場合､シンチレータ内の吸収線量に対麒

(こ)G-M計数管の改造

現在海上測定用(モニタリングボート)に使用されているG-M計数管(5

について､これを可搬容易とする改造を行った｡

改造を行った計数管は電源として+12V(的+9V使用可)によって動作

力ならび直薇の出力信号が得られる｡

(ホ)電離箱用計測きニット

環境放射線測定においては電艶イオン強度(〝R/h標示)の要求があり､こ

るため電離箱による測定が行われている｡今回電離箱式環境放射線測定器～

性､感度ともすぐれている加圧アルゴン電離箱をとりあげ､これに使用する

ユニットを製作した｡これは従来より行われてきた大気球による宇宙線観胡

を小型化したものである｡

電離箱としてはReuter Stokes製の鉄壁アルゴン封入(航空機内測定を考

2･8kg/em2)を用い､出力は0.4eps/(〝R几)となっている｡

これらの多くのユニットは主として計数出力となっており､理研において

使用しているスペクトルレコーダと同時測定(特定チ十ンネル(3eh)に記蚕

このほか1Vのアナログ出力をビデオ画面に実時間で棒グラフで記録(翁

用できるよう配慮してあるQしたがって測定に際して測定情況､特に野外や二

機などによる測定の場所(時刻を含む)の確認に役立っている｡

(2)海中､海底土直選測定系の開発

海中､海底土の直裁測定系の開発は､従来利用されている測定容器をよ

化するもので､このため測定系の回路構成を含め開発した｡これは野外で1

る従来のスペクトルレコーダを､水中用の容器(小さい直径)に収納するため



この検出ヘッドは+12Vの電源の供給により､従来理研において開発されナ

トルレコーダ同様､検出体のスペクトル内容を実時間で記録できる｡したが一

ヘッド､電源､テープレコーダによって水中､海底土の核種別の放射能測定ゴ

ある｡この測定系は横須賀港ならびに沖縄県中城湾内で海上保安庁の協力に上

試験を行い､スペクトル測定と記録が行われた｡問題点としてはスペクトルかi

中の放射性物質濃度に換算する方法､海底における検出体の情況の把握があり

この点を中心に研究し､改善している｡

(3)大気球による宇宙線観測

宇宙線の成分(荷電粒子､光子､中性子など)別の強度､さらに宇宙線による被

評価のため宇宙科学研究所の協力で高空約g万mにわたり､大気球による宇富溺

行った｡この事富線観測は年次毎に項目を選び行われており､59年度で一応の毒

結した｡すなわち各種の放射線検出器の混載により同時測定を行い､成分別のう

内容の解析が行われた｡現在までに使用された検出器は次のものである｡

すなわち､球型シンチレータとしては､NaI(Tl)3in.¢,BGO 40mm≠,

テック 75mm¢,95mm¢,270mm¢である｡これらの異る種類､大さのシンチl

利用は､スペクトル測定を行うことにより､主として光子､荷電粒子成分の分離

つ､また直交に配置したG-M計数管､ガス庄､壁の異なる電離箱などが使用さj

れらの結果は大気球シンポジウム年次報告(宇宙科学研究所)に記載されていj

14)航空機による宇宙線観測と機内における共同比較測定

環境における宇宙線に関する内容を把握するため､59年度において理研が実

チャータ機(DC-8-62)内において､わが国の研究機関などで使用している環境議

定機器の比較測定を行った｡

航空機内は通常の環境と異り､地表に存在する放射性物質(カリウムおよび

トリウム系列)からの放射線がなく､ほとんどが宇宙線の各種の成分からなっ

したがって機内一定高度においてはほぼ一致した放射線環境場を提供するこj

このような放射線場を提供により､各種の放射線測定器の共同比較測定を行一

参加機関は原研､東大核研､京大原子炉実験所､金沢大､高エネルギー研､

研､放射線計測協会､アイソトープ協会､アロカKKならびに理研の関連部門

測定機器は電離箱､シンチレーションスベタトロメータ､G-M､NaI(Tl)シン

ションサーベメータ｡中性子レムカウンタなどで､その数は数10個である｡結果

まとめ中であるが､同種のものについて得られた内容として高度16000,37000

おいて電牡鹿分､中性子成分による線量率はそれぞれ～23〝R/b,～160〟R/h;

〝rem/h,-50〃rem/hがみつもられた｡(参考:理研シンポジウム請清美｢航空機

ける放射線測定｣1985年3月)
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胸 環境放射線(能)データ管理システムについて

(財)日本分析センター

*中村
勇､関 和一新

大石 卓､中嶋 右億

1.緒言

(財)日本分析センターは､科学技術庁の委託によりフォールアウト等に係る環境放射能

原子力発電施設等周辺の環境放射線監視結果について､収集･整理･保管及びデータの領

業務を昭和52年虔から開始した｡ 以来､主として入力データの充実に務めて来たが､昭

子計算機をFACOM M320システムに更新するとともに､漢字処理のできる新しい｢環境放射

夕管理システム｣の構築を進めており､一部出力業務が可能になったので､その概要を朝

2.業務の概要

業務の流れは図1.に示すとおりであって､国､都道府県及び各研究機関等で公表された

し､その中からデータを選定し､所定の項目を入力してデータベースに蓄積する｡ この

を利用して必要なデータを検索し､その結果痘表及びグラフに編集して出力する｡

2.1 入力データ

環境放射線(能)デ →

一夕は､その礪査･監

視の目的や対象さらに

は実施機関などによっ

て多種多様なものがあ

るが､図2.に示すよ

うな分類に整理されよ

う｡ これ等のうち､

定期的かつ大規模に実

施されている珊査･監

視の結果については､

大部分を収集して来た

が､入力が完了したも

のは放射能鋼査関係で

は､都道府県(昭和32

年度以降)､日本分析

センター(昭和49年度

以降)､東海区水産研

人力処理
チェック

修正

国1.業務の流れ図

データベース

登 掃

環境放射線(能)
開査･監視データ

情報検索
出力処理

フォールアウト

に係る綱査

国立拭験研究機関等
都連府県傷生研究所等

日本分析センター
その他

原子力軍艦

に係る開査

国立拭験研究機関等

日本分析センター

原子力施設等
周辺の監視

道府県監視槻関
事美音等

1※

*



射龍郷査の接種分析データの主要入力項目を抜粋して表1.に示す｡入力データは､機械

原報告書との読み合わせ照合を数回繰り返して､コーディング､転記､キーイン作業におけ

スを可能な限り修正し､正確なデータとする｡

2.2 データベース

データベース管理システムとしては､処理能力の点では､ネットワーク型よりも劣るが､

連用が比較的容易なところからリレーショナルモデルのAIM/RDB(富士通)を採用し

-ショナルデータベース(RDB)の特徴は､データ構造が｢表(テーブル)｣形式で表現

である｡ 本､RDBのテーブルの歎例を表2.に示す｡

表l.主要入力項目(株櫨分析)

麦2.RDBテーブル例

■ヘッダテーブル ① ⑧ ⑧

*データテーブル ④ ⑧ ⑧ ①

*櫨頼コードテーブル ⑧ ⑨ *地点コードテーブル ⑳



2.3 情報検索･出力

情報検索はRDBからデータベース操作用のプログラム(AQL)を利用して､《何を

何処から(テーブル名)､どういう条件でカの基本的なコマンドを組み合せて行う｡ 換

のうち所定の項目を配列した定型出力は専用の作表プログラムを作成し､随意の要求に対

出力は既製のパッケージプログラムを利用する｡ また､グラフ出力もパッケージプログ

る｡ これら既製のパッケージプログラムを利用する方式は､編集･計算処理機能等に制

出力内容は比較的単純にならざるを得ないが､種々の要求の大部分に対して迅速に対応で

る｡

(1)定型出力

部道府県及び日本分析センターの放射能調査結果並びに放射線監視結果については

ち①は昭和59年度に出力を開始し､②と⑧については昭和60年度から出力する予定で

① 全データ表

各年度単位のデータを､核種分析､元素分析､全アルファ放射能測定､全ベー

及び空間線圭の5雀に大別し､それぞれを各拭料毎の表として､すべての入力項

(診 珊査･監視データ捻持去

(Dと同様に5雀のデータに大別し､紡種毎､試料毎､都道府県(全国)毎に集

を統一して､最小･最大･平均値及び標準偏差を求め､また過去3年度分の同様

記して､当該年度のデータを総括的にまとめる｡

⑧ 鋼査･監視状況総括表

錦査･監視担当機関毎に試料の種類と数圭､分析法や珊定法､単位､対象核種

網査･監視業務の実施状況を総括的にまとめる｡

(2)非定型出力

ある特定株種の検出状況､ある試料中の紡種の経年変化のグラフ等の多種多様な要

原理的には､RDBテーブル中のいかなる項目についても検索

が可能であるが､一般的には､表3.に示すような組合せが考

えられる｡ 昭和61年度から出力する予定である｡

定型及び非定型出力の数例を付表l.～3.に示す｡

3.結語

表3.検索項目

◎印項目を主題にして､

以上､環境放射線(能)データ管理システムについて､主として利用の立場から報告し
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(相 浦体シンチレーションカウンタを用いた環境試料中の

放射性核種分析法の基準化に関する対策研究

財団法人 日本分析センター

分析法検討委異金券

1.緒言

近年､原子力施設の拡充に伴い､環境放射能モニタリングに内達する多くの放射七

測定が必要ときれ､また､数多くの試料を迅速かつ裔優に分析できる方法が望まナ

涌体シンチレーション測定法は試料讃製が容易なこと､計数効率が高いこと等の垂

つことから､そのような要求に対応できる測定法として注目きれている｡

本研究はモニタリングの対象として主要な放射性核種の中から､蒲体シンテレー≡

定法の特色を十分に活用できる核種を避択し､そのルーチン分析法を確立するこ～

として､昭和59年.昭和68年度の2カ年にわたり行われるもので､本報告は初年度8

果を中心にまとめたものである｡

2.請査研究の概要

対象核種ならびに分析対象試料は蓑lに示すとおりである｡分析法は科学技術庁錮

測定法シリーズおよび報文を参考として改良を加えた｡

検討により得られた分析法を以下に述べる｡

l)コバルト

分析法 イオン交換法によりコバルトを単離し､乾田したのち､IMHCl溶沌とし

シンテレ一夕を加え測定式科とする｡

測定法 外部標準綾瀬比法(E SCR法)により定暮する｡

2)ストロンチウム

分析法 イオン交換法､シュウ酸壇沈殿法および溶媒抽出法(牛乳等の灰の分布

のみ)を用いる｡

測定法 l法:89s r.90s r(90Y)が混在する試料について､90Yをスカベン

直後にチエレンコフ光測定をする｡きらに,数日後に再びチェレ

光測定をする｡両者の計数率から89S rおよび90s rの放射能毒

2法:放射平衡状態にある90s r(90Y)を含む牛乳等の灰試料から湾

法により90Yをミルキングし､チエレンコフ光測定を行う｡

3)ジルコニウム

分析法 水酸化ランタンに共沈きせ､MI8Kにより鉄を抽出除去する｡T8P-キシ

蒲でジルコニウムおよびニオブをキシレン層に抽出し､蒲体シンテレー



去l 対象核種及び分析対象試

4)ヨウ素

分析法 原乳にヨウ素担体とホ

ルマリンを加え､バッ

チ法により絵イオン交

換樹脂にヨウ素を吸着

きせる｡次亜塩素酸ナ

トリウム溶沌でヨウ素

を溶麒後､TiOA-キシ

レンで抽出する｡有機

■に蒲体シンテレ一夕

および亜硫酸ナトリウ

ムを加えて測定試料と

する｡

団lに分析操作と隙染

係数を示す｡

化学回収率は90%以上

である｡

測定法 外部標準綾瀬比法(E

SC R法)により定暮

する｡

5)セリウム

分析法 シュウ酸塩として沈殿

分麒後､隋イオン交換

樹脂に通し､塩酸､塩

対象核種 分析対象試料および供試

60c o

海水 川l

海産生物 2的(灰)

海底堆積物 川8g(乾土)

およぴ

90S r

海水(イオン交換法)

(シュウ酸塩法)

海産生物.穀類.野菜
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化アンモニウム溶涌で頗次溶麒して妨害核種を除く｡次いで､5Zク

ンモニウム溶沌(pH3.5)でセリウムを溶麒し､測定式科とする｡

団2に分析操作を示す｡化学回収率は95王以上である｡

測定法1"Ceの娘核種である1■■Prのβ線(2.996MeV)によるチエレンコ:
する｡1■1c eの影響は､蒲体シンチレーション測定装置のディスク

タを調整することにより除去する｡

3.結語



(Ⅰ2Dmg､ホルマリン)

強イオ 0}eXlX8 58-川口 me$h)

溶涌

(バッチ法

ろt環芸芸芸酎トリウム(落盤2国)【♯2】

PH1

60-700c 加熱

TiOA-キシレン (抽出 2固)

塩酸ヒドロキシルアミン



(Ce10mg.HNO∋溶沌)

÷トレーサ溶沌

シュウ酸

NH■OH pH 3-4

加熱

溶沌

溶離滴【♯2】

溶麒蒲【♯3】

隋イオ

ン交換寸竿二+ア

〓

化

卜

03

02

レーサ溶沌

A爪berlite CG-120(Do}eX 50UX8)

3cm X15cmH 2雨/両n

HCl(l十6) 30Dml

OZ NH■C1500mt

% クエン酸アンモニウム(pH 3.5)

沌【♯4】

0

0

0
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象の称性

′レ碓免に使わ射る式

の現地利息I二みけるデータの対増強(
式)

(コ)瑠趨γ彼の規地割定にみlイるケープの対瑠諸(
数オ ＼ノ式

線r魂瑠)β

､ソヒ■ン7､､
相銀/券秀文献

′
一針.り頚地)硯式の､オ

=臼‥ノブ川レ老イ媚l

みけるチータの対瑠戎(



施葛乏麿姐のスペワトロ叉トリl二よる項竣碓射線モニタリ

いてその各準化の目途ヵ(七ったものと男えら折ろ｡



表/ 計測手囁フローチャート桝

開 始

1

液体チッ素の注入

(4)

(5)

(8〉

正常動作の確藷

･エネルギー校正(チェック)
･ノイズレベル

･計測エネルギー範囲(LLD,ULD)

･自然γ繰,チェッキング線顔による
ゲイン,パルス波高分布の形状

計 却

･時間設定

･計測後のデータの正常,異常の確紐

録

万万言波高分布データの記録

エネルギーとピークチャンネルの記録
(補助データとして利用)

エネルギー校正

記 録

芸置こ訂蒜条件

(ゲイン,LLD,ULD

計測開始･終了時亥

計測担当者

その他必要事項

(注)安定性に問題かなく.数少ないエネノ

ピークで正確な校正値が得られる完匂

システムでは.(7),(8)を省略してもt



61)放射性希ガスの簡易迅速測定法の開発

(財)九州環境管理協会

*松岡信明 岡村正紀 白石直

九州大学

百島別事 岡井富雄 高島良

動力炉核燃料開発事業団

野村 保

育

希ガス核種は,いずれも化学的に不活性で捕集すること

く,環境に放出されたものはほとんどすべて大気中に留ま,

†
-

ヽ
一
一
L
川
U
■散 よ

って全世界的規模の汚染をもたらす可能性がある｡
原子力施設の平常時の運転においては,簡単な一一時貯留槽

した後に大気中に放出するこ とによ り,短半減期の希ガス

制御でき る｡そのためか希ガス核種は環境放射能モニタリ

測定項目にも観み入れられていない｡しかし希ガス核種の
85Rrのよ う な長半減期(10.7年)核種もあ り,何らかの対j

じ られなければ将来公衆に影響を及ぼすこ と もあ り得ると

れる｡特に1979年のスリ ーマイル島事故のような異常時に
は,希ガス核種がまず最初に一一般公衆に接触し,体外被ば

吸に よ る体内被ば く の要困となる.しかも このような場合i

のよ う な短半減期(5.3日)核種も問題と なる｡そ こで,緊

般■
■

るナ
′■t
お 公衆や原子力作業従事者の安全を守るための被

量評価法を予め設定 してお く必要があるが,そのためには

や85Rrの迅速正確な定量法が望まれる｡

本研究は,筆者らが昭和54～56年度に行なった科学技術

力平和利用研究で開発した85Ⅹrの捕集分離装置を更に検討

急時に お 十ノ

る大気中133Ⅹeと85Krの濃度を簡便かつ正確に

析する規格化された方法を開発するために行なったもので

･

2

2 調 査 研 究 の 概 要

.1
希ガス描集･分離装置の製作

希ガスの捕集分離に関しては,既に昭和54～56年度に行

研究で,その基礎技術を修得している｡今回は迅速測定と

場に立った装置を作る こ と に主眼を置いて,図1のよ う な

製作し た｡配管は全て内径6mmの銅管で行ない,分離カラ

径 3mmのステ ン レ ス カ ラ ムを,捕集ト ラ ッ プは内径8mmの
′±=ナ

一
I l一■
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り,200〟 £ のKr及びⅩeを添力

捕
て
ば
だ
ン

集ト ラ ッ プを液体窒素で冷

,捕集袋の空気を描集トラ
ら く の問責空ポンプを作動

け除いた方がよい｡次に,

に流し(30mβ･min-1),捕

ら水に変える｡この時,大量の

で,これらは5番の出口よ り糸外に出

を分解力ラムの方に切り換えて,溶出
ロ マト ゲラ フ イ

ーの手法で分離する｡分離
出器(T C D)で観察する｡溶出ガス

外にでるが,Rrが溶出 しだ したら,8

素で冷却 した液体シンチレ
ー ショ ンバイ

,
†
J

し▼

l,

ノ

は
番
ア

体シンチレ ー ショ ンバイアルには,あらかじ

ゲルを入れておき,Rrの回収終了後トルエン

タ を注入する｡Krの溶出が終了 したらヘリ ウ

に も ど し,流路を分離カラムを通らないラ イ

ツ
ー
フ

ラ

ト

ト集集
捕

捕
に

に

々

とるす連にC

プの水冷却を中止し,マントル

ッ プの温度を上げる｡捕集ト ラ

Ⅹeの溶出が始まるのでヘリ ウ

えて,Rrと 同様にⅩeを回収する｡
出
で

と
㍑
タ

r
8

ン

K=た
ウ

し

カ
3
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○

･回

ヨう

2
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133Ⅹe の測定

133Ⅹeは,アロカ製ポー タ ブル液体シン

.3
チャ ンネル計数法によ り放射能の測

って得られたRrとⅩeの溶出ク ロマトグラムを

とから本装置によれば,RrとⅩeを短時間のう

のガス成分と分離して回収でき ることがわかった｡放射

-サを使った実験での回収率は,Rrが40%,Ⅹeが53%であ
ポー タ ブル液体シンチレー ショ ンカウンタの計数効率は

が63%,133Ⅹeが49%で,自然計数率は,しやへい無しで]

鉛5cmのし やへいで20cpmであった｡

以上のこ と を考慮すると.大気10£ を分析した場合.3×11

･Cm-3 程度の濃度のQ5Rr及び133Ⅹeを,変動係数17%(85

ぴ24%(133Ⅹe)で分析でき る こ とがわかった｡
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Ⅵ都道府児の放射能調査



伍功 北海道 に お け る 放射能調査

北う毎道立衛生研究所

福 田 一義 奥井登代 d＼林

1 緒言

前年 に ひ き 続 き､科学技術庁委託 に よ る 昭和59年度分

に お け る 放射能調査 の 概要 を 報告す る｡

2 調査 の 概要

(1)調査対象

降下物.降水.上水.淡水.海水.海底土.土壌.食 品 等

は仝ベー タ 放射能を測定し た｡牛乳に つ いて は ヨ ウ 素

(131Ⅰ)と､食品の一部を加えてストロンチウムー90

及びセシウムー137(137cs)の核種分析を実施した｡

ニ タリ ン グポ スト及 び シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー

て 空間線量率 の 測定を行な っ た｡

(2) 測定方法

仝ベ
ー タ 放射能は科学技術庁編｢仝ベ

ー タ 放射能測

昭和51年改訂版)､131Ⅰは同庁隔｢放射性ヨウ素分析

和52年改訂版)､90srは同庁編｢放射性ストロンチウ

｣(昭和58年改訂版)､137csは同庁編｢放射性セシう

法｣(昭和51年改訂版)に そ れぞ れ準拠し た方法を も

し た｡空間線量率は シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベイ メ ー タ

法 と モニ タリ ン グポスト に よ る 連続測定 と に拠 っ た｡

(3)測定装置

G肘計数器:ア ロ カTDC-103(GM-HLB-2501,GM-5004),

ア ロ カ TDC-1(GM-HLB-2501)

波高 分析器:コ ロ ナ 製 505
■

低バ ッ ク グ ラ ウ ンド放射能 自 動測定装置:ア ロ カ LBC一

原子吸光分光光 度訂:日 立180-50

シ ン チ レ ー シ ョ ン サ
ー

ベ イ メ ー タ:ア ロ カ TCS-121C

モ ニ タリ ン グポ ス ト:富士通製PS-532,ア ロ カ MAR-11

年3月 よ り)

定
降

測)

ィ

4( 結 果

水 中 の仝ベ
ー タ 放射能

札幌 市 に お け る 降水 (定時採取毎及 び大型水盤 に

月毎 )中 の全ベ
ー タ 放射能測定結果を表1に示す



渡高分析器を用いて牛乳中の131Ⅰを測定した結果､

と河東郡音更町 の 2 箇所よ り 採取し た12試料に ついて

んど検出限界以下の値を示し た｡ち なみ に､最高値は

札幌市),2.2 (音更町)pCi/1であ っ た｡

ニ 食品中の90sr及び137cs

食品中の90sr及び137cs の核種分析結果を表3 に示

わせてCa及びK含量を測定し た｡

ホ 空間 線量率

札幌市に お け るモニ タリ ン グポスト及び シ ン チ レ ー

サーベイ メ ー タ による空間線量率の測定結果を図1に

前者は連続測定による月別の平均値及び最大値と最小

者は月に一度測定に よる月別の値をも っ て表わした0

モニ タリ ングポストは､3 月 にア ロ カMAR-11に変っ た

表l降水中の全ベータ放射能
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表2 各辞試料中の全ベータ放射能

試料 名 採取場所

上水(原水)
上水(蛇口水)
萌水
海水

海底土

土襲 0～5 cm

土壌5～20c皿
牛乳(生産地)

牛乳(消費地)
■ 一t ▼■ 1一_ 1 ご=▲

弄し幌市

稚内市

石狩郡石狩町
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表 3 食品中の核種分析

採取場所

石狩郡石狩町

ク

千歳市

天塩郡遠別田J

根室市

紋別郡湧別町

釧路市

茅苦β郡森町

古宇郡泊村

90sr

pCi/kg一生pCi/g-Ca

137cs

PCi/kg一生pCi/
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囲1 空間線量率の月別推移
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表1降水の全ベータ放射能 (青森市)

年 月

測 定 降水圭 最高値 最低値 平均値 降下圭

回 数 (mm) (pCi/l) (pCi/り (pCi/l〉 (mCi/kml)

59.4 5 66.6 32 0.1 14 1.3

5 9 36.9 75 2.1 26 1.2

6 7 52.4 28 4.9 12 1.1

7 10 97.9 7.0 0.0 2.9 0.05

8 5 41.5 7.9 0.7 3.8 0.39

9 9 112.5 39 0.0 13 0.79

10 15 101.6 31 0.7 14 1.8

皿 16 57.8 120 0.0 29 0.35

12 19 148.8 60 0.0 20 3.0

60.1 16 35.8 140 8.8 45 1.8

2 14 54.4 56 2.6 29 0.74

3 6 14.0 53 14 34 0.59

｢ 計数率(モニタリングポスト)

線量率(サーベイメータ) ｢
0



表2 各種試料の全ベータ放射能

試 料 名

上 水(蛇口水)

日 常 食

牛 乳(生産地)

大 根(生産地)

キャベツ(〝)

ジャガイモ(〝)

米(消費地)

ホタテ(生産地)

カレイ( 〝 )

ムう舛イカイ(〝 )

ホンダワラ(〝)
〝

海 水

海 底 土
〝

土 壌
0一-5 cm

5･-20cm

壌
0～5 cm

5一-20cm

採取地点

青 森 市
〝

町

市

市市

〃
〃
〃
〃
戸
〃
つ
〃
前
つ
〃
〃

三

む

弘む

深 浦 町

むつ市(関根浜)

むつ市(大 湊)
むつ市(関根浜)
むつ市(大 湊)

青 森 市

む つ 市

採取年月日 放射能凛度 (含K)

59.6.6.

59.12.21.

59.6.13.

59.12.12.

59.9.13.

60.2.25.

59.10.30.
〝

59.11.7.

59.8.8.

60.1.16.

59.11.7.

9
9
9
9
9
9
9
9

5
5
5
5
5
5
5
5

〝

6.25.

5.23.

6.15.

5.23.

8.8.

5.23.

8.8.

7.11.

59.8.8.

l.9 (pCけl)
10 〝

1.0 (pCi/g生)
0.93 〝

1300 (pCi/l)
1500 〝

1.6 (pCi/g生)

1.9 〝

1.9 〝

2.8 〝

0.63 〝

2.1 〝

2.9 〝

2.8 〝

5.0 〝

11 〝

1.5 (pCi/t)

0.63 〝

3.3 (pCi/g乾｣
15 〝

300

840

600

1800

表3 牛乳中の〟/Ⅰ(青森市)

採取年月日 59.6.22 59.8.31

測定値(〆けl) -1.5 -3.7

59.9.19 59.11.2l 59.12.21 60.2.

表4 農産物仁海産物中の放射性核種濃度

測 定 値 (pCi/kg生)
試 料 名 採取地点

町

市

戸
〃
つ
〃

三

む

採取年月日

●

●

0

7

3●

●

O

l

.
1
〃
.
1
〃

9

9

5

5

タOsr

5.2

Ⅰ3

0.6

0.0



馳 叔田県にれナる放射能調査
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脚 山形県におけ る放射能調査

山形県衛生研究所

設楽 秀弥･舟山

1 緒 言

昭和59年4月から60年3月までの期間に実施した科学技術庁の委託による山形県にお‡二

調査について報告する｡

2 調査の概要

(1)調査対象

降水､降下物､土壌､日常食､陸水(上水)､農畜産物(牛乳､野菜､米)及び海産生彰

貝類､海藻類)の全ベータ放射能､なら卿-ベイメータおよびモニタリングポストによ1
-こ

を測定した｡

(2)測定 方法

試料採取､前処理､全べ一夕放射能及び空間線量の測定は､科学技術庁編｢環境試料採耳

58年)｣､｢全べ一夕放射能測定法(昭和51年度改訂)｣および昭和59年度放射能∃

により行った｡

(3)測定装置

各種試料の全ベータ放射能の測定は､GM計数装置(Aloka製､TDC-103型)をセ

空間線量の測定は､シンチレーションサーベイメ～タ(Aloka製､TDS-121型)お｣

リングポスト(Aloka製､MAR-11型)を使用した｡

(4)調査結果

イ 降水の全ベータ放射能については定時採水による降雨ごとの測定結果を表1に示した0

ロ 各種試料の全ベータ放射能測定結果は表2に示した｡

ハ 空間線量の測定結果は図1に示した｡

3 結 詩

降水および各種試料の全べ一夕放射能､および空間線量は､例年とほぼ同程度の値を示し~

に異常値は認められなかった｡



表1 降水の全ベータ放射能

放射能濃度(甚i/β)
年 月 試 料 数

最高 値 最低値 平均値

l

l

l

l

l

l

6

6

00

0

2

1

9

6

3

2

3

1

l

l

7

5

4

6

1

4

2

6

9

6

1

8

5

2

4

6

1

1

1

1

5

1

7

1

2

1

l

1

2

9

1

5

5

9

1

4

0

4

史U

3

2

表2 各種試料の全ベータ放射能

試 料 名 採取地点 採 取 年 月 日
放 射

(含

土 壌(0～5伽)

〝 (5､20(Ⅶ)

山 形 市

〝

日 常 食

〝

S 59. 7.23

〝

20pCi

16

S 59. 7.16

S 60. 1.16

1.OpCi

l.1

陸 水(蛇口水)
〝 ( 〝 )

S 59. 6.18

S 59.12.10

0.OpCi

l.7 一

(

(

L璽丁

〃

牛 地費消
〝

S 59. 8.14

S 60. 2.12

1300

1400

ダイ コ ン(消費地)

ホウレン草(
〝 )

米 ( 〝 )

l

1

3

1

1

0

0

2

1

1

1

9

9

9

5

5

5

S

S

S
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図1 空間繚t率及び計数率



髄)宮城県むこおlナる放射青巨調査

宮城県原子力センタ

菊地秀夫

1 緒 言

前年度に引き続き､昭和59年度に宮城県で実施した科学技術庁委託放射能調査の糸

果を報告する｡

2 調 査 の 概 要

(1)調査の対象

雨水･降下物･上水･土壌･日常食･農畜産物､及び海産生物については全ベーう

放射能の測定､牛乳(原乳)については､131Ⅰの核種分析を行った｡また､空間ガン

マ線の線量率を毎月1回､計数率を周年連続で測定した｡

(2)測定方法

全ベータ放射能は科学技術庁編｢全ベータ放射能測定法｣(昭和51年改訂)､131]

は同庁編｢131ⅠのNaI(Tl)ガンマ線スペクトロメータによる迅速測定法｣､垂愕

ガンマ線の線量率､及び計数率は｢放射能測定調査委託計画書(昭和59年度)｣に去

づいて行った｡

(3)瀾定装置

イ 全ベータ放射能

ロ131Ⅰの核種分析

オートサンプルチェンジャ付GM計数装置(アロカヨ

SC-702､TDC-501)

3〝 ¢×3〝 ⅣaI(Tl)シンチレ一夕､及びMC

A(バイクロン製 3H3/3P､NAIG製 Eシリ

ーズMCA)

ハ垂間ガンマ線の線量率 NaI(Tl)シンチレーション式サーベイメータ(ニ

ロカ製 TCS-121C)

ニ垂間ガンマ線の計数率 NaI(Tl)シンチレーション式モニタリングポス

ト(アロカ製 MAR-11)

(4)調査結果

表-1に雨水･降下物の全ベータ放射能の測定結果を示す｡

表-2に上水･土壌･日常食･農畜産物､及び海産生物の全ベータ放射能の測定貞

果を示す｡

義一3に牛乳(腐乱)申の131Ⅰの測定結果を示す｡

義一4に空間ガンマ線の計数率､及び線量率の測定結果を示す｡



義一1雨水及び降下物の全ベータ放射能 (調査地点:宮城県原子力センタ

年 月 試料赦
全ベータ放射能(pC1月●)

最大値 平均値 最小値

月間降下量

(mCi/撼)く注〉

59. 4I 6 t 120126

5

6

7

8

9

10

11

12

60. 1

7

8

10

2

10

7

4

4

1

130

24

14

12

35

27

36

40

26

38

10

7.7

12

12

15

22

14

26

2.2 t O.86

6.2

2.7

2.4

11

1.8

4.7

2.2

3.9

26

0.39

0.51

0.19

0.33

1.3

0.53

0.33

0.33

0.25

_

≡ ≡_ …;…三 三:……:…三

く注〉大型水盤による1ケ月毎の測定値

義一2 各種試料中の全ベータ放射能

試 料 名 採 取 地 採取年月日 全ベータ放射能

陸士 0～ 5cm

陸士 5～20cm

日 常 食

日 常 食

上水(蛇口水)

上水(蛇口水)

ほうれん革

れ

大

精

牛

牛

か

根

米

乳

乳

い

岩出山町

岩出山町

女川町･石巻市

女川町･石巻市

仙 台 市

仙 台 市

仙 台 市

仙 台 市

田 尻 町

仙 台 市

仙 台 市

仙 台 市

59.8.24

59.8.24

59.8.9-10

59.11.29

59.7.2

59.10.1

59.5.1

59.9.3

59.12.6

59.5.1

59.9.3

59.6.1

8.8
pCi/g乾土

8.5
pCi/g乾土

0.80 pCi/g生

0.78 pCi/g生

別.D. pCi/彪

6.9 pCi/超

3.7
pCi/g生

1.4
pCi/g生

0.62 pCi/g生

1100 pCi/戚

1200 pCi/超

2.2 pCl/g生

消

消

生

絹

消

消



表-3 牛乳(腐乱)中の131Ⅰ濃度 (調査地点:岩出山町)

採取年月日 59.5.17 59.6.12 59.7.17 59.8.24 59.9.12 59.10.

131Ⅰ漉度(pCi/超) 7.3±1.4 5.1±1.3 8.9±1

義一4 垂間ガンマ線計数率及び線量率

年 月
垂間ガンマ線計数率(c p s)

最 大 値 平 均 値 最 小 値

垂間ガンマ線線量率

〝R/b

10.5

10.9

11.3

11.9

10.5

12.5

12.6

15.0

13.0

12.1

13.2

11.9
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醐 茨城県における放射能調査

茨城県公害技術センターー一

橋本和子.菊地信生,平井保夫

江尻敏夫,三好 隆,森田茂樹

1.緒 言

前年度にひき続き.昭和59年度の交付金事業および放射能委託事業に基づ

子力施設周辺環境調査および核壌発実験による影響調査の結果の概要を報告す

2.調査結果の概要

(1)調査の対象

空間線量,雨水.降下物,浮遊塵.陸水,農畜産物,土壌,海産物,海水.海底二

水｡

(2)測定方法

試料の前処理,全ベータ放射能測定および核種分析は.主として科学技術

指針に基づき行った｡

使用した測定器は,空間線量率は車載エリアモニターー(NaI(Tの).積算

はTLD,全ベーータ放射能はGM計数装置.核種の測定は低バックガスフl

型GM計数装置,液体シンチレーションカウンタおよびGe(Li)半導体検出与

る｡

(3)測定結果

イ.空間線量率および積算線量について,期間中異常値はなかった｡(衰1)

ロ.降下物,浮遊塵,定時採取降水の全ベータ放射能は.年間を通じて低い水亘

った｡また,核種分析の結果も人工放射性核種のはとんどは検出限界以下で

た｡(表2,衷3,園1)

ハ.環境試料の全ベータ放射態は.いずれも昨年同閲餌一俵であった｡(麦4)

ニ.農畜産物および土壌の90sr,187cs濃度は昨年同様低い値であった｡ま

131Ⅰは期間中不検出であった｡(蓑5,6)

ホ.海水,海底土の放射性核種義度は昨年同様の値であった｡(衰7)

へ.原子力施設排水の全ベー一夕放射能の異常値は検出されなかった.(表8)

3.結 語

昨年同様,異常値は検出されなかった｡



去i 空間線量率および槙算線量
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表3 降下塵､浮遊塵の放射性核種

試料 単位 ?Be ▲OK5■Mn95zr95NblOBRu137csl=c

降下慮mCi/km2 25.01.40 * * * * 0.04 0.15

‡ ‡ ‡ 月浮遊塵×103pci/m3 37 4 ‡ ‡ *

表4 環境試料の全ベータ放射能

試料 採取場所試料数単位 平均 試料 採取場所 試料数

蛇口水 水戸市

原乳 〝

市販乳 "

主ウレン草 〝

大根 〝

4 pCi/β1.1

2 pCi/g生 1.3

2 〝 1.2

1 〝 6.3

シラス 東海村 1 pCiノ

コイ 霞ケ浦 1 〝

淡水 " 1 pCiノ

土壌(0～5)東海村1 pCi
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表7 海水,海底土の放射性核種濃度 (年度内2回採取平均)

種類 採取地 90sr 川6Ru13?cs l=ce

久慈沖 A O.13

海永 動燃東海沖 G O.12

(pCi/の 阿字ケ浦沖I O.07

那珂湊沖 J O.12

大貫沖 K O.08

再処理工場放出口周辺P O.10

久慈沖 A 8.0

海底土 動燃東海沖 G 3.7

(pCi/Ⅹg)阿字ケ浦沖Ⅰ 4.9

那珂湊沖 J l.9

大貫沖 K 3.8

再処理工場放出口周辺P O.7

0.03 0.12 0.02

0.03 0.14 0.02

0.01 0.10 0.01

0.02 0.13 0.02

0.02 0.13 0.02

0.01 0.10 0.01

4.6 22.3 10.5

1.1 29.0 4.7

5.8 44.2 6.5

0.6 2a.0 8.7

0.7 16.6 2.9

0.0 17.9 5.2

表8 排水の全ベータ放射能 (pCi/の

排水口 昭59
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昭60
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第三1.0 0.0 2.51.0 0.0 0.01.8 2.2 0.4 0.0 0.0
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大洗 S.4 2.6 7.O i.4 4.-/1.Z 2.i7.416.7 4.5 5.●r
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動燃第二1.9 3.1

再処理

工場13.7 22.5
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4.3 6.5 2.5

6.2 6.3 2.2

131.2 80.2135.7

原電第二1.7 2.3

1.2 0.7 1.0

0.6 0.0 0.6
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冊埼玉県における放射能訴査

埼玉県衛生研究所

中澤清明 川名孝雄 服部

1.緒 言

前回にひき続き､埼玉県において昭和59年度に実施した放射能調査につ

する｡

2.調査の概要

(1)調査の対象

定時雨水､降下物､上水､農畜産物､海水魚､日常食､土壌､空間線量

(2)試料の調整及び分析測定法

科学技術庁編｢全ベータ放射能滞定法(197d､改訂)｣､｢放射性セシウ■

(197d､改訂)｣､｢放射性ストロンチウム分析法(叩74､改訂)｣､匝∈

シンチレーションスペクトロメータ機器分析法(1974)｣に従った｡

(3)脚定装置

GM計数装置‥アロカTI)0-105型､ローバツクダランドカンター:アロカでDC

波高分析器:日立505型､シンチレーションサーベイメータ:アロカTCS-121

(4)調査結果

イ 全ベータ測定結果

いずれの検体も期間中に異常値が語められなかったので省略する｡
ロ 核睡分析測定結果

川 大型水盤による1ケ月毎の降下物の分析結果は表1に示すとおりで

回 一番茶､米などの食品の分析結果は表2に示すとおりである｡

←う その他の分析結果は異常値が詠められなかったので省略する｡

ハ 空間線量率測定並びにほI工の測定結果

什)空間線量率測定結果は表5に示すとおりである｡

河 原乳の朝工測定結果は全試料(d検体)とも検出限界以下であった

する｡

5.結 語

いずれの訴査項目においても､前年度とはほ同程度の値を示し､特に異常

められなかった｡



表1 降下物の核種分析

彿,×10~タmcl/km2

`.･てこへ-･一∴〒･▲･.･･･二､⊥.･､-:'-･･'二■こ'･二'二･･｢■十T｢~~1 L.りし∵1

表2 食品の核種分析

勺O
s r

種 類 採取地 採取月日 灰分%

pci/桓

一 番 茶

生産地

生産地

生産地

入闇市

入間市

所沢市

精 米

消費地

生産地

生産地

浦和市

本庄市

川島町

11.50

1.24

1.18

玄 米
生産地

生産地

本庄市

川島町

ホーレン草 消費地 浦和市 11.50

大 根 消蛮地 浦和市 11.50

あ じ 消賀地 浦和市 11.50

牛 乳
消費地

消蛮地

浦和市

浦和市

8.d

2.5

702a

700a

1.Odb

l.12b

浦和市

浦和市

d.21

12.15

14.5e

14.O
C

2.dld

l.48d

a‥グ/g,b:pCi/ゼ,C:ダ/久●1日,d:pCi/

表 5 空間線量率

〃R/b
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榔 手中 姦 ハl県 ここ お らナ る 放 身寸 台巨 討司

-1984

神奈ハl県衛生研究所

小山包博 高城裕之 杉山英男

石田育代

1. 諸言

前年度に引き続き､1984年度に神奈川県が実施した孝

庁委託及び県単独による環境放射能レベル調査の概要1

る｡

2. 調査対象の概要

(1) 調査対象

雨水､陸水､浮遊じん､空間線量率､海水､海底唯事

蟻､河川底質､魚貝藻頬､農畜産物について全ベータ蔦

核種分析､ウラン分析を行った｡

(2) 分析方法

(イ) 全ベータ放射能:｢放射能測定法-1976｣ 科学Ⅰ

によ った｡

(ロ) 核種分析:Ge半導体検出器を用いたガンマ線スノ

メトリーによ り行った｡

(ハ) ウラン分析:土壌､河川底質､海底堆積物は凍糸

海藻は灰化試料を硝酸抽出後､また河川水､海水乙.

をろ過し､ウランを水酸化アルミニュームに共沈盲

ち､酢酸エチルで抽出し､融剤と共に 650JCで融伺

成物を透過型固体蛍光光度計で測定した｡

(3) 装置

(イ) Atoka製JDC-151型 GM自動測定装置､またはTUC一

測定装置､GM管はAIoka製2503A型(窓厚l.5mg/cm2

した｡

(ロ) アブテック製Ge半導体検出器をニュークリヤ･う
リ 山一l_RR､;由 宣 ⊥ゝ11言 うき タフ 士卓 立左 つl



表1神奈川県における放射能調査結果(全ベータ)

試料名

雨水(定時)
雨水ちり(月間)

採取地

横浜市
横浜市

上水(蛇口水)

測定値

LTD -1.90
LTD

横浜市

PCi/t

mci/kmヱ

牛乳(市乳)
粉乳
米
野菜

日常食

横浜市
県内各地
横浜市
横浜市
平塚市

浮遊じん
空間線量率

1100

4200
-13000
470

1300
-

5700

680
-

800

28PO
0.60

-

5.10

5.7- 6.3

5.6- 6.0

横須賀市 LTD

15000

PCi/kg(生)
PCi/kg(柁)
PCi/kg(幸乞)
PCi/kg(生)
PCi/kg(生)
PC幸/kg(生)
PCi/m

〃R/h

土壌(0-5cm)
(5-20cm)

表2核種分析結果

試料名

ワカメ
テングサ
カジメ

野菜
粉乳

横浜市
横浜市

採取地

足柄下郡真鶴湾
足柄下郡真鶴湾
足柄下郡真鶴湾
県内各地

県内各地

表3 ウラン分析結果

海水

河川水
海底碓根物
河川底質
土壌

Cs
-137

mCi/km∠

mCi/km∠

全ベータ

0
0
0

00

00

0
0
0

20

4

1-2

0
0
0
0

9

14

採取地

久里浜湾･真鶴湾

松越川･平作川･金目川･荻野川･多摩川
久里浜湾･真鶴湾

松越川･平作川･荻野jl暮･金目川
箱根･山北･武山･久里浜

3

0

5
0
0

4

●

●

●

●

●

2

3

11

1

●

■

-

-

-

5

1

42

1

●

●

●

●

●

1

0

00

0



(6功 新潟県における放射能調査

新潟県公害研究所

殿内 垂政､高野 尚

鈴木 修､諏訪 成

古川 正勝､丸田 貞

1 緒 昌

前年度に引き続き､昭和59年度に実施した科学技術庁委託の放射能調査及び県が実施した原

環境放射線調査の概要を報告する｡

2 調査研究の概要

(1)調 査 対 象

科学技術庁委託の放射能調査は､雨水､降下物､浮遊じん､土壌､日常食､陸水､農畜産物

海底土､空間線量率を対象とした｡

原子力発電所周辺の環境放射線調査は､空間線量率､積算線量､浮遊じん､降下物､陸水

海水､海底土､海産物､指標生物を対象とした｡

(2)測 定 方 法

試料の採取､前処理､調製及び測定は科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ､｢放射

(昭和59年度)｣及び｢柏崎･刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画(昭和59

て行った｡

なお､使用した測定機器を表1に示す｡

表1 測 定 機 器

測 定 区 分 測 定 機 器

全ベータ放射能

雨水､降下物､
浮遊 じん､土壌

GM計数装置:アロカ製JDC-153

陸水､海水､灰試料 低バックグランドGM計数装置:アロカ製LBC-451

r 線 放 出核 種

核種分析装置

高純度Ge検出器付16kch波高分析装置:キャンベラ

検出器-シリーズ85

ト リ チ ウ ム
低バックグランド液体シンチレーションカウンター:ア
LBl

ストロンチウムー90 低バックグランドGM計数装置:アロカ製LBC-451

シリコン半導休検出器付4.000ch波高分析装置:キャン



(3)調 査結 果

ア 科学技術庁委託放射能調査

各調査対象項目の測定結果を表2に､定時採取雨水の月別放射能降下量及び降水量を図1に示

表2より､1月の空間線量率の月平均値は積雪の影響による減少が顕著であった｡

イ 原子力発電所周辺環境放射線調査

調査結果を表3～5に示す｡なお､今回より3H及びPuの測定を追加した｡

3 結 語

科学技術庁委託放射能調査結果は､空間線量率､環境試料の全ベータ放射能とも前年度と同程度のイ

原子力発電所周辺の環境放射線調査では､一部の試料から過去の核実験の影響によると思われる放≠

検出されたが､それ以外の調査結果からは特異な傾向は認められなかった｡

∩～

モーU∈瑚卜改選宗蚕

昭和60年
8 9 10 11 12 1月 2 3



表2 科学技術庁委託放射能調査結果

項 目

丁雨水

(
セ
ン
タ
ー
屋
上
)

降 水 量

定 時 採 取

降 下 物

(大型 水 盤)

浮遊じん月平均値
(公 害 研 屋 上)

(
‥
相
崎
市
)

5
～

20
cm

(pCi/を乾土)

pcレタ生

上 水

(センター蛇口水)

淡 水

(新 潟 市)

原 乳

(西 川 町)

市 販 乳

(新 潟 市)

市販はうれん草

(新 潟 市)

市 販 大 根

(新 潟 市)

pcレタ生

精 米

(巻 町)

市 販 精 米

(新 潟 市)

pcレを乾

サ ザ エ

(両 津 市)

ワ カ メ

(両 津 市)

pcレタ生

海 水

(新 潟 港 沖)

海 底 土

(新 潟 港 沖) p乱//♭乾土

サーベイメ ータ

(公害研グランド)

時 間 最 大 値



表3 低線量率測定器による空間線量率(原子力発電所周辺監視調査)(単位:〟

測 定 地 点 平 均 値 最 高 値 最 低 値

柏 崎 市 街 局 4.6 11.8 2.1

荒 浜 局 4.2 12.4 1.3

下 高 町 局 3.9 12.1 1.1

刈 羽 局 3.7 13.9 1.0

勝 山 局 3.9 14.0 1.0

宮 川 局 4.1 14.8 1.2

西 山 局 4.1 15.9 1.2

表4 積算線量の平均値(原子力発電所周辺監視調査)(単位:mR)

測 定 地 点 数
昭和59年
4-6月

7 ～ 9 月 10 ～12 月
昭和60年
1-3月

監視調査地域(19か所)

対 照地 点(3か所)

表5 環境試料の核種分析結果(原子力発電所周辺監視調査)

測 定 結 果

浮 遊 じ ん

降 下 物

飲 料 水

河 川 水

41-70

27 ～38

陸 士 pci/kグ乾 70～1700
農
畜
産
物

野 菜
pCi/kク生

1.9～4.8

2.9～3.9

原 乳 1.0～2.1

pCi/相生 7.2～12

*～0.2

海 底 土 4.5～4.



個 石川県ヒおける放射鼓鯛盆
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表i.雨水塵の合へ-一夕放射能(金求市)

南丸塵の降下量

日間降水量
(mm)

測定偵(mGi/k㌔)

最恵値 最低値 平均値

日間降下
(mCiル

日吉知Sq年ナ月

/22.う

/27.タ

2ログ.8

29早.0

日富加60年順 2ワラ.0

/6/.う

之/g∂.0 伯2.`2

(測定侶は6車間更正庖

泉2 各線討柑Ⅵ全へ一夕叔射鮎

轟一義寿ぎ料諏査地鳥
左招如舛年

上 水 金訳市三馬

日常′食 怒船町
0 ′〉5cm 金沢市丸呵
5～20cln

羽咋郡神水呵
台
座
物

金沢市三馬

ホウしン茸

眉
小
海

ウカス 羽咋即愛東呵
ササーエ

つワラキー
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伽 福井県における放射能詞査

福井県衛生研究所

北島耕作 吉岡満夫 .

松浦広幸 高山裕美 竜

坪川博之 北川貞治l〉

1 緒言

前回にひき続き､福井県が昭和59年度に実施した科学技手

｢放射能鋼査｣および放射線監視交付金による｢原子力発j

環境放射能礪査｣の概要を報告する｡

2 調査の概要

<委託礪査>

雨水ちり･浮遊じん･陸水･陸士･牛乳･食品･空間轟

<交付金網査>

植物･降下物･海水･海底土･海産生物･空間積算線j

陸水･陸土･空間線圭の連続測定

3 鋼査方法

<委託調査>

科学技術庁編｢全ベータ放射能測定法(昭和51年改訂)

｢放射能委託調査計画書(昭和59年度)｣によった｡

<交付金調査>

福井県環境放射能軸定技術会議絹｢●原子力発電所周辺¢

能鋼査一計商事-(昭和59年度)｣によった｡

4 鋼査結果

① 全ベータ放射能および空間線窒率(表1､2および:

前年と同様に大気中での核実験はなく､珊定値は昨年J

あった｡

② 空間積算線圭(表4)

地域差は大地の天然放射性核種濃度の差によるものでき

所の寄与はなかった｡

⑧ 降下物および植物の核種分析(表5および8)

発電所由来の核種の検出は殆どなかった｡

④ 海水､海底土および海産生物の核種分析(表6､7凄

主に敦賓発電所周辺で発電所由来の核種が故喜検出さオ

(診 陸水､陸士の接種分･折結果および窄闇線昔の連結漸宕



表 1 全ベータ放射能および空間線宴

種 類 採取地点

雨 水

浮 遊 じ ん

定 時 雨 水

大 型 水 盤
福 井

(濾 紙) 福 井

土 壌 0～5cm

5～20cm

福 井

試料数 単 位 平 均 値

pCi/ゼ

mCi/kmZ

pCi/g乾土
(mCi/km2)

牛

米

野

海 水

淡 水

日 常

乳

菜

魚
魚
食

乳
乳
米
板
草
イ
ナ
)

ん

分

れレ

人

-つ

市
原
精
大
ほ
カ
フ
(

井
山
井
井
井
井
湖
井

万
福
勝
福
相
福
福
三
相

2
4
1
1
1
1
1
2

〃

〃

〃

〃

空 間 線 圭 サーベ イ メ
ー タ

モニタサンゲポスト

福 井
〝

〝R/hr
月平均cps

006
●

●

56

1

注)*検出値のされたのは1件のみ,一不検出

表 2 雨水ちりの全ベータ放射能の月変化 上段:定時採取､下段:大型水盤､

表 3 モニタリングポストの月間平均値 単有

[二三モ~■~1~~■二~誓丁~二~ララ■1⊥~‡空~卜1~ラミ11:ニi::ニ‡■:;ミl:;ミfl:三才･1…ニ･‖f･･･1･ラモ丁重空
表 4 TLDによる年間積算線量

測 定 地 点
1二

象 施 設

地 点 数

昭 和58年 度

平均値 最小値 最大値 平均値



表 5 降下物の核種分析結果(検出値の範囲)

採 取 地 点

数字市浦底

美浜町竹薮

大飯町宮留
高浜町小農飯

福井市原目町

試料数

2
2
2
2
2

1

1
1
1
1

単位:

.028～.20(10) 柵～73(9)

注)*年間集合試料の測定値(単位:PCi/m2年),3H:PCi/R,()検出数,
-･不

表 6 海水の核種分析結果(検出値の範囲) 単位:

採 取 場 所

賀
浜
飯
浜
照

教
美
大
高
対

痛ん･敦賀発電所周辺

美浜発電所周辺

大飯発電所周辺

井市 小丹 生

(0/4)

(0/4)

(0/2)

(0/2)

(0/2)

0.12～0.14(4/4)

0.11～0.17(4/4)

0.10～0.11(2/2)

0.12～0.13(2/2)

0.13～0.15(2/2)

33～54

25～49

40～63

46～59

40

注)()検出数/試料数, 一不検出

表 7 海底土の核種分析結果(検出値の範囲) 単位:p

採 取 地 点

敦賀発電所放水口

水 産 試 験 所 前

浦 底 湾 口

一般排水口前･10地点
浦 底 湾･14地 点

ふげん発電所放水口

立 石

美浜発電所1.2号放水口
〝 沖

美浜発電所3号放水口沖

丹 生 湾･定 点
〝

･34地点

大飯発電所放水口

高浜発電所1.2号放水口

高浜発電所3.4号放水口
〝 沖

内 浦 港 口 ブ イ

0

00

1

1

1

14

1

1

4

4一4

_
【
】
■
=
_
■
■
■

｢

i
■
=
=

180,220

400

270

-～970

-～180

100,110

200

200

20～340

26～190

一
*Z

15*Z

lO*2

5.2*Z
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表 8 植物の核種分析結果(検出値の範囲) 単位

試 料 名

数字!大 根 葉

ヨモギ.ヒメムカショモギ

根 葉

ギ.ヒメムカショモギ

根 葉

ギ.ヒメムカショモギ

根 葉

ギ.ヒメムカショモギ

大 根 葉

ヨモギ.ヒメムカショモギ

松 葉

試料数

1
7
1

13(1/1)

10～30(7/7)

2.1(1/1)

10～20(4/7)

ー(0/1)

--(0/7)

1.5(1/1)

く5～10(3/7)

ー(0/1)
20(1/7)

-(1/1)

注)()検出数/試料数,90sr Z3,†Z40puでは(1/1)または(0/1) 一不検出

蓑 9 海産生物の核種分析結果(検出値の範囲) 単屯

種 類

ムラサキイガイ

一
一
岬
一

一
一
一
一

54Mn

(0/9)

(0/3)

(0/5)

(0/45)

(0/2)

(0/4)

(0/3)

(0/3)

(0/11)

/
/
/
/
0
0
0
0

(
(

(

(

))

)

l

l

l

/ノ//0
0
0

(

(

(

(0/9)

(0/3)

(0/5)

く5～50
(24/45)

(0/2)

(0/4)

(0/3)

(0/3)

(0/11)

4～11(9/9)

く5(1/3), 1.2(1/1)*

く5(1/5), 1.5(1/1)*

く5～20(23/45)
1.7～5.3(12/12)*

一-(0/2)

3～7(3/4)

-(0/3),1.1(1/1)

-(0/3),
0.9(1/1)

く5～10(2/11)

*

*

2.7,2.9(2/2)*

4～8(3/4)

<5(2/3),

く5(1/4),

く5(1/4),

1.2(1/1)*

1.5(1/1)*

2.1(1/1)*

0.3(1/1)

-(0/1)
1.0(1/1)

4.6,5.2
(2/2)

)

ヽノ)

l

l
1
7

/
/
/

●

l

l
1
3

(

((

■一

5
3
1
6

●

●

●

●

0
0
1
2

)
ヽノ

)

l

l

l

/
/
/

l
l

l

(

(

(

3
3
1

●

●

●

O
1
4

1.4(1/1)*!1.1

ヽノ

)

)

l

｢
-
▲

l

/
/
/
1
0
1

(
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(65)最終具におtTる紋射純綿査

長野県南虻公虐研虜所

1･禁書度にひ告経き∴長野膚にお=て昭和封卑席ド臭絶
技府庁奪筑による族軒純調査の孟吉異につし､ぞ報告する｡

U)碑夏雲空雷郎郎呈郎叶尾上にあ､L､ぞ如し､合
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空間線

し
青
線
教
レ
試
碑

｡
草
た
牢
屋
乳
一
料

ケ
ン

碑午

rjT

′し

升
H
‥
ン
卦
.
t
水
乳

l良
計
十
足
り

ll

僚,軽水,貴志産物‥争.頼は泰Zのとみり
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ヨ

孟
シ

ト物

ほぅれ

アロカ T D C

ンサーベイメータ アロカ T已5

し毒ヂ丈品学祭∫)警㌫㌔禦烏､
ヰ)試製芝嘉墓と如月糾鍼術閥r全べ_9糾打榊
よ､よび同庁原子力宿全句編｢赦射能調査寄託計血書(隠

ひJ碑碧雲㌘吾郎拘の結果と表′に表す.碑7軋み｣｡か･･絹
相棒下喜ばそれぞ-れム､g川む/と〝ヱノ7･/州αル〝j ～t-あり･
ばばI司し∵㍗あっ･た ■

上壌.日常食′陸水ノ貴志産杓,鼠頼の結果は表ヱめ
あり,前年産とほぼ同じぞ-あフた･
客間盛暑車は表jのとあ､リノ 7･7～9､2〝尺/んrの軽度
卑聞キクラ値は才､ヱルち在r ～uあフ た･

3.緒言吾

碑水かよひ-■碑下物はし･す-れもバ∴ンククナランドレベ｣レであ
傾け主冬められ㌔｢り､Jr=

立
いIj



表I 碑水あ､よが1年下物の仝β放射綻

腎草 7卜+∵…_ +++++ _

奉伺 芸還諜如･孟痺票り史話悪声轟日
mm

pci/lpCi/lpCi/lmCi/km2 mci/km2 mci

59.4 25.4

5 67.9

6 154.4

7 231.1

8 16.4

9 100.6

10 48.3

11 41.0

12 43.9

60.1 13.7

2 77.8

3 88.6

年間
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価)静岡県における放射能調査

静岡県環境放射線監視セン

植松 甲之介 永野

息 明雄 尾沢

石渡 達也 尾上

中山 美明

1 緒言

静岡県では､昭和36年度より科学技術庁委託放射能調査を､また､昭和47年度力

原子力発電所周辺環境放射能鋼査を実施しているが､今回は､昭和59年度におけぞ

の珊査の概要を報告する｡
2 鋼査結果の概要
(1)礪査対象
ア 科学技術庁委託放射能鋼査
定時雨水､浮遊塵､空間線量率､陸水､上水､農畜産物､海産生物等｡

イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査
積算線圭､空間線圭率､降下物､浮遊塵､陸水､海水､農畜産物､海産生彰

(2)測定方法
ア 積算線量

熱螢光線圭計を用いて､約3ヶ月間の積算線室を測定した｡
イ 空間線圭率
シンチレーションサーベイメータによる定期測定(科学技術庁方式)､モニ
グステーション(Nal)及びモニタリングポスト(Nal)(科学技術庁仕様)

連続測定を行った｡

り 全ベータ放射能

科学技術庁編｢全ベータ放射能測定法｣に準拠した｡但し､浜岡原子力発句
環境放射能調査の浮遊塵については､l週間連続採取後､3日間放置し測定し
エ 核種分析

① ガンマ線スペクトロメトリー

Mn-･54､Fe-59､Co-60､Z r-95､Nb-95､Cs-137､Ce-
びI131を対象核種に行った｡(Ge半導休検出器及びNal検出器)

② 化学分析

Sr鯛90の分析珊定を行った｡(低バックグランドカウンター)
⑧ 機器分析

H-3を液体シンチレーション測定法により測定した｡
(3)測定結果
7 科学技術庁委託放射能礪査
表1には各種試料の全ベータ放射能を､表2に雨水の放射能の月別推移を云
今回の調査では特異な傾向は見られなかった｡

表l 各種試料の全ベータ放射能(委託)

種 別 試料数 測 定 値 単 位

土 壌

日 常 食

上 水

茶
LL_ dt

0～5cm

5～20cm
都市成人

蛇口水

荒 茶
市販乳

l

1

2
2

2

2

5.3

3.9
0.9～l.0

*

13.3～14.5
1.1～1.2

pCi/g乾土

生

茶生

g
β
荒
g

〃
/
/
/
/

●l

●l

●l

●l

C

C

C

C

p
nr

P

P



表2 雨水の放射能の月別推移

採取月 試料数 最低値 最高値 降水圭 月間降下量 備 考

pCi/ml pCi/ml mm mCi/kd

口 6 * * 98.5

5 5 * * 123.5.

6 15' * 0.l 295.5 0.0

ロ 4 * * 86.0

8 7 * * 34.0

9 7 * * 7l.0

0.l

10 9, * * 56.0

田 7 * * 36.0

12 6 * * 43.0

口 5 * 0.05 28.0
2 7 * * 96.5

3 12 * * 163.5

年間 90 * 0.15 1i3l.5 0.l

(注)*印は､｢投出されず｣(標準偏差の3倍以下)を示す｡

イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査
表3には､浜岡原子力発電所周辺の積算線呈の珊定結果を､表4には､浜岡町内2
地点における空間線宝率の月別推移を示した｡また､表5には環境試料中の放射能測
定結果を示した｡

表5では､過去の核実験の影響が見られた他には特異な横向は見られなかった｡

表3 浜岡原子力発電所周辺の積算線室(90日換算値) (mR)

59年 59年 59年 59年 59年度
4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 365日換算

平 均 倦 17.l 16.6 18.2 18.3 71.1
最 小 値 15 15 16 16 63

最 大 値 21 2l 22 23 87

表4 空間線喜率の月別推移
~岬】T~~-~~一丁~`ト■`■､~

7月i8月

浜岡町白砂

〝 平場

7.7…7.6け.6…7.6て.6

9月10月蔓I1月12月I1月 2月:3月
盲

~ ･-
こ--･- =

･‡∴ニニ=

控聖出聖聖
7.87.8夢7.8け.7･‡7.8…7.97.97.d7.9ぞ7.9.7.9圭7.9

†

(注) モニタリングステーションでの測定値である｡

(〝R/hr)

年間平均



衷5 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能

上水

海水

海底土

土壌

玄米

キャベツ

大根

茶葉

原乳

しらす

かさご

あわび

なまこ

いせえび

あらめ

わかめ

かじめ

松葉

浮遊塵

降下物

至ベータ
放射能

Sr･--90

*～3.6

*～l.2

し4.l～24.9

[5.9～20.6

1.7～2.l *～0.0039

l.4～1.6 0.0013～0.0036

l.3～2.3 0.0017～0.0075

3.3～3.9 0.0043～0.05l

1.l～l.4 *～0.002l

0.7～2.6 *

2.4～3.4 *

2.0

0.5～0.7

3.2～3.4

7.4～7.5

3.4～4.2

7.9～8.5

*～0.040

*

*

*

Cs-137

*

*～0.18

*

0.070～0.48

*～0.0025

*

*～0.0011

0.0022～0.0080

*～0.0018

*～0.0037

0.0050～0.O10

*

*

0.0037～0.0048

*

*

*

*～0.0040

*

* lm

(注)1全ベータ放射能のみを珊定した試料及びトリチウムの珊定結果は
2 *印は､｢検出されず｣(標準偏差の3倍以下)を示す｡
3 Mn-54,Zr-95,Fe-59,Co-60,Nb-95及びCe-144は､全試料とも｢検
であった｡

土手五



(67)愛矢口県lこおlナる放射台巨調査

愛知県衛生研究所

大潟章子,茶谷邦男,山田益±

山田直樹,青山 幹,浜村憲j

l､緒言

昭和59年度に実施した科学技術庁による放射能調査､及び愛知県独自で行っj

結果を報告する｡

2､調査の概要

(1)調査対象

降水(定時採取)､降下物(大型水盤)､浮遊じん､上水､海水､海底土､土!

牛乳､魚貝藻類､日常食､空間線量等､合計213件｡

(2)測定方法

試料の前処理及び全β放射能測定は､科学技術庁編｢放射能測定(1976:

0の分析は､同編｢ストロンチウム90分析法｣､C s-137の分析は､同i

37分析法｣に従った｡

(3)測定器

ALOKA製 LBC-451

A LOKA製 TDC-501､S C-702､GM-5004

ALOKA製 TDC-501､S C-702､GM-2503B

ALOKA製 TC S-121C

3､調査結果

(1)仝β放射能

結果を表1に示した｡このうち降下物による年間降下量は､7.9 mCi/kr

(2)空間線量

患果は表2に示したごとくであるが､このうち12件については､名古屋市【

測定したものであり､その最高値 6.5
ルR/h r､最低値

5.9
ルR/h r､

ルR/h rで変動係数は 2.8%であった｡

(3)S r-90､C s-137核種分析

結果を表3に示した｡このうち降下物によるS r-90､C s-137の年F

134
mCi/k血2､0.044 mCi/km子であった｡



蓑 1 全 β 放 射 能

判 定 底
浣辰也又は測定湯扇

亮一高1直 最低値

降水 C露悪畳表)※

降下物(大型水盤)

普遍じん

上 水(原水)

(蛇口水)

海 水

海底土

土 蜜(ひ-5⊂皿)

(5-20血)
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(68J秦都南にあける放射鞋歯直

奏都南衛生公色研取所
頚相貰志､藤波直人､入江重美､占山和徳､

1､緒昌
秦都府引註､前置度に引王j観き科学鞍術庁尋読に占∴孟

マウト調査及び放射穀監視交付金によ盲高湊囁与力発砲戸
環境放射能練直五行ったの召､乞れうの鵠査態勢の概蟄1

2､諭査研究の穐骨
(l)緬査対象
ア､フ才一ル7ウト調査

聖簡線量車､溝鼠亡ん､韓下物(摩時採東岸び日間J司

上)k(頚水冷び蛇口来)､淡水､鷹島大患物(牛乳､

ィ干慧妄芸…芳志悪声斤志霊壷孟㍊姦嘉彗､蛸食空間線量車､積轟棟隻､淫温色ん､蜂下物､陸水( ヽヽ

巧り)k)､畦上､農畠産物(米､大根､惇うれん撃､

みかん､J牛乳)､掻櫻植幼(強襲､よモ翌､)､海洋t
はlる､王台え､落書こ､わかめ､ほんだわう)､海石
蕗来

(2)採取地点
17､ フォー

ミ灸
(

イ､

水
嚢
高

､津

三兵

申
市
債

ル
応
)
き

穣境線僅､

ト
泡
闇
電
､

り
骨
盤
発
工

7
(
､
乃
隆

纏査

市
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測定法.､｢ゲルマニウム羊草体榛出鼻互剛)た機番イ

｢トリチウム功耕三去｣等に準じた｢秦都南環境放射能ヨ
政吉丁エ).1こよっ た｡測定機億は表｣のと牒､リ■て､萄盲｡

(4)詞査結果
了､フォー1し7ウト諦l査

去2に全べ一夕放射能測定鮭勢互､姦3に虫闇銀彗
≡紘牢言募Lた｡

測定箱粟は､例証ヒ比べて大雪た変重か首線めSれ1
今生席l∂､前島康彦り頑一雪ガt少なガったた勿､更=
はバ＼ミガっ た｡
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二タリゝグポストにあける風間線量辛測

､きた表4に､TLDによる積導線量測

宋立志遠軋言､倒瓦に比べて大雪海喪軌蒜蔑めうれ｢
に八規模誌名測定値の低下げ訝られただけで奉った｡

表2 重代一夕放射髄測度鬼果(カーlロワ卜紳査)
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前年博色積雪ガ深く伝かったためと考えうれる｡

表5に環境試料の線種分析結果互示した｡
積出した人工の〝ンマ線汝虫核眉将､長半減簡
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蜘.大阪府における放射能調査

大阪府立公衆衛生研究所

田村 幸子 渡辺 功 前田

1
⊥

● 緒言

昭和59年度の大阪府における環境及び食品中放射能調査結果につし

告する｡この調査の大部分は科学技術庁の委託によるものであるが､

大阪府独自の立場で行ったものも含まれている｡

2. 調査の概要

(1)調査試料及び測定方法

降下物､雨水､大気浮遊塵､上水原水､蛇口水､海水､土壌､油川

牛乳､米､野菜､海産魚､日常食の全ベータ放射能測定､サーベイニ

及びモニタリングポストによる空間線量率測定を行った｡方法は､考

柿庁編｢全ベータ放射能測定法(昭和51年度)｣によった｡

(2)測定装置

G M計数装置:アロカ製T D C-5 01型

低バックガスフロー型G M計数装置;アロカ製L B C-4 51型

NaI シンチレーショ ンサーベイメータ:アロカ製T C S-12 二

ⅣaI シンチレーショ ン式モニタリングポスト:アロカ製ⅣD-】

12-19 5型(昭和60年 3月13日以降はアロカ製M A R-1二

用いた)

(3)測定結果

す･ 雨水及び降下物申放射能の測定結果を表1に示す｡雨水の珊定葡

時間値で示した｡降下物については､表面稜1000 cm2 のステン】

チール製水盤を用いて10日毎に採取した降下物試料の測定結果でj

雨水及び降下物ともに前年度と同様のレベルにあり､若干低い個

示した｡

て雪' 大気浮遊塵申放射能の測定結果を表2に示す｡前年度と同様のⅠ

であっ た｡

③ その他の全ベータ放射能測定試料の結果を表3に示す｡測定値i二

40Eの寄与を含む値である｡

ヰ･ サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線星率滑走凛

衷4及び表5に示す｡サーベイメータによる空間線量率測定は､

境については偶数月に､原子炉(京都大学原子炉実験所､泉南郡月



3. 締結

この調査期間中､異常値は検出されず､滑走結果は全て前年度

レベルにあった.

表1. 雨水及び降下物申全ベータ放射能

雨 水

年 月 試料赦 最高値

pCi/彪

最低値

pCi/戚

平均値

pCi/超

降下土

皿Ci/k¶2

55

159.7; 39

10 ‡360.7

1:壬1:::;
8

6

3

7

3

5

14

105.2

50.6

41.5

47.3

20.7

88.2

186.9

1Ⅰ ‡ 0 ! 0

……壬:
7

41

23

1

18

1

0

9

0

0

1;:…圭;:;;
0.61

0.14

0.50

0.21

0

1.12

合 計

注)計算上負の値となるものは``0,,で示した｡なお､平均値の算

負の倦も含まれている｡

表4. サーベイメータによる空間線量率(〝R/†l)

測定対象 測定場所 測定数 最高値 最低値

一般環境

原子炉周辺

〝

羽曳野市

斎有村祓㌃~-~｢~一~~盲~~~~i卜
〝 築留池周辺! 6 ! 7.2



表2. 大気浮遊塵申全ベータ放射能

年 月 試料数 潤定億(6時間値) pCi/d

最高値 最低値

59 4

5

6

7

8

9

10

11

12

60 1

2

3

1.09

0.24

0.67

0.30

0.27

0.24

0.22

0.57

0.79

0.17

0.73

0.30

0.09

0.15

0.12

0.02

0.03

0.07

0.10

0.17

0.09

0.06

0.17

0.15

合 計

表3. 上水､海水､土壌､海底土､食品中全ベータ放射能

試料名 採取地 試料数 測定値

上 水 (原 水)

〝 (虎口水)

海 水

土 壌 (0-5cm)

J/ (5-20cm)

海 底 土

居乳(生産地,WHO報告)

市販乳 (消費地)

タマネギ(生産地)

キャベツ(生産地)

ダイコン(消費地)

ホーレン革(消費地)

守口市

大阪市

大阪港内

熊取町

大阪港内

能勢町

大阪市

熊取町

大阪市

〝

2.9,2.9

2.3,2.0

0.3～0.5

22.5

21.5

20.4′･･′21.0

1066～1195

1154,1233

1.22～1.24

1.7

3.7

1.6



表5. モニタリングポストによる空間線量(c p s)

年 月 最高値 最低値

59 4

5

6

7

8

9

10

11

12

60 1

2

3

合 計 19.6 13.6



(瑚 兵庫 県 に お け る 放射能測定調査

西寺三研

所
本

究
山

研生郎衛
公

県村庫犠兵

緒 言

昭和 5 9 年度科学技術庁委託に よ る放射能測定調査結

て 報 告す る.

調 査 の 概 要
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表 ユ 降水 お よ び降下物 の 全ベー タ 放射能(神戸市

年月 測定回教 月 間降雨量 最高値 最低値 月 間

くm rn)

59. 4

59. 5

59. 6

59. 7

59. 8

59. 9

59.10

59.11

59.12

60.1

60. 2

60. 3

年 間

l

l

1

00

5

6

2

ハリ

3

00

6

3

7

4

6

3

3

69.3

133.9

305.0

118.1

21.5

111.7

38.8

37.0

37.4

8.7

98.7

117.0

1097.1

(pCi/ml) (pCi/Tnl) (rn

L TD

L TD

LTD

L TD

LTD

LTD

O.016

LTD

LTD

L TD

LTD

O.015

0.016

n〕

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

注 月 間降下量は大型水盤に よ る測定値

表 2 食品等の全ベータ 放射能

採取地 測
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表 3 浮遊塵 の 全ベー タ 放射能 神戸市 兵庫 県術

年月 日 吸 引 量(m3) 集塵量 くmg) 全ベー タ 放射能

84. 5. 8 1057

84. 8.14 1064

84.11.13 1053

85. 2.18 1085
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3

3

9

00
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2
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●

5

2

1

1

表 4 垂間線量率 神戸市 兵庫県衛生研究

年月 日 天候 空間線量串(

84. 4.18

84. 5.15

84. 6.15

84. 7.17

84. 8.17
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84.10.15
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85.1.16

85. 2.18

85. 3.18
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冊 和歌山県に お け る放射能調査

和歌山県衛生公害研究センター

内田膠三 井原義行

1.緒言

前年度に引き続き､防和59年度科学技術庁委託による放射能測定結果につ

報告する｡

2｡調査の概要

(1)調査対■象

降水､降下物､陸水(蛇口水)､日常食､土壌､各種食品(牛乳､白妻

根､アジ､米)の放射能の測定を行なった｡今年度の測定回数は/∫占恒

た｡

(2)訝査方法

試料の諏整および測定方法は､昭和51年度改訂科学技術庁編｢全ペ･

放射能測定法｣に従った｡

(3)竜野定機器

(イ)G血書十数装置:アロカ社製u丈-452U型

(ロ)シンチレーションサーベイメーター:アロカ社製mS-121≦

3.調査結果

降水および降下物の全ベータ放射能を衰1に､土塊､食品､陸水の全ベータ

を衰2に､空間線量率を囲1に示した｡いずれも異常値は認められなかった0

4｡結語

測定結果は全体紆に昨年と同程度であり異常値は認められなかった｡



表1 降水及び降下物の全β放射能
(6時間更正値)

放射能濃度(P Ci/1)

最低値 平均値

月間降下量
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衰 2 土忠食邑陸水の全β放射能

試 料 名 採 取 地 測定数 放射能濃度

〝 (∫～2の

日 常 食

上水蝕乞口水)
年乳

イサ
根
ジ

米ク
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(7功 鳥飯森にあける放射能銅盤

鳥敢県衛生研覿町
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㈹ 広島県における放射能調査

広島県衛生研究所

穂下誠彦 中富美津江 坂本征則

1. 緒 言

前年度にU･きつづき.昭和59年度に実施した科学技術庁委託によろ広島県に

おける環境および各種食品中の放射能調査結果の概要を報告する.

2. 調査研究の概要

(1) 調査対象

降水(定時採水).月間降下物(大型水盤による).浮遊塵,陸水(蛇

口水,淡水),土壌,日常食,農畜産物(牛乳.野菜,精米),海産生

物(淡水魚,海産魚,月,海藻)および空間線量率･

(2) 測定方法

試料の調整および測定方法は,科学技術庁編｢全ベータ放射能測定法

(昭和51年改訂)｣及び｢昭和59年度放射能測定調査委託計画書｣

に従って行った.

(3) 測定器機

GM計数装置:ALOKA TDC-501聖およびTDC-103型

GM管:ALOI(A GM-2503日型およびGM-5004型

シンチレーションサーベイメータ:ALOKÅ TCS-121C型

(4) 調査結果

降水の全ベータ放射能月別推移を表1に,又､各種試料の全へ一夕放射

能測定結果を蓑2に.更に.サーベイメータによる空間線量率を表3に

示した.

3. 結 語

経ての調査項目について異常値は認められず､前年度とほぼ同じレベルの

値であった.



表1.降水(雨水チリ)の全ベータ放射能濃度

年 月 測定 降水量 最高値* 最低値米 平均値米 月間降水豊**

回数 (mm)
｣

--(pCけりニ｣
(mCi/km2)

59 4 5 180.8 19.9

5 6 88.0 29.4

6 11 295.7 18.8

7 8 71.7 56.7

8 2 50.8 7.25

9 8 117.7 22.4

10 3 75.9 23.2

11 3 42.2 18.4

12 4 25.7 62.9

60 1 2 12.0 0

2 7 112.8 20.1

3 12 190.0 33.9

0 5.16

0 11.8

0 6.79

0 20.8

0 3.62

0 7.68

6.63 14.8

0 8.00

3.95 26.4

0 0

0 8.05

0 8.90

03

51

76

06

27

〓

36

97

●

●

●

●

●

●

●

●

5

0

2

0

0

1

0

0

0

0

0

0

年間 711263.3 62.9 0 10.5

* :6時間更正値

米米:大型水盤による1ケ月の値



表2.各種試料中の全ベータ放射能濃度

試 料 名 採取地 測定 測 定 結 果

回数

表3.空間緩

年月 〟R/

陸水(蛇口水)

(淡水)

土壌(0-5〔､m)

(5-20cm)

牛乳(生産地)

(消費地)

野菜(ホウレン草)

(ダ､イ]ン)

精米

海産生物(カレイ)

(カキ)

(ワカメ)

淡水魚(]イ)

日常食

浮遊塵

広島市 2 1.59-4.38 pCi/l

庄原市 1 0.83 〝

広島市 1 29.5 pCi/g乾土
〝 1 29.2 〝

高田郡 4 0.98-1.07 pCi/g生

広島市 2 1.12-1.22 〝

〝 1 4.41 〝

〝 1 1.33 〝

〝 1 0.51 〝

〝 1 3.80 〝

〝 1 2.30 〝

〝 1 6.90 〝

庄原市 1 2.30 〝

広島市 2 0.84-0.94 〝

〝 4 0.50-3.08 pCi/m3

59 4 10.

5 10.

6 11.

7 11.

8 13.

9 8.

10 12.

11 10.

12 13.

60 1 13.

2 12.

3 8.

平均値11.
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㈹ 高知県における放射能調査

高知県衛生研究所

竹林生夫 福≠

1 緒言

昭和59年度に実施した放射能調査の概要を報告する0

2 調査研究の概要

(1)調査対象‥全β放射能は降下物､降水､上水､土壌､農壱

常食､海水魚などについて148 件､モニタリ ングポスト､1

-タによる空間線量率についてそれぞれ測定を行った○

(2)測定方法:試料の調製および測定は科学技術庁編｢放射扁

(1976)｣および昭和59年度放射能測定粛査委託実施計画

行った｡

(3)調査結果‥降水中の全β放射能測定結果を表1､上水各不

全β放射能測定結果を一括して表2に示す0 シンチレーシー

イメータによる測定結果は最高値6.2/瓜/br､最低値5･4/瓜

値5.7仲/加であった｡モニタリングポストによる空間線室

を表3に示した｡

5 結語

以上の調査結果よりみて､前年度と比較して降水､食品竺

レベルははとんど差は認められなかった｡また､モニタリ
ニ

及びサーベイメータによる空間線量の測定値も特に変化は上

った｡



表1 降水の全β放射能
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表2 上水,各種食品等の全β放射能

試 料 名 採取場所 測定数

上 水(蛇 口 水)

牛 乳(原 乳)
〝 (市 乳)

米 (精 米)

野 菜(はうれん草)

〝 (大 根)

日常食(都市成人)

海水魚(か つ お)

土 壌(0～ 5c郡)
〝 (5～20c郡)

高知市丸ノ内
〝 円行寺

〝 桜井町
〝 新屋敷

高岡都窪川町
〝 〝

高知市

土佐市宇佐沖

高知市丸ノ内
〝 〝
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表3 モニタリ ングポストによる空間線量

年 月 上値(cps) 下値(cps)
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(81)長崎県における放射能調査

長崎県衛生公害研究所

半田佐由利 近藤章票

山口道雄

1 緒言

前回にひきつづき､昭和59年鹿に実施した放射能調査につい

報告する｡

2 芸l査研究の覿要

(1)調査対象

雨水･浮海産･陸水･土壌･食品･空間線量等179件

(2)測定方法よび測定器

試料の前処理ならびに測定方法は科学技術庁編｢放射能測定

(1976 改訂)｣にしたがった｡全β測定にはアロカ製低バッ

グラウンド自動測定装置 L8C-452u､′5′Ⅰ測定にはN AIG謁

波高分析装置､また空間繚豊測定にはアロカ製 TSC-121C 墾

ンチレーションサ仙ベイメータをそれぞれ使用した｡

(3)測定結果

イ.雨水の月別放射能強度は表1､図1に示すとおりである

全β放射能の年間平均値は14.8pCi/‡(6時間更生紘)

あり､例年並の怯であった｡

大型水盤における測定結果を図2に示した｡

口.浮遊虔の月別放射能強度を表2に示した｡全β放射能q

闇平均値は 2.15pCi/戒(6時間更生埴〉 であり､例年並

値であった｡

ハ.陸水･食品･土壌などの全β放射能測定値を表3に示し

いすれも例年並の値であった｡

二.空間線量串の測定結果を表4に示した｡年間平均紘は

7.3〟R/hであり､異常は認められなかった｡

ホ.牛乳中のJ引Ⅰは､いすれも検出限界以下であった｡

3 結語

以上のとおり本調査期間中の全β放射能強度は例年と大差ち

おおむね平常時の環境放射能強度で推移した｡



表1雨水の全β放射能(6時間更生値)

年 月 測定敦

降水量

(mm)

放射能強度(PCけL) 降下量

(虹i川崩平均値 最低値 最高値

59.4 6 139.5 21.2 5.2 56.5 3.12

5 8 113.0 13.0 4.5 47.5 1.07

6 14 327.9 7.3 0.7 34.4 1.55

7 7 163.0 7.4 2.9 12.9 0.7丁

8 5 21.6 21.6 1.4 74.7 1.21

9 9 64.7 5.8 0.7 13.2 0.35

10 3 22.4 11.1 4.9 18.3 0.48

四 5 80.3 18.6 3.5 60.3 0.10

12 9 77.9 12.6 2.3 31.5 0.65

60.1 9 45.3 23.1 6.1 70.0 0.09

2 13 136.1 25.6 2.9 104.2 1.39

3 13 178.8 25.3 5.8 199.2 1.的

mCけkm

2.0

XlOOmm ●ニ● 全β

PCi/l
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表2 浮遊塵の全β放射能(6時間更生鐘)

年 月 測定数

放射能強度(PCけm3)

平均値 最低値 最高値

59.4 2 2.58 2.51 2.65

5 4 2.53 1.16 3.70

6 3 1.64 0.98 2.47

7 3 2.65 2.53 3.16

8 3 2.86 2.57 2.78

9 3 2.49 1.72 2.79

10 口 2.64

皿 6 2.60 0.29 3.90

12 2 1.12 0.75 1.48

60.1 2 2.71 2.50 2.92

2 口 0.74

3 4 1.38 0.53 2.39

年間平均値 2.15

表4 空間線量

年 月 日

59.4.25

5.18

6.21

7.27

8. 6

9.20

10.11

11. 5

12. 5

60.1. 9

2. 4

3.12

7

7

7

6

8

7

7

7

7

6

7

6

平 均

表3 陸水･食品･土壌等の全β放射能

放射能濃度(含K)

7

試 料 名 採 取 地

土壌(0～5α) 小浜町雲仙

土壌(5～20α)

日常食(5人分) 長崎市

上水(蛇口水)

牛乳(消♯地)

米( 〝 )

ホウレン草(〝)

大根( 〝 ) /J



(8カ 鹿児島県における放射能調査

鹿児島県環境センター
福田大三郎 今村博香

下薗清書 郡山宗婁

1,はじめに

鹿児島県が昭和59年度に実施した科学技術庁委託の放射能鋼査及び川内原子力発電耐

射線調査について報告する｡

2,調査の概要
(1)鋼査内容

<委託調査>
空間線葺及び雨水(定時降水),降下物(1ケ月毎),上水,牛乳,茶,米,野菜,

海水魚,海水,海底土,土壌の全β放射能

<周辺環境放射線調査>
空間線宴(モニタリングステーション･ポストによる連続測定線宴率(7地点),

グカーによる定期測定線宴率(14地点),TLDによる3ケ月間積算線宴(25地点:

海水,海底土 魚彗乳 藻類,軟体類,米,葉菜類,根菜類,えんどう,いも類,茶,･

草,松兎 牛乳,陸水,陸上 浮遊じん,降下物の全β放射能及び…co,131Ⅰ,137(

を指標核種とした核種分析

(2)測定法及び測定機器

卜
i
,
■
王
-
-
1
ヒ
i
-
.
-

線

睾

環

境

試

料

目 測 定 法 測 定

宴l
b
†手丁~月間積算TLD素子;ナ

リーダー;ナ

l連続測定(テレメータ)

l

t2"¢NaI(Tl)シン

,エ祁キー補償固端
1州…

====∵〔山=ニ==｢=!⊇
線 宴 率

(委 託)

~T~｢
率)計 数

(委 託

測 定

連 続 測 定

i科学技術庁
全 β 放射能

種

分

｢全β放射能測定法｣

ねナルUD-200S

ね畑UD-502B

検出器(チレーション

3"¢NaI(Tl)シンチトねン検出器(

トエネ㍍-補償回路付)

1"¢NaI(Tl)シシチレーねンサーベイメータ

アロb.TCS-121C

1"¢NaI(Tl)シンチトねン検出器

アロれMAfトR6ト57

降下物(委託)

アロれGM-2503,GM-5004

上記以外,アロれLBC-453

｢Ge(Li)半導休検出器を

用いた機器分析法｣及び

【~放射性ヨウ素の分析法｣

HPGe半導体検出器
(オルテックモデルGeM-20180)



(3)鋼査結果

ア,空間放射線姜
空間放射線室測定結果は義一1,義一2,真一3のとおりである｡委託調査,

周辺環境放射線綱査ともに,これまでの調査結果と同程度のレベルであり,異｢
かった｡

イ,全β放射能
委託調査による雨水及び降下物中の全β放射能測定結果は真一4のとおりで･

められなかった｡

ウ,環境試料の放射能
委託調査による各種試料の全β放射能測定結果は表-5,原子力発電所周辺二

結果は義一6のとおりである｡ともにこれまでの網査結果と同程度のレベルで
められなかった｡

表-1空間線圭率,計数率(連続測定)

測定場所 区 分 594 5 6 7 8 9 10 1112 …1 2

環境センター*

(委託･鹿

児島市)

小 平 局
(周 辺)

(川内市)

平均値

最高値

最低値
健
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健
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低
平
最
長
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真一2 空間線尊率(定期測定)(単位川針山 真一3 積算線豊(周辺,

(単位;

測定時期 積算線董

13～18

i~~:盲丁音二元t

10～12i13～18

601～3 12～16

真一4 雨水及び降下物申の全β放射能測定結果(委託,環境センター敷地内.鹿児

雨 水

測定回数 最高値 最低値 検出回数

pCi/B pCi/R

測定時期

4
5
6
7
0
0
9
0
1
2
1

1

1

1

l

l

l

1
7
4
7
7
4
6
3
0
0
6
1
0
0

l

2

2

n
U
2
D

D

O

D

D

D

O

D
2
1

N
6
N
N
3
N

N

l
-
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5
N
7
6

D

D

D

D

D

D
nU

D

D

n
リ
n
U

D

N

N

l†川N

N

N

N

N

N

N

N

N

真一5 各種試料の全β放射能湘定結果(委託)

試 料 名

)
)
)
)
)
)

水
地
地
地
地
地

机
摘
誓
辛
摘

(
(
(
生
消
((

(

水
乳
乳

根

上
牛
牛
茶
米
大

採 取 場 所

鹿 児 島 市

加 治 木 町

鹿 児 島 市

宮之城町,知覧町

鹿 児 島 市

開 聞 町

O
1
0
0
1
0
0
0
2
0
1
3

｢~~~~丁-~

降 下 物蓄降

mci/k蛸壷
ND

17.6
ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

l.O

ND

4.0

試料数 測定結果

2
4
2
2
1
1

0.9,3.6 pCi/β
1.2～1.3 pCi/ml
l,2 pCi/ml
14.4,14.5 pCi/g精茶
0.78 pCi/g生
2.2 pCi/g生



真一6 環境試料の放射能分析結果(周辺)

全 β 放 射 能 核 種

軟 体 類

放 水 口

取 水 口

放 水 口

取 水 口

穀類(米)

秦 薬 類

項
単 位

pCi/g生

pCi/g生

pCi/g生

pCi/β

pCi/β

pC主/g乾土

pCi/g乾土

pCi/g生

測 定 値

2.8～ 3.1

0.9～1.9

2.2～11

ND,0.8

ND,0,7

単 位

pCi/kg生

pCi/kg生

pCi/kg生

pCi/β

pCi/β

pCi/kg乾土

13,18

2.0

pCi/kg乾土

pCi/kg生

pCi/g生

根 菜 類 pCi/g生

え ん ど う

い も 類

pCi/g生

pCi/g生

pCi/kg生

1.6,2.0 pCi/kg生

pCi/kg生

3.0,3.3 pC王/kg生

pCi/g生

み か ん pCi/g生

pCi/g生

pCi/g生

pCi/kg生

1.0,1.1

畜 産 物 pCi/g生

pCi/β

pCi/g乾土

浮 遊 じ ん pCi/d

降 下 物 mCi/昆月

pC主/kg生

pC主/kg生

2.5～ 3.2 pCi/kg生

1.1～ 1.6 pCi/kg生

1.7～ 3.0 pCi/β

12～ 20 pCi/kg乾土

ND～0.03 pCi/d

0.2～ 0.8 mCi/kd月

*占Oco,131Ⅰについては検出されていない｡
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〔付録〕調査研究実施機関一覧



放射能調査研究実施機関一覧

機 関 名 住 所

科学技術庁原子力安全局
防災環境対策室

科学技術庁放射線医学総合研究所

防衛庁技術研究太部第一研究所

〝 防衛大学校物理学教室

農林水産省農業環境技術研究所

〝 畜 産 試 験 場

家畜衛生試験場
北海道支場

水産庁東海区
水産研究所

運輸省海上保安庁水路部

〝 気象庁札幌管区気象台

〝 〝 観 測 部

〝 〝 海洋気象部

〝 〝 気象研究所

厚生省 国立衛生試験所

〝 国立公衆衛生院

理 化 学 研 究 所

日本原子力研究所 東海研究所

動力炉核燃料開発事業団
東海事業所

海 洋 科学 技術セ ン タ
ー

(財)日 本 分 析 セ ン タ ー

(財)原子力環境整備センター

(財)海洋生物環境研究所

東京都千代田区霞ヶ関2-2-1

千葉県千葉市穴川4-9-1

東京都目黒区中目黒2-2-1

神奈川県横須賀市走水1-10-20

茨城県筑波郡谷田部町観音台3-1-1

茨城県稲敷郡茎崎村池の台2

北海道札幌市豊平区羊ケ丘1

東京都中央区勝どき5-5-1

東京都中央区築地5-3-1

北海道札幌市中央区北2粂西18

東京都千代田区大手町1-3-4

東京都千代田区大手町1-3-4

茨城県筑波郡谷田部町長峰1-1

東京都世田谷区上用賀1-18-1

東京都港区白金台4-6-1

埼玉県和光市広沢2-1

茨城県那珂郡東海村自力白根2-4

茨城県那珂郡東海村大字村松

神奈川県横須賀市夏鳥2-15

千葉県千葉市山王町295-3

東京都港区虎ノ門2-8-10
第15森ビ

東京都千代田区内神長2倉



幾 関 名 住 所

北 海 道 立衛生 研究 所

青森県公害調査事務所

秋田県衛生科学研究所

山 形 県 衛 生 研 究 所

宮城県原子力セ ンター

福島県原子力 セ ンター

茨城県公害技術センター

埼 玉 県 衛 生 研 究 所

東 京 都立 衛生 研 究 所

神 奈川 県 衛生 研 究 所

新 潟 県 公 害 研 究 所

石川県衛生公害研究所

福 井 県 衛 生 研 究 所

長野県衛生公害研究所

静岡県環境放射線監視センター

愛 知 県 衛 生 研 究 所

京都府衛生公害研究 所

大阪府立公衆衛生研究所

兵 庫 県 衛 生 研 究 所

和歌山県衛生公害研究センター

鳥 取 県 衛 生 研 究 所

島根県衛生公害研究 所

岡山県環境保健センター

広 島 県 衛 生 研 究 所

山 口 県 衛 生 研 究 所

愛媛県公害技術センター

高 知 県 衛 生 研 究 所

福岡県衛生公害センター

札幌市北区北19粂西12丁目

青森市大字道道字沢田25

秋田市千秋明徳町l-40

山形市十日町1-6-6

宮城県牡鹿郡女川町女川浜字伊勢

福島県双葉郡大熊町大字漂鳥199
水戸市石川1-4043-36

浦和市大字上大久保字東639-1

新宿区百人町3-24-1

横浜市旭区中尾町52-2

新潟市曽和字古川314-1

金沢市三馬2-251

福井市原目町39-4

長野市大字安茂里字米村1978

静岡県小笠郡浜岡町池新田5糾4-19

名古屋市北区辻町字流7-6

京都市伏見区村上町395

大阪市東成区中道1-3-69

神戸市兵庫区荒田町2-1-29

和歌山市砂山南3-3-45

鳥取市松並町2-470

松江市西浜佐陀町古湊

岡山市内尾739-1

広島市南区宇品神田1-5-70

山口市葵町2-5-67

松山市3番町8-234 生活保健ビル

高知市丸の内2-4-1

福岡県大事府市大字向佐野字迎田39
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